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「噓うそだろ……」




　その呟つぶやきが自分の口から発せられたものだと気がつくのに、だいぶ時間がかかった。

　そのくらいショックだった。疑いたかった。信じたくなかった。目の前の現実から目を背けたかった。

　だけど、現実がそこにはあり、俺を許してはくれない。

　いくら目を背けても変わらない事実が、そこには映し出されていた。




　どうやら俺は失意のあまり床に座り込んでいたようだ。どのくらい座っていたのかはわからない。

　硬くて冷たい石の感触が尻の下には広がっていた。

　座り込んでいる俺のちょうど正面。距離でいうと二、三歩。

　少し見上げる高さにある石盤には、光る文字が浮かんでいた。

　そこに書かれている文章こそ、この俺、ノート・アスロンを失意の底に叩たたき落とした元凶であった。





――【地図化マツピング】――




レア度：ＳＲスーパーレア




消費スロット：３




効果：自身の通過した地点、およそ半径１ｋｍの範囲を自動的にマッピングし、




知識として記憶する能力






　石盤に映る文字は俺に与えられた能力――スキルと呼ばれるものの詳細を示している。

　そこに書かれている【地図化マツピング】というスキルは、世間一般で外れスキルの代表とされていたのであった。




　今は『贈与の儀』と呼ばれる儀式の最中であった。

　その儀式は15歳になって初めて、受ける権利を得られるものである。

　神の石盤に祈りを込めることによって、得られるスキルの概要が映し出され、使用できるようになるといった具合だ。

　神の石盤は世界中の至る所に存在しており、誰が作ったのか、いつ作られたのか、など詳しいことは判明してない。

　石盤の多くは教会や国の公共施設でしっかりと保管されていて、現に俺が今いる場所も教会の中の一室だ。




　この世界ではスキルというものが、非常に重要視されている。

　それはもう、一般常識といっていいほどに。

　戦闘系スキルを手に入れた者は、人に害をなすモンスターと戦う力を得られる。

　農業系スキルを手に入れた者は、楽に作物を育てることができるようになる。

　製造系スキルを手に入れた者は物をより早く、正確に作りあげることができるようになる。

　確かにスキルを手に入れなくても、モンスターと戦うことはできるし、ものづくりだってできる。

　だけど、スキルを手に入れた者には、その道の才能が保証される。上達速度だって違う。

　スキルを手に入れた途端、ある程度の技能が身につくわけだから、スタート地点も違うのだ。

　数あるスキルの一つに【剣術】というものがある。

【剣術】スキルを手に入れた者とそうでない者が剣の鍛錬を同じ時間行い、純粋に剣の技術のみで戦った場合、勝つのは十中八九【剣術】スキルを持った方だろう。

　ならば【剣術】スキルを持っていない人はスキルを持っている人より倍、努力すればいいじゃないかと思うかもしれない。

　しかし、才能がなければ努力は無駄なものになり果てる。

　たとえある程度の才能があろうとも、スキル持ちはスキルを持っていない人が剣に向ける努力を他の分野に回せるのだ。

　身体からだを鍛えて身体能力を上げてもいい。簡単な補助魔法を覚えて、剣術のサポートに使ってもいいかもしれない。

　そもそも、スキルを所持している約束された才能の持ち主が、才能の乏しい人より努力しないなんて保証はどこにもない。

　そのような理由で世間ではどのスキルを持っているかが重視され、ほぼ全ての人が『贈与の儀』を経てスキルを得ている。

　そして、そのうちの大半の人は所有するスキルに準じた職に就いている。




　では何な故ぜ、【地図化マツピング】は外れスキルなのか？

　スキルの効果欄を見れば、一見便利そうに思える。レア度だって高いわけだし。

　だけど、世間的には【地図化マツピング】は外れスキルとされていた。

　それにはいくつかの理由があった。

　まず一つ目の理由は、消費スロットを三つも占める点である。

　消費スロットとは簡単に言うとスキルが食う容量のことである。

　全ての人系種族に与えられるスキルの合計スロットは三つと決まっており、消費スロットが１のスキルなら三つ、消費スロットが３のスキルなら一つだけしかスキルが手に入らないと決まっている。

　要するに、【地図化マツピング】を手に入れた者は他のスキルが手に入らないのだ。

『贈与の儀』で手に入るスキルは１スロットの場合が多い。大抵の人はスキルを三つ持っているということだ。

　レア度が高くて強力なスキルや、人がいくら鍛えても身につかない能力は多くのスロット数を消費する場合が大半だ。【地図化マツピング】はどちらかというと後者のパターンである。

　そして、【地図化マツピング】が外れスキルとされている最大の理由は、【世界地図ワールドマツプ】と【地図エリアマツプ】という上位互換スキルが存在するからである。

【世界地図ワールドマツプ】は行ったことのない土地でも、この世界中全ての地図を把握できるという【地図化マツピング】の完全上位互換スキルだ。

【地図エリアマツプ】は周囲の地図を知ることができるスキルである。【地図化マツピング】や【世界地図ワールドマツプ】のように地図を記憶することができないというデメリットもあるが、消費スロットが２であるという利点が大きい。

　それでも【地図化マツピング】の、周囲の地図を記憶できる能力は使えると考える人もいるかもしれないが、残念なことに【世界地図ワールドマツプ】持ちの人によって正確に描かれた地図が世間では流通しているのだ。

【地図化マツピング】は３スロットも使う割に、道に迷わなくなるくらいの効果しかない残念スキルに成り果てていた。







「ノート、どうだった？」

　狭い部屋にある唯一の扉。

　その向こう側から女の子の声が聞こえた。

　すごく澄んだ声。そして、とても聞き馴な染じんだ声だ。

　俺はその声に返事をすることなく扉を開ける。

　開いた扉の割れ目から眩まぶしい光があふれ出た。

　目を細めながら前を見ると、一人の少女が立っている。

　輝くように透き通った金髪は後ろで三つ編みに紡がれている。すらっと耳の前で垂らした髪はさらさらとなびいていた。

　細やかで作り物のように繊細なまつ毛。深い碧あお色をした瞳。

　白という概念そのものを表したような肌。純白の肌を強調させるかのように整った鼻。薄い唇。

　同郷の幼おさな馴な染じみであるハーフエルフ。ミーヤ・ラインである。

　その姿は光に照らされて、普段にも増して美しく見える。

　正直に言おう。俺はミーヤに惚ほれている。目の前の少女に恋愛感情を抱いていた。

「もしかして、あんまりいいスキルじゃなかった？」

　ミーヤはこちらに近づき、上目遣いで俺の目を覗のぞき込んできた。

　実のところ、俺はミーヤのこの癖を苦手に感じている。

　不意に詰められる距離。目の前に来る瞳。その深い碧。瞳に映る自分の姿。

　ずっと眺めていると、まるで自分が吸い込まれる気がして――。

「ま、まあね……」

　慌てて一歩下がり、ミーヤから視線を外す。

　彼女とは小さい頃からずっと一緒にいるはずなのに、どうにもこの癖を相手にすると戸惑ってしまう。慣れる気配が微み塵じんも感じられない。

　むしろ、逆。どんどん苦手になっている。ミーヤを一人の女の子として意識すればするほど。

「見てみる？　俺のスキル？」

　動揺を悟られまいと、狭い部屋の中央に位置する石盤を急いで指さした。

　そこにはまだ、与えられたスキルの詳細が映っていた。

　ミーヤも映る文字を見て、俺が外れスキルを引き当ててしまったことを理解したようだ。

　長いまつ毛を何度もはばたかせた後、少しの間空中で目を泳がせてから、ようやく口を開いた。

「そう落ち込まないでよ。【地図化マツピング】って便利だと思うよ！　なんたって道に迷わなくなるし！　わたしたちが一緒に冒険をしていくのに役に立つんじゃないかな……？」

　たどたどしいフォローをするミーヤ。

　さすがにそれは無理があると思う。戦闘系スキルが一つもないのに、冒険者としてやっていくのは難しいんじゃ……。

　でも、そんなミーヤのフォローが無性に嬉うれしかった。

　俺とミーヤには夢があった。二人でともに一流冒険者として活躍するというもの。

　かつて一流冒険者であったというミーヤの両親から冒険話を聞いた、幼い頃からの夢。

【地図化マツピング】スキルで一流冒険者になるのは難しい。そんなことは俺だけでなく、ミーヤも理解しているだろう。

　それでも、彼女が一緒に冒険すると言ってくれたのは、俺との夢を諦めないでいようとしてくれているということだ。たとえ俺が外れスキルを引き当てたとしても。
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　そういうミーヤの、人を思いやれて、優しいところが俺は大好きだった。

「次はわたしの番だよね。見ていてね！　冒険者向きのいいスキルを当てて、ノートを助けるんだから！」

　ミーヤは両手にグーを作って意気込みを語る。

　そのまま石盤の前に進み、祈り始めた。




　通常、神の石盤がある部屋には一人で入るものである。

　というのも、自分の保有するスキルは何なのか、詳しい効果は何か、といったものは隠すべきだとされているからだ。

　巨万の富を手に入れられるスキルや、他人の心が読める【読心】のような癖のあるスキルを手に入れて、周囲の人に知られてしまったがために、その後の人間関係に変化が生じたというエピソードは有名な教訓として語り継がれている。

　どんな親しい人相手でも、自分のスキルを教えることは躊ちゆう躇ちよするべきだ。

　だから、この部屋は分厚い壁と扉で作られており、窓が一つもないのだ。

　しかし、ミーヤは俺が部屋の中にいるにもかかわらず祈り始めた。

　それは、多分彼女からの信頼の賜たま物ものだろう。

　嬉しいような。恥ずかしいような。もうちょっと用心したほうがいいんじゃないの？って思ったりもするような。

　でも、結局のところ、やっぱり嬉しかった。

　ミーヤが俺に恋心を抱いているのかはわからない。確認もしていない。

　確かに聞いてはみたい。ミーヤが俺のことをどう思っているのか。俺のことを一人の男性として好きなのか。

　ただ同時に、わざわざそんなことを聞かなくてもいいのでは？　とも思う。俺とミーヤの関係はこのままでいい気がする。

　ミーヤと手を繫つないでデートしてみたいし、キスだってしてみたい。

　でも、ミーヤは自分にはもったいないくらいの素晴らしい女の子だ。

　俺とミーヤはチャングズという小さな村で生まれた。畑と森しかないような、小さな村だった。

　そんな村だ。人口も少なく、同年代の子供も俺達たち二人しかいなかった。お互いが仲良くなるのは当然のことだった。

　だからこそ大きい街に出てたくさんの人に出会ったら、ミーヤは俺より相応ふさわしい人間を見つけることだろう。

　そっちの方がいいはずだ。彼女のためになるはずだ。

　そして、自分なんかとはかけ離れた相応しい男の人をミーヤが見つけた時、俺は笑顔で彼女を祝福してあげたい。「おめでとう」って言ってあげたい。ただの幼馴染として。

　だから、今のまま。このままの関係でいいのだ。たとえ、恋人になれなくても。彼女のそばにいることさえできれば。

　ミーヤの顔に視線を向ける。彼女の整った横顔は青い光に照らされていた。

　前方の石盤には文字が浮かんでいる。





――【森精霊王の加護】――




レア度：ＳＲスーパーレア




消費スロット：１




効果：大地、風、水属性の精霊術を使えるようになる




また、森の領域において身体、魔法能力が上昇する

エルフ固有スキル







――【弓術・極】――




レア度：ＵＲウルトラレア




消費スロット：１




効果：最上位の弓術適正を得る







――【身体強化・大】――




レア度：ＳＲスーパーレア




消費スロット：１




効果：身体能力を大幅に上昇させる






「ありえない……」

　石盤に映る文字を見て、思わず声が漏れ出てしまった。

　全てのスキルがＳＲスーパーレア以上のレア度。そして、全てが戦闘系――。

　一つ一つのスキルが、単体だけで一騎当千の能力を秘めているにもかかわらず、それが三つも揃そろうなんて。

　冒険者としてここまで恵まれたスキルの組み合わせを持つ者は、この世界に十人といないだろう。

　そのくらいミーヤが得たスキルは規格外だった。




　ミーヤも祈りを終え、目を開ける。

　彼女も、今しがた自分に起きた出来事を把握したようだ。あふれんばかりの笑顔で石盤を見つめている。

「やったー！　強そうなスキルだよ、ノート！」

　堰せきを切ったかのように飛び跳ね、俺の手を握り締めるミーヤ。

　強そうなスキルってレベルの話じゃねえだろ、おい……。

　握られた手の感触を確かめながらも、胸の内に複雑な心境が渦巻くのを自覚していた。おそらく、これが嫉妬という感情なのだろう。

　嬉しく思わなくちゃいけないはずなのに、醜くて浅ましい思いが次から次へとあふれていく。

　――俺が良いスキルを手に入れていたら、素直に喜べたのに……。

　あるはずのない仮定の話に思考が逃げ込みだす。

　喜ぶことに夢中になったミーヤは、そんな俺の内心などに気がつくはずもない。

　曇りない笑顔で声をかけてくる。

「これでノートと一緒に冒険していけるね！　二人で一流冒険者になっちゃおうね！」

　ミーヤの素直でまっすぐな言葉と微笑ほほえみに、思わず目を逸そらしてしまう。

　――どうして俺は、自分のことしか考えられないんだろう……。

　自分はミーヤにつりあわない男だって知りつつも、心のどこかで対等でいたいと願っていたのだろう。

　だから、ミーヤより劣っている状況が悔しかった。さらに立場を離されたような気がして。もし二人の得たスキルが逆ならば。俺がミーヤに相応しい男になれたかもしれなかったのに。

　空虚でくだらないプライドを持つ自分が嫌になる。

　なにがミーヤに相応しい男だ。こんな卑しい考えを持つ人間がミーヤに相応しいわけがないだろ。

　諦めろ。妥協するんだ。いいじゃないか。ミーヤがそばにいてくれる。それだけで充分だと心に決めたじゃないか。

　こんな外れスキルを手にしてしまった俺でもミーヤは一緒に冒険してくれると言った。それだけで最高だ。高望みなんてすれば、ばちが当たるってもんだ。




　――そう、それだけで充分に決まっている。きっと。絶対に。







　多分、俺は慢心していたのだ。

　ミーヤの好意に。優しさに。甘えていた。




　だから、俺は裏切られることになったのだ。彼女に。そして、自分の慢心に。




「ノート。わたしたち、別々の道を歩もうよ……」

　普段の彼女とは違った顔。別れを告げる冷酷な声色がそこにはあった。

　ミーヤとの冒険者生活を始めてから半年後のことだった。
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　自分は本当にどうしようもない人間だ。ミーヤに捨てられるのも当然だ。

　決して、彼女が悪かったわけじゃない。彼女に原因があったわけでもない。

　悪かったのは俺だ。俺の方に全部原因はあった。

　ミーヤを悪く言うべきじゃない。

　15年もの長い間、こんなしょうもない人間のそばにいてくれた彼女に感謝しなくてはいけないくらいなのだ。

　そんな自嘲を吐き捨てながら、今日もまた酒を呷あおっていた。

　幼おさな馴な染じみのミーヤに別れを告げられてから半年以上経たった。

　ミーヤと一緒に冒険者をやっていた期間も半年くらいなので、俺の冒険者歴は一年くらいになるだろう。

　それなのに、俺はなにも成長していない。

　今日だって、昼間に稼いだ金を酒代に溶かしているくらいだ。

　しかも、それがここ最近の日課になっているんだから救いようがない。

　今いる場所はこの街で安く飲めると冒険者内で評判がいい酒場だ。

　同じテーブルにいるのは、昼間ともに仕事をしていた臨時パーティーのメンバーである。

　ミーヤと離れてから、俺は特定の決まった人とパーティーを組まないで、メンバーの空きが出たパーティーを渡り歩いていた。

　渡り歩いていたといえば聞こえはいいが、実際のところ、居場所がどこにもなかっただけである。

　戦闘系スキルを一つも持ってなく、外れとされている【地図化マツピング】スキルしかない俺は、臨時で入ったどのパーティーからも歓迎されるわけもなく、俺自身どのパーティーにも馴な染じもうとする気になれなかった。

　決して彼らを拒絶していたわけじゃない。

　つかず離れずの適当な距離をとるようにして、この街の冒険者界かい隈わいでの評判を極力悪くしないようにしながら、様々なパーティーをたらい回しにされていった。

　冒険者達の間で悪評が広まったら仕事ができなくなる。有能なスキルもなく、なにかに秀でているわけでもない自分は特にだ。

　冒険者以外の仕事を選べば、もっと簡単に生活ができ、真っ当な暮らしができたのかもしれない。

　でも、俺にはそれができなかった。夢を諦められなかった。

　ミーヤという存在を失った今、冒険者になる夢まで捨てたら、俺の全てがなくなってしまう気がして。怖かった。

　だから俺は、感情を押し殺して、慣れない愛想笑いを携えて、この街で今日まで冒険者としてなんとかやってきた。

　使えないと罵られたこともある。

　時にはプライドを捨て、パーティーの荷物持ち役だって引き受けた。

　ミーヤに捨てられた自分にとって、プライドなんてものはもう正直どうでもよかった。

　だから今もこうして、仕事終わりにやけ酒をしていた。

　その日組んだパーティーメンバーと酒を飲んで会話を適当にこなすと、適度な関係が築かれ、再び臨時パーティーに誘われたりすることがあるから不思議なもんだ。

【地図化マツピング】を引き当てて、幼馴染に捨てられたエピソードを酒の席で話すといい反応が返ってくる。やけに席が盛り上がった。

　人は他人の不幸が好きらしい。

　いつしか、この自虐エピソードは俺の鉄板トークになっていた。

　爆笑してくる者もいれば、憐あわれんでくれる者もいた。一緒に泣いてくれる者もいた。

　実際、どんな反応が返ってきてもよかった。自分の話を聞いてもらえさえすれば。

　ただ、一番話を聞いて欲しかった相手はもういない。

　そのことが、俺を無性に悲しくさせた。

　――ミーヤが、今の俺の落ちぶれた姿を見たらどう思うのだろう。

　そんな疑問が毎晩頭に浮かぶ。

　爆笑してくれるだろうか。憐れんでくれるだろうか。そのどれでもない気がする。

　彼女は何も感じないのではないだろうか？

　ミーヤはあの日、俺を見捨てた。見限った。

　いや、違う。俺が見限らせたのだ。







　――半年前。




「ノート。わたしたち、別々の道を歩もうよ……」

　ミーヤに話があると呼び出され、席に着いた瞬間のことだった。

「……」

　言葉を返そうにも、うまく喉が動かない。

　予感はしていた。この瞬間がいつかは訪れるとわかっていた。頭で理解していた。

　俺はミーヤに頼りすぎていたのだ。

【地図化マツピング】という外れスキルを手に入れてしまったんだから仕方ない。

　そう思って、ここ最近の俺は努力するのをやめていた。一緒に一流冒険者になるって夢を叶かなえることを諦めていた。

　最初の一カ月くらいは俺も頑張ろうって思っていたさ。

　でも、やる気をなくした。

　こんなの俺が頑張ったところで意味ないじゃん、って感じてしまった。

　ミーヤの実力と才能を目の当たりにして。俺じゃ到底たどり着かないような極みまで、いとも容易たやすくたどり着く彼女に心を折られた。

　それでも努力をやめない彼女に心を折られた。

　やる気はなくしても、やる気のあるふりだけは続けた。

　勘の鋭いミーヤのことだ。多分、俺の誤魔化しに気がついていたんだろう。

　俺は五カ月以上の間、ミーヤを騙だまし続けていた。ミーヤも騙されたふりを続けてくれた。

　もちろんそんな関係が上う手まくいくはずもない。

　具体的な事件はなかった。言葉にも表れなかった。

　ただそれは、二人の周りに漂う空気として漏れ出ていた。

　具体的な事件があれば。彼女が言葉に表せば。俺は改心できたかもしれない。二人の関係は改善されたかもしれない。

　だけど、ミーヤは出来すぎた人間だった。我慢のできる人間だった。

　だから我慢してしまった。

　限界まで。取り返しのつかない地点まで。




　予感はしていた。この瞬間がいつかは訪れるとわかっていた。頭で理解していた。

　でも、心はそれに従ってくれなかった。

　そこから先はあまり憶おぼえてはいない。

　違う。憶えてはいるけど、思い出したくないだけだ。思い出したくないのだから、憶えていないことと一緒にしてもいいんじゃないだろうか？

　一つだけ、くっきりと憶えていて忘れられないのは彼女が去り際に泣いていたこと。

　俺が彼女を傷つけるようなことを言って罵ったからだろう。

　最低だった。みっともなかった。

　最大の後悔だ。

　彼女につりあわないなら、せめて別れくらい笑顔で見送りたかった。最後にミーヤの笑顔を目に焼き付けたかった。

　そんな簡単なことができなかった。

　もう二度とミーヤと顔を合わせることはないのだろう。

　彼女は逃げるようにして、俺達たちが冒険者として活動をしていた、このブロードの街から去っていった。

　優秀な彼女なら、競争相手の多い王都なんかでも冒険者としてやっていける。一流冒険者にだってなれる。

　有名になって、名をこの国中に響き渡らせることだろう。

　ミーヤは強いだけでなく綺き麗れいだ。その美貌のあまり、世の中の人を虜とりこにしちゃうだろう。

　色んな人からインタビューなんかも受けちゃったりして。子供時代のエピソードとかも聞かれるかもしれない。

　――そして、その話の中に俺の名前は出てこないんだろう。





＊






　その日の始まりはいつもと変わらなかった。いつも通りの早朝。

　いつもと変わらず、俺は冒険者の仕事を受注するためのギルドと呼ばれる場所で、欠員が出てメンバーが足りていないパーティーを探していた。

　この朝に唯一変化があったところといえば、この後一人の青年に声をかけられた点だろう。




「ちょっといいかい？　キミがノート・アスロン君？」

　いきなりのことだった。不意に後ろから声をかけられる。

　驚いて、咄とつ嗟さに振り向くと、そこには俺より少しばかり身長の高い青年が立っていた。

　歳としは二十代の前半ほどだろうか。

　白髪で短髪。瞳の色は黒かった。

　穏やかそうな印象を醸し出す細い目。声も穏やかな感じがして、聞き心地がいい。

　そのような印象に反して、纏まとっている服は黒一色だ。

　装備から察するに、戦闘職バトルスタイルは盗賊や暗殺者だろう。

「そうですけど……なんの用ですか？」

　普段ギルドでは見ない顔。俺の名前を知っていることに警戒をしながら質問を返した。

　しかし、青年は俺のそんな様子を気にも留めず、口を開く。

「キミを探していたんだ。【地図化マツピング】スキル持ちのキミをね」

　正直、意味がわからなかった。

【地図化マツピング】スキル持ちを探していた？　なんでだ？　どうして外れとして有名なスキルをこの人は探しているんだ？　冷やかしなのか？　詐欺なのか？

　次から次へと疑問が湧き起こってくる。

　そんな俺の考えを察したのか、目の前の青年は話を続けた。

「言葉そのままの意味で受け取ってくれてかまわないよ。キミのスキルが有用だと思って、探していたってことだよ」

「俺の【地図化マツピング】が有用？」

　自分で言うのもなんなのだが、そんなことないと思う。

　確かに便利っちゃ便利だが、有用というほどではない。

【世界地図ワールドマツプ】や【地図エリアマツプ】の方が絶対便利だし、そもそも消費スロットが多い地図系スキルなんかより他のスキルの方が絶対いい。

　このスキルを手に入れて一年経たったが、俺の【地図化マツピング】に対する評価は世間の評価と一致していた。

「うん、そうだ。そのスキルを持つキミをボク達は必要としているんだ」

「ボク達？」

　またしても疑問が現れた。『ボク』じゃなくて『ボク達』。

　目の前の彼以外にも、このスキルを必要としている人がいるってことか？

「そういえば、まだ自己紹介が済んでいなかったね。ボク達といっても、他のみんなはここに来ていないけど――」

　彼は頭を搔かきながら、先を続ける。

「ボクの名前はジン。『到達する者アライバーズ』というパーティーに所属している者だ」

　――『到達する者アライバーズ』。

　ひよっこ冒険者の俺でも、その名前だけは耳にしたことがある。

　確か、冒険者の中でも珍しいとされているダンジョン攻略専門のパーティーだったはずだ。

　では、ダンジョンとは何か。

　一般的には世界中に十数個しか発見されていない、この世の理ことわりの外にあるとされている不思議な空間のことを指す。

　入り口は地上にあるのだが、入り口の先は物理的法則を無視して、広大な世界が広がっているらしい。

　そして、生息する生き物や生態系、環境は地上のものとはまるっきり違うそうだ。

　しかも、出てくるモンスターまで、地上のものとは違って非常に強力。並みのＡ級冒険者ですら、中層に潜れば死ぬ可能性が高いという地獄。

　地上より圧倒的に命が危険にさらされるダンジョンに潜る冒険者は数少ない。

　しかし、それでもダンジョンに潜る無謀者は絶えることはない。

　冒険者がダンジョンに潜るのは莫ばく大だいな見返りがあるからだ。

　地上では手に入れられない資材や魔道具、武器、宝の数々。

　そして、誰もたどり着いたことのない最奥にはそれに勝るなにかが存在するのではないかと噂うわさされている。

　一説にはダンジョンは神が造ったのではないかとまで言われているくらいだ。

　誰も成し遂げたことないダンジョン制覇の特典に、人々は異常なまでの夢と希望を抱いていた。

　ダンジョンに潜れるのは、実力の認められた、選ばれしパーティーのみである。

　そんな選よりすぐられたパーティーの中でも、最も攻略に近い一つとされているのが『到達する者アライバーズ』であった。

　彼の言葉は普通なら信じがたいものだ。

　目の前にあの有名なパーティー、『到達する者アライバーズ』のメンバーの一人がいるなんて。そんな人が俺を必要するなんて。

　そもそも自分みたいな三流以下の冒険者にとって、ダンジョンなんて場所は縁のない土地である。

　入るどころか入ろうとさえ思ったこともない。

　しかし、俺の疑念を払拭するように、ジンは真剣な顔を向け、手を差し出してきた。

「ノート君。キミさえ良ければボク達のパーティーに入らない？　これはもちろん、正式な勧誘だよ」

　だけど、この時の俺は普通じゃなかった。

　運命を変えたかった。現状を変えたかった。

　そしてなにより、生産性のない無価値な日常から脱却したかった俺は、差し出された手を拒むわけもなく――。




　この日、またしても俺の運命は大きく変わった。
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『到達する者アライバーズ』のメンバーの一人、名をジンという青年から声をかけられた翌日。

　俺とジンの二人はブロードの街から、『到達する者アライバーズ』の本拠地であるピュリフの街へ向かっていた。

　ピュリフの街には世界中で十数個しか発見されていないダンジョンのうちの一つが存在する。

　名前は『ピュリフのダンジョン』。この王国、唯一のダンジョンだ。

　王国の領地の南西に位置するピュリフの街は、街というより都市と表現した方が正しいくらいの栄え具合であるらしい。

　ダンジョンに挑戦する冒険者、ダンジョンから発掘される宝のおかげで潤っているとのことだ。

　実は、ピュリフの街ほど栄えた場所に行くのは初めてだったりする。

　そのせいか、少しばかり緊張していた。なんか、落ち着かない。

　俺とミーヤはチャングズという小さな、本当に小さな村に生まれた。

　そして、15歳になるまでその村で過ごした。

　もちろんチャングズは栄えていない村だったので神の石盤も置いていなかった。

　贈与の儀を受けるには他の街に出るしかなかったのだ。

　ミーヤとは同い年だが、彼女の方が誕生日は早かったので、俺が15歳になった月に、二人合わせて近くのブロードという街へ向かったのであった。

　そして、俺達たちは街でスキルを得て、そのまま冒険者となった。







「ピュリフの街ってどんな感じなんですか？」

　街に到着するには、まだまだ山ほど時間がある。

　ブロードからピュリフはさほど距離があるわけじゃないが、それでも旅路は長い。

　ずっと黙って馬車に揺られているのもなんなので質問をしてみた。

「にぎやかな街だよ。ピュリフに住んで数年しか経ってないけど、ボクは結構気にいっているかな」

　にぎやかな街か……。今まで行ったことのある街が少なすぎて、あまり具体的に想像できない。

　ていうか、ジンがピュリフに住んでいるってことは、わざわざ俺を探しにブロードまで来たってことだ。どうしてだろうか……。

　俺が頭に浮かんだ疑問を口に出して質問すると、ジンは丁寧に答えてくれた。

「そのくらい【地図化マツピング】持ちのメンバーが欲しかったからね。ブロードの街から来た冒険者がノート君のことを話しているのを聞いて、駆けつけたってわけだよ」

　誰だろう、その冒険者って……。

　色んな人に自虐話をしまくっていたせいで、心当たりが多すぎる。

「でも、平気なんですか？　ジンさんがこの街まで来たら、その間『到達する者アライバーズ』のダンジョン探索は中断しちゃうんじゃないですか？」

「それは大丈夫だよ。今、ボク達のパーティーはモンスターの注意を引き付けるタンク系の戦闘職バトルスタイルのメンバーが抜けちゃって先に進めない状況なんだ。【地図化マツピング】だけじゃなくて、タンク系の役割を持つ新メンバーも探している最中だね」

　それって、全然大丈夫ではないのでは……？　メンバー欠けちゃったのかよ……。

「でも、どうして【地図化マツピング】持ちが必要なんですか？」

　ずっと気になっていた疑問を投げかけた。

　本当は昨日から疑問に思っていたのだが、聞くタイミングを逃して先延ばしになっていたのだ。

「ダンジョンは冒険者殺しと言われるほど手て強ごわいモンスターが出てくるけど、ボク達みたいなダンジョン攻略専門のパーティーがぶつかる壁はそこだけじゃない――」

　そう言って、ジンは説明を始めた。

　彼曰いわく、ダンジョン内は俺が想像しているより、数倍も広く、複雑に入り組んでいるらしい。

　先人達が地図に書き起こしている浅層ならまだしも、地図のない中層からは、今いる場所を把握するのも、来た道を戻るのも難しいらしい。

　そのような場所で、現在地を一々確認しながら進んでいくのは骨が折れ、効率も悪い。

　戦闘には自信がある『到達する者アライバーズ』にとってはモンスターを倒すより苦労しているらしい。

　だから、【地図化マツピング】スキル持ちを探していたそうだ。

　ジンの説明は理解できたが、同時に新しい疑問も生じた。

「それなら、【世界地図ワールドマツプ】や【地図エリアマツプ】スキルを持っている人を探した方がいいと思いますけど……」

　当然の疑問だった。

　ＵＲウルトラレアというレア度のせいで所有者は少ないが【地図化マツピング】の完全上位互換とされている【世界地図ワールドマツプ】や、消費スロットが【地図化マツピング】より少なく同時に戦闘系スキル所有の可能性がある【地図エリアマツプ】の方が絶対に便利だ。

　このような考えが世間の総意であり、俺自身もその評価は間違ってないと思う。

　しかし、ジンはその問いかけに対して、待っていたとばかりに笑みを浮かべた。

「ノート君は【世界地図ワールドマツプ】や【地図エリアマツプ】の効果の文面を正確に知っているかい？」

　もちろん知らない。神の石盤のある部屋は通常一人で入るものであり、他人が覗のぞけないようになっている。

　ミーヤは例外的に石盤に映る文字を見せてくれたが、普通は自分のもの以外目にすることはないだろう。

　俺は首を横に振った。

「これが【世界地図ワールドマツプ】と【地図エリアマツプ】の石盤に映る文面だ。過去の記録だとか、持ち主の話から参照して作られた復元らしい。これを手に入れるのにも、随分苦労したんだけどね」

　そう言って、ジンは二枚の紙を俺の前へ出してきた。





――【世界地図ワールドマツプ】――




レア度：ＵＲウルトラレア




消費スロット：３




効果：この世界、全ての地点の地図を知識として記憶する能力







――【地図エリアマツプ】――




レア度：Ｒレア




消費スロット：２




効果：この世界における、自身の半径１ｋｍの範囲の地図を




知識として理解する能力






　なるほど。こんな文面なのか。想像通りっていうか、どう見ても【地図化マツピング】の上位互換だよな、これ……。

「それじゃあ、次にノート君。キミは【地図化マツピング】の文面を正確に覚えているかい？」

　覚えていない……。

　自分の手に入れたスキルにショックを受けていたせいで、書き写すっていう考えも起きなかった。

　神の石盤の前で祈れば、何度でも自分の得たスキルの詳細は確認できるので、わざわざそんなことする人なんていないと思うけど……。

　俺はまたしても首を横に振った。

　すると、ジンはもう一枚、紙を見せてくれた。

「これが【地図化マツピング】の文面の復元だよ」

　書いてあった内容に目を通す。





――【地図化マツピング】――




レア度：ＳＲスーパーレア




消費スロット：３




効果：自身の通過した場所の半径１ｋｍの範囲を自動的にマッピングし、




知識として記憶する能力






　確かにこんな感じだった気がする。

　ほんの少しだけ文面が違うように思えるのはおそらくこれが復元だからであろう。

「この三つの復元を見て、なにか気づいたことはないかい？」

「えっと……すみません。全然わからないです」

「まあそうだよね。自分で言っといてなんだけど、普通は気がつかないと思うよ」

「それでどこに注目すればいいんです？」

「注目すべき点は【地図化マツピング】だけ『この世界』って単語が入っていないところだよ」

　渡された三つの紙の文面を見比べてみる。

「確かに【地図化マツピング】には入ってないですけど……。どうしてそれが重要なんですか？」

「ダンジョンはこの世の理ことわりの外側にあるものだっていうのは知っているかい？」

「まあ、はい……」

「つまりね、ダンジョンは『この世界』の範囲外なんだ。だから【世界地図ワールドマツプ】や【地図エリアマツプ】では地図として反映されない。しかし、【地図化マツピング】の場合はどうだい？」

　ここまでの誘導で、ジンが何を伝えようとしているのかはっきりわかってきた。

　それと同時に、外れスキルとして扱われていた【地図化マツピング】の有用性も――。

「ダンジョン内でも使えるってことですか？」

　俺の問いかけにジンは頷うなずいた。

　彼の頷きを見て、全身を寒気が襲った。鳥肌が広がっていく。脳の血管が開ききったような高揚感。

　――外れスキルとされている【地図化マツピング】にも使い道があった。

　このスキルは下位互換のスキルなんかじゃなくて、差別化の図られた有用スキルだった。

　その事実を知り、頭を殴られたみたいな衝撃を味わっていた。

「初めて知りました……。でも、【地図化マツピング】にこんな使い道があるのに、世間の評価はこんなに低いんですか？」

「世間ではまだ知られていないからだね。ボク達がこの事実にたどり着けたのも偶然だった」

「偶然？」

「そうだ。ダンジョン攻略の最中、たまたま冒険者達の死体を発見したんだ。死体は白骨化していたから、結構昔に活躍していたパーティーだったのかもしれないね。供養でもしようと、身元がわかる所持品を探していたら数枚の地図が見つかった」

　そのうちの一枚と思われる地図を見せてくれた。

「それは市場に出回っている浅層の地図とは違う。市場で出回っていない中層の地図だ。ちなみにこれが市場に出回っている、スキルを使わないで描かれた浅層の地図だね」

　ジンはもう一枚地図を渡してきた。

　両者の出来の差は一目瞭然だった。

　白骨死体が持っていた地図は圧倒的な描き込み量とともに、きれいに描き込まれていた。

　まるで、俺の脳内に浮かぶ地図のようだ。

「そこでボク達は一つの仮説を立てた。この地図はなんらかのスキルを使って描かれたのではないかってね。【世界地図ワールドマツプ】や【地図エリアマツプ】はダンジョンで通用しないことはダンジョンに潜る冒険者のなかでは有名だったけど、詳しく調べてみたら、【地図化マツピング】スキルを試した人がいるって記録はどこにもなかった。誰も試さなかったのは、【地図化マツピング】を持つような人間は基本ダンジョンに潜らないからだろうね」

　ジンの言いたいことはわかる。【地図化マツピング】スキルは冒険者における外れスキルとして有名すぎたのだ。

【地図化マツピング】を手にしたら、普通冒険者なんかにはならない。

　ましてや、一流冒険者でも命を落とす可能性の高いダンジョンに潜ろうとするはずがない。

　それに、【地図化マツピング】は無駄にレア度が高いせいでスキル保持者が少ないのもあるだろう。

「死体で見つかった冒険者達たちのように、知っていても利益を独占するために隠していたって場合もあるだろうけど……」

　ジンが一応、補足を加えた。

「でも、話を聞いている限り、もしかしたら【地図化マツピング】のスキルはダンジョンに使えない可能性もあるんじゃないですか？　白骨死体で見つかった冒険者がただ地図を描くのが上う手まかったとか？　まだ見つかっていない新種のスキルを持っていたとか？」

　つい不安になって、思ったことを質問してしまった。

　すると、ジンは気まずそうに頰を搔かきながら。

「それは否定できないんだけどね。【地図化マツピング】を試すまではわからないかな……？　一応【世界地図ワールドマツプ】や【地図エリアマツプ】がダンジョン内で使えない理由の一説とされている『この世界』仮説になぞると【地図化マツピング】は使えそうだし大丈夫だと思うけど……断言はできないかな」

　いや、そこは断言してほしかった……。







　長い道の旅を終え、俺達はピュリフの街へ到着した。

　ジンとは道中、どうして『到達する者アライバーズ』が【地図化マツピング】を必要としているのか以外にも色んな話をした。

『到達する者アライバーズ』がどんな活動をしてきたのか、なども聞き、俺もミーヤとのエピソードを話したりした。

　彼は決して笑わず、真剣な面持ちで耳を傾けてくれた。

　街へ入る門を潜くぐると、まずピュリフの街の賑にぎわいに圧倒された。

　見たこともないものがいっぱいで、目に映る全てが新鮮に感じられる。

　立ち並ぶ露店とか、道が広いのとか、通行人や馬車の数とか。

　そんなものに目を奪われながらジンについて歩いていると、いつの間にか一軒の大きな建物の前に来ていた。

　建物の立て札には、堂々とカラフルな文字で『到達する者アライバーズ』と書かれていた。随分と自己主張が激しい文字だ。

　ジンは立ち止まって、俺の方へ向いた。

「ようこそ、ボク達の本拠地。『到達する者アライバーズ』のパーティーハウスへ！」

　ジンの自身のパーティーを誇るような表情を前に、俺もついにここまで来てしまったのだと理解した。

　もう後戻りはできない。

　いや、元から後戻りする気などない。

　後戻りしても、待っているのはこれまでの半年間のような悲惨で苦痛に満ちた毎日だけだ。

　あんな日常はもうごめんだ。

　次こそは。次こそは絶対に失敗しない。

　ミーヤとの冒険者生活での失敗。心が折れて、彼女についていくことができなかった。

　あんなにどうしようもなく、情けない過去をもう二度と繰り返したくはない。

　たとえ、『到達する者アライバーズ』のメンバーがミーヤを超える実力者であろうとも。絶対についていってやる。しがみついてやる。

　それがどんなに修羅の道であっても、だ。

　自分を必要としてくれた人達に。『到達する者アライバーズ』の人達に見限られないように。期待に応えられるように。

　今度こそは、努力することを諦めない。足あ搔がき切ってみせる。




　――そう、心に誓おうじゃないか。





＊






「とりあえず全員揃そろったことだし、自己紹介でも始めようか」

　そう声をかけたのはジンだった。

　彼の呼びかけに、この部屋にいた男女五人は静かになる。

　ここにいる男女五人の内訳はというと――。

　ピュリフの街まで来て、俺を『到達する者アライバーズ』に誘ってくれた、ジン。

　二つの刀を腰に携え、気取った髪型をしているも、正直言ってあんまり似合っていないとしか言い表せない青髪の青年。

　黒いローブを着て、長い銀髪を左右二つに結んでまとめた女の子。服装からおそらく魔導士かなんかであろう。

　法衣を着ているというよりは、法衣に着られている感が否めない神官の幼女。

　そして、ぱっとしない見た目の俺である。

　この部屋はというと、『到達する者アライバーズ』のパーティーハウスの一室、俗に言うダイニングという部屋だ。

　木製のシンプルな机を囲う椅子に俺達五人は各々座っていた。

「えっと……自己紹介って……一体何を言えばいいです……？」

　オドオドと、どもりながら喋しやべり出したのは神官の幼女だ。

　目線は泳いでいるし、声が震えている。こめかみには汗の水滴がうっすらと浮かんでいた。

　どうやら、緊張しているみたいだ。なんでかは知らないけど。

　正直、この質問は助かる。

　俺も自己紹介って何を言えばいいかわからないで、結局無難に前の人と同じようなことしか言わない派だし……。

　特徴とか特技がない人間にとってこの手のイベントは結構苦痛なのだ。

「そうだね……名前、戦闘職バトルスタイル、ダンジョン制覇を目指す理由の三つぐらいでいいんじゃないかな？　確かこのパーティーを作った当初の自己紹介もそうだったよね？」

　ジンは青髪の青年の方を向く。

「ああ、多分な」

　と、そっけない態度で青年は返した。

　ダンジョン制覇を目指す理由か――。

　ジンの言葉を受け、胸の内に少しばかりの焦りが生じ出した。

　名前を言うのは問題ないし、戦闘職バトルスタイルについてはまだ定まっていないのでそのことをありのまま言えばいいが、この項目だけはぱっと答えが浮かばない。

　俺がダンジョンに潜る理由ってなんなんだ？　このパーティーにどうして入ることにした？　金のため？　名誉のため？

　いや違う。そんなもののためじゃない気がする。

　そもそも、俺が冒険者になろうとした理由だって大したものじゃなかった。

　幼い頃、両親の冒険譚たんを聞いたミーヤの「わたし達も大きくなったら冒険者になろうね！」って言葉を真に受けたとか、そんなちっぽけなものだった。

　だから、ダンジョン制覇を目指す理由なんて問いを咄とつ嗟さに投げかけられても、高尚な答えなど見つかるわけもなく――。

「それじゃあ、ボクから始めて時計回りに自己紹介していこうか。ノート君は最後によろしくね」

　焦りが顔に出ていたのかジンが助け舟を出してくれた。

　助かった……。

　配慮に感謝して、自分の番が回ってくるまでに考えないとな……。

「ボクの名前はジン。ラストネームはないから、そのままジンって呼んでね。戦闘職バトルスタイルは暗殺者。ダンジョン制覇を目指すのは、歴史に名を残したいからといったところかな」

　歴史に名を残したいからか……。

　俺なんかとは見ている景色が違うっていうか。格が違うっていうか。

　一流パーティーである『到達する者アライバーズ』にいるだけはある。

　さすがに俺はそんな大それた目的は持てないし、持とうとも思えない。

　自分のダンジョン制覇を目指す理由の参考にはならなそうだ。

「よーし、次はオレの番か」

　ジンの左隣に座っていた青髪の青年が立ち上がり、口を開いた。

「オレはフォース・グランズ。『到達する者アライバーズ』のリーダーだ。ダンジョン制覇を目指す理由なんて決まっている！　栄光を手にして、女にモテたい！　以上だ！」

　言い切った……。自信満々に言い切った……。

　普通の人が躊躇ためらって口にしないようなことを平気で言い切りやがった……。

　というか、ダンジョン制覇を目指す理由ってそんなのでいいの？　ありなの？　ちょっと深く考えていた俺が馬鹿みたいじゃんか。

　女性陣に目を向けると、半ば諦めているような、残念なものを見るような目をフォースに向けていた。

　やっぱ、ナシでしょ。その理由は……。

「そんなんだからフォースはいつまで経たっても彼女ができないのよ……」

　女魔導士なんて、呆あきれるあまり本心を言葉に出している……。

「全然わかっていないな、エリンは。男なんてみんなそんなもんだ。正直言ってみろ。お前も女にモテたいからダンジョンに潜るんだろ？　新入り？」

　答えづらい質問を俺に振らないでくれ……。

　――俺は女の子にモテたいからダンジョンに潜るのか？　ミーヤに好かれたいから、見直してもらいたいからダンジョンに潜るのか？

　それは何かが違う気がする。

　俺とミーヤの関係は既に終わってしまったものだし、やり直せるものじゃないと思う。

　一度壊れてしまったものは、二度と元の形に戻ることはないのだ。

　俺がダンジョン制覇という素晴らしい功績をあげ、彼女と再会しても、俺が愛して続けたかった昔の関係性は絶対に戻ってこないだろう。

「どうなんですかね……」

　フォースからの質問には歯切れの悪い返事で答えることしかできなかった。

「次は私の番ね」

　自己紹介は次のメンバーへ移ったようだ。

　口を開いたのは、先ほどフォースに辛口コメントをおっしゃっていた女魔導士。

　確かエリンって呼ばれていた。

　このパーティーは若者だけで構成されているパーティーだが、その中で俺と一番歳としが近そうなのが彼女だろう。

　腰らへんまで垂れている細めの銀髪ツインテールが特徴的だ。

　顔はかわいい方だと思うが、少しつり目ぎみなところとか表情とかから性格キツそう感が滲にじみ出ている。

　さっきのフォースへのダメ出しからの先入観に影響されているだけかもしれないけど……。

「私の名前はエリン・フォットロードよ。ちなみに戦闘職バトルスタイルは魔導士。ダンジョン制覇を目指すのは、人類誰もが成し遂げていない偉業を達成して、私が世界一の魔導士だってことを証明するためよ」

　先入観通り、絶対この人、性格キツいでしょ。プライド高そう……。

　自分が世界一の魔導士って前提で目標立ててるし……。

　軽く引く気持ちとともに、彼女を少しうらやましくも思った。

　だって、その自信は俺にはないものだから。

　卑屈でなんの自信も持てない自分とは対極の存在に感じた。

　だからだろうか。聞いていて嫌な気分にはならない、不思議な大口だった。

　エリンの番が終わり、この場にいる一同はまだ自己紹介を終えていない神官の幼女の方へ注意を向ける。

　その視線に幼女は「はへっ？」っと、驚きと戸惑いが混じった声を上げていた。

「ほら、自己紹介。次、ネメの番だよ」とジンが優しく声をかけたことで状況を理解したようだ。

　慌てて立ち上がる。椅子がバンッと倒れる音がした。

「ネメですっ……ネメ・パージンです…。し、神官やってるです……。えっと……あと……神様が造ったかもしれないってされてるダンジョンを攻略したいから……です……」

　俺の斜め前にいた幼女は汗をダラダラ垂らしながらぎこちない自己紹介を終えた。

　頰は、短く切られた赤茶色の髪よりずっと赤く染まっている。

「大丈夫ですか？」

　挙動不審な装いに声をかけてみたが、

「は、はいです！」

　引き攣つった返事しかもらえなかった。

　全然、大丈夫そうじゃない……。

「あのね、ネメはすごい人見知りだから慣れるまでは優しく見守ってあげてね」

「人見知りじゃないですっ！　ただ、ちょっぴり初対面の人が苦手なだけです！」

　ジンのフォローには勢いのいいツッコミを入れる幼女。

　知り合いにだけ強く出る感じ……。どっからどう見ても人見知りだわ……。

　でも、そういうところも含めてかわいらしいと思えてしまうのは、彼女が幼い女の子であるからだろうか――。

「新入り。勘違いしそうだから先に言っておくけど、こいつ幼く見える割に22歳だからな。オレ達たちより年上だから。おばさんだから」

「えっ！　噓うそでしょ!?」

　驚きよう愕がくすべき事実がフォースから告げられたことにより、思わず大きな声をあげてしまった。

　俺の驚いた様子に、ネメは恥ずかしそうに肩を縮めた。

「は、はい……本当です……。ネメはドワーフなので……歳より幼く見られるです……。いつも……。あ、あとフォース！　ネメはおばさんじゃないです！　22はお姉さんです！」

　知り合いだけに強く出るこの感じ……。やっぱり人見知りでしょ……。

　その後、「失礼な声をあげてすみませんでした、ネメ姉さん」って謝ると、「ついにネメにも慕ってくれる弟分が……」と喜びに震えていた。案外ちょろかった。

　まだ、壁を感じるところはあるが、この様子なら次第に解消されるだろう。

　温かい目でネメを眺めていると、

「最後にノート君の番だよ」

　とジンから声がかかってきた。

「あっ……」

　自分の自己紹介がまだ済んでいなかったことを思い出した。

　まずい。ネメとのやり取りに気を取られていたせいですっかり忘れていた。

　言う内容もまだ決まってないのに。どうすんだよ。

　ああ！　もういいや！　流れに任せて、思いついたことを言っちゃえ！　そうすればなんとかなるだろ！

「ノート・アスロンです。以前は冒険者というより……雑用をやっていました。一応、剣は持っていますが、素人に毛が生えた程度の実力なのであんまり役に立たないと思います。それで、ダンジョン制覇を目指す理由は――」

　自己紹介で言う内容は事前に考えてなかった。

　考えてなかったからこそ、不意に口から出たのは本心。

　忘れられない過去。灰色の現状。漠然と抱いていた願望を的確に言い表した一言。

　それは俺がずっと叶かなえたくて。ずっと言葉にできなかった願いそのものだった。

「ダンジョン攻略を目指す理由は、自分を変えたいからです」

　傍はたから聞いたら俺の理由は意味不明なものかもしれない。

　しかし、この場所には笑う者もいなければ、冷やかす者もいない。

　何な故ぜなら、ここには抱える理由は違えども、目的が一緒の同志しかいないからだ。

「いい自己紹介だったよ。それでは改めて、ようこそ『到達する者アライバーズ』へ！」

　ジンのその言葉が、ずっと居場所を探していた俺にとってはただ嬉うれしかった。
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「よし！　じゃあ、今からダンジョン行くか！」

　フォースが衝撃的な発言を放ったのは、俺が自己紹介を終えてすぐのことだった。

「えっ、今からですか!?」

　心の準備も、装備の準備も、実力的な意味での準備もまだなんにもできていない。

　この街に来てまだ一日も経っていないのにダンジョンに潜ることになるとは思わなかったし、武器や防具だって安物のいかにも底辺冒険者に相応ふさわしいといったものしか身に着けていない。

　剣の腕だって、そこらへんの森に出てくる雑魚モンスターですら一人で倒せないほどなのだ。

　そんな俺が用意もせず、一流冒険者が容易たやすく命を落とすようなダンジョンに潜るなんて無理でしょ。死ぬって。

「だって、新入り――ノートって言うんだっけか？　の【地図化マツピング】が本当にダンジョンで使えるか試さねえといけねえだろ？　一応、ジンの考えは仮説なんだから」

「確かにそうね……。でも、今日は遅いことだし、明日にしたら？」

　エリンは今からダンジョンに行くのが面倒と言わんばかりに、椅子の背もたれにだらんともたれていた。

　フォースはエリンの態度を気に掛ける様子もなく続ける。

「１階層に行くだけならすぐに帰ってこられるだろ。ノートの【地図化マツピング】が使えるかどうかは重要な問題だし、早めに解決しておこうぜ」

「わかったわ。夕食の時間までにぱっと行って帰って来るわよ」

　フォースの提案に納得したのか、エリンは両腕を掲げるように伸ばしながら立ち上がる。

　俺以外のメンバーも彼女に続いて席を立ち始めた。

「待ってください！　大丈夫ですか、俺？　ダンジョンに入っても？　前に冒険者をやっていたといっても、全くというほど戦えないですし……」

　俺の不安をよそに、ダイニングを去ろうとしていたジンは微笑ほほえみながら振り返った。

「大丈夫。そこは心配いらないよ」

　なにが大丈夫なんだ？　一体……。

　こうして俺の初めてのダンジョン探索は、なんの心構えもないまま唐突に決定されるのであった。







　ピュリフの街は野生のモンスターが中に入り込まないよう、周囲を壁で囲われている街である。

　壁には魔術的な施しがしてあり、並大抵のモンスターでは破れないようにできている。

　その魔術的な施しとやらは街にいる住民から微量に魔力を徴収することで賄っている。

　魔力の徴収はその他にも、水や電気などのライフラインの供給にも役立っている。

　よって、住民が多い街の方がより良い環境かつ安全性も高いというのが一般的な現状だ。

　そんなピュリフの街の壁にある門のうちの一つ、南側にある門は通称としてダンジョン門と呼ばれている。

　この門がそう呼ばれているのは、潜くぐってすぐさま右手側にピュリフのダンジョンの入り口が見え、ダンジョンに潜る冒険者が決まって通る門だからである。







　俺達、『到達する者アライバーズ』も例のごとくダンジョン門を通り抜け、街の南西に隣接するダンジョンの入り口までやってきた。

　ダンジョンの入り口は苔こけが蔓延はびこる石造の建物の中に存在した。

　どの時代に造られたのか想像もつかないほど、古めかしくて威厳のある建物の内部は、だだっ広い一つの大きい部屋しかなく、中心には人間大の透明な結晶、奥には建物の材質と同じような石でできた扉があった。

　この扉の先こそが、ダンジョンの入り口であり、ダンジョンの一番浅い層である１階層に通じている。

　中心にある結晶は転移結晶というものであり、これを使えばダンジョン内の一度訪れたことがある階層の転移結晶まで行き来できるようになる。

『到達する者アライバーズ』のメンバーは全員15階層まで到達したことがあるらしいので、そこまでは転移で移動できるが、俺はダンジョンに足を踏み入れたこともないので１階層からコツコツ進まなくちゃいけないとのこと。

　つまり、『到達する者アライバーズ』は俺が新しく入ったことで一からダンジョンを攻略していくことになるということだ。

　そのデメリットを考慮しても、マッピング要員を入れた方が、最終的にダンジョン制覇が早くなるという判断を、ジン達は下したのだろう。







　ダンジョンの１階層に通じる扉は、開けると靄もやみたいなのがかかっていて先が見通せないようになっていた。

　これから初めてのダンジョン探索ということで緊張し、扉の前で立ち止まっているとドンっと強く身体からだを押される。

「うわっ！」

　バランスを崩して、前に二、三歩、たたらを踏む。

　体勢を戻し、前を向くと、そこには薄暗くて狭い空間が広がっていた。

　横に目を向けると、手の届くか届かないかの距離に岩肌があった。

　もう一度前を向くと、薄暗いなかに黒い輪郭が浮かんでいて、どうやらその先に進めそうだ。

　この場所を俺の知っているものと照らし合わせたとき、一番似ているのは洞窟の中といったところか。

　肌に感じる冷たさや匂いが、ミーヤとよく遊んだチャングズのそばにあった洞窟を思い出させる。

　あの頃は楽しかった。何をしてもミーヤが隣にいて――。

「って、フォースさん。いきなり押さないでくださいよ！」

「お前があんなところで立ち止まってるから悪いんだろ？　ビビッてないでさっさと先に進もうぜ」

　まあ、確かにビビッてたけども……。押さなくてもいいじゃんか……。

「それより【地図化マツピング】はどうだったんだ？　ちゃんと使えたか？」

「はい、大丈夫そうです」

　脳内にはしっかりと周囲１ｋｍの地図が浮かんでいた。

　現在俺達たちがいる小路は進む先で無数に分岐し、この階層はアリの巣のように複雑に作られていることがわかる。

「よかったな」

　フォースは素っ気なく言う。

　ジンは喜びを分かち合うように肩を叩たたいてくれた。

　ネメもハイタッチをしようとして、途中で気が引けたのか手を下ろしてしまった。人見知りの壁はまだ解消されていないみたい。

　エリンは大して興味がないように一いち瞥べつしただけだった。

　それぞれ対応に格差はあったものの、その反応はどれも温かく感じられた。

　だって、それは俺がこのパーティーにいてもいいという証明なのだから。新しい俺の居場所である。







【地図化マツピング】が使えるかどうかを確かめるために１階層を訪れたわけだが、どうせここまで来たのなら１階層を突破して俺の到達階層を進めてしまおうということになった。

　全ての階層において、前の階層からの扉を抜けてすぐの入り口のところに転移結晶は存在しているらしい。

　今回の探索の目標は２階層の転移結晶まで俺を連れて行き、次からの探索では２階層から攻略を開始できるようにしようとのことだ。

　薄暗い道の中、ジンを先頭に、ネメ、俺とフォースが並んで、最後にエリンという順で進んでいく。

　これはフォーメーションでもなんでもなく、ただ各々が適当に歩きだしたらこうなったというだけである。

　一応、ジンは最短ルートが記されている市販の１階層の地図を見て、道案内をしながら進んでいるので完全に適当というわけではないと思うが……。

　それにしても緊張感がないよな、このパーティー……。

『到達する者アライバーズ』は一流のパーティーだ。噂うわさではそう聞いている。

　でも、実情を見てみると、「あれ？」と首を傾かしげる部分が多々あった。

　ネメはご機嫌な様子で鼻歌を歌って歩いているし、フォースはエリンのことを茶化しては杖つえで殴られている。

　俺は本当に、あの並みの冒険者達がこぞって恐れるようなダンジョンに来ているのか不安になってきた。

　ブロードにいた頃に臨時で入れてもらったパーティーの方がまだしっかりしていた。

　辺りを見回す。

　名前も知らない謎の水色の鉱石がところどころ岩壁に埋まっていて、洞窟内を絶妙な明るさに保っている。

　歩く分には問題ないけど、先は見通せない。

　目に映る光景も、今のところは全然ダンジョン感がない。

　光る鉱石なんて地上にある洞窟にだってあるし、曲がりくねった道だって特段違和感はなかった。

　でも、スキルによって脳内に浮かぶ地図に意識を向けると、やっぱりここはダンジョンなんだなって思い知らされる。

【地図化マツピング】は周囲１ｋｍの情報を地図として記憶するスキルだ。その１ｋｍには上下も入っていて、地上にいる際は地下になにかがあればその情報が入ってくる。

　ただ、今映る地図の上下は空白だ。

　なにもない。２階層も、地上の様子だって窺うかがえない。

　これが、この世の理ことわりの外ということなのだろう。おそらく、各階層は断絶された空間上にあるのだ。

「みんな止まって。そこの右側に分かれる道から敵が来ている。《索敵》に反応があった。数は六。特段強いモンスターはいなそうかな」

　ジンは不意に手のひらを向け、パーティーの足取りを制した。

　対する他のメンバーは、ジンの指示を得て、即座に武器を構え戦闘態勢に入る。

　――というわけではなかった。

　ネメはまだ鼻歌を歌っているし、エリンは欠伸あくびを堪こらえていた。

「あの……大丈夫なんですか？　戦う準備しなくて……」

「ああ。別に１階層に出てくるモンスターなんて大したことないからな」

　フォースは足を止めずに進んでいく。

「オレがやるから、お前らは出てこなくていいぞ」

　手をひらひら振りながら、ジンを抜かす。

　ジンは了承したのか、その場で立ち止まりフォースを先行させた。

　暗闇の中から人影が現れてくる。一人、二人と。俺より首一つ分くらい高い。横にも太い。

　手に当たる部分の影が伸びている。武器を持っているのか？

　距離が接近し、影が鮮明になる。

　あれは人じゃない。角だ。角が生えている。左右非対称の。牙だってある。目の鋭さだって違う。

　そもそも、肌の色が人間とは異なっている。結晶から照らされている水色の光のなかでは正確な色はわからないが、少なくともあれは白や肌色、黒ではない。赤とかに近い。

　鬼みたいだ。というか鬼そのものだ、あれは。

　フォースはまるで散歩でもするかのように槍やりや斧おのを構えた六匹の鬼に向かって、そのまま進んでいく。武器も握っていない。

「――ッ」

　自分の息を呑のむ音が聞こえた。

　それと同時に。




　シュッ――――。




　六匹の鬼達の、一寸もズレのない空気を切り裂く音、完璧にも近い奇襲がフォースをなぞった。

　いや、違う。正確に言うなら、フォースがいた地点を、だ。

　彼は先にいた。俺達から見て、鬼の向こう側。武器を未いまだ抜かず佇たたずんでいた。

　しかし、背を向けた鬼達はまだその存在に気がついていない。

　ついてこれてないのだ。彼のスピードに。武器を使わずに躱かわしたという事実に。

　あの場にいたのが俺ならば確実に殺されていた。

　なにもわからないまま、頭を叩き割られ、胴を貫かれていただろう。そのくらい完璧な奇襲だった。

　冷汗がこめかみを伝う。

　ダンジョンの恐ろしさとフォースの実力。二つを目の当たりにした瞬間だった。

「あれは【心眼】スキルのおかげだよ。ほぼ全ての攻撃を見切ることができるようになるスキルだ。そして、フォースが持っているスキルのもう二つは【魔法耐性・大】と【剣術・極】だね」

　フォースの動きに目を奪われているうちに、ジンは俺の隣まで下がっていた。

「【剣術・極】――」

　ジンの言葉に思わず反応してしまった。

　――極。

　ミーヤが持っていた【弓術・極】と同じ、武術系最高ランクのスキルだ。

「行くぜ――」

　フォースは腰に差していた二刀のうちの一つ、白い鞘さやをした刀の柄つかに手をかける。

　そして、抜いた。煌きらめくような銀色の刀身があらわになる。

　一瞬だった。
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　剣けん閃せんというには細すぎて、しなやかな線が鬼をなぞる。

　残ったのは、刀の軌跡と六匹の死体。

　正直、初めてだった。あそこまでの高みを目にしたのは。

　そして、フォースの刀は、鬼達の命を屠ほふるだけでは飽き足らず、俺の心の大事ななにかを抜き取った。

　一瞬で届かないとわかってしまった。

　彼の実力は同じ極スキルを持つミーヤを凌りよう駕がしていた。

　彼女の実力が発展途上だとすれば、フォースの実力は完成されていた。

　惹ひかれた。憧れた。羨んだ。悔しかった。

　ミーヤの戦いをただ眺めているだけだった一年前の感情が舞い戻る。

　ただ、一つ。一つだけ一年前と違ったのは慣れていたことだ。

　その感情に。絶望に。

　だから傷は少なかった。心は折れなかった。

　まだ大丈夫。俺はまだやれる。





＊






　一時間以上歩いたのであろうか。

　俺と『到達する者アライバーズ』のメンバーは１階層のボス部屋までたどり着いていた。

　道中、度重なる分岐点があったが、迷うことなく最短ルートを通れたため時間はそれほどかからなかった。

　ジン曰いわく、ピュリフのダンジョンは６階層までは探索されつくしているらしい。

　冒険者達がスキルを使わずに描いた完璧な地図が街では売られている。

　７階層からは一部の冒険者しか進めず、市場に出回っているのは最短ルートだけを描き起こした地図ばかりだ。

　これより正確なものとなると、パーティーが独自に作った地図だけになるとのことだ。

　ボス部屋前で一息ついた後、先に進もうとフォースは扉に手をかけた。

「ちょっと待ちなさいよ！」

　エリンが声をあげた。床に置いていた杖を拾い、フォースへ歩み寄る。

「あ？　なんだ？」

「あなた、ボスも一人で倒しちゃう気？　いいとこ取りしすぎよ。私達にもちゃんと戦わせなさい」

「おい。お前の方がいいとこ取りしようとしてるだろ。雑魚モンスターはオレに任せておいて、ボス戦になったら出てくるとかズルいわー」

「フォースに任せたつもりなんてこれっぽっちもないんだけど……。勝手に戦っていただけじゃない」

「なんだと？」

　扉の前でにらみ合う両者。どちらも引く様子はなさそうだ。

　確かにエリンの言い分もわからないことはない。

　これまでの道中で出会ってきたモンスターは全部、フォース一人で片付けていた。

　おかげでフォースが強いことは嫌というほど思い知ることができたが、他のメンバーの実力が気になるところだ。

　フォースくらい強いのか、そこまでではないのか。それとも、フォースより上なのか。

「俺も、他の人が戦っているところ見てみたいですし……」

「わかったよ。勝手にしろ。その代わり、オレは一切手出さねえからな」

　フォースは渋々納得したようで扉から離れていった。

　そのままの勢いで神官のネメに「暇だし、しりとりでもやろうぜ」と誘っていたが、「嫌です……」と普通に断られていた。

　フォースは俺の方へ目を向ける。

　俺もしりとりはやらないです……。




　不思議な模様をした扉をエリンが開ける。

　分厚い扉だから、てっきり開けるのに苦労するかと思ったが、そんなことはなさそうだ。すんなりと開いた。

　扉の先では、俺達たちが最初に出会ったモンスターである鬼が十匹以上、その鬼と色や身体つきが似ているが数回りも巨体の大鬼が一匹、何度も道中で見かけた翼をはためかせた悪魔が数匹待ち構えていた。

　このなかで、初めて目にするのは大鬼だけだ。

　多分、あいつがボスモンスターというやつなんだろう。オーラっていうか、圧が一匹だけ違う。

　扉が勝手に閉まっていく。

　俺達はエリンに続くように部屋へ駆け込んだ。

　ドッと扉の閉まる軽い音が響くと同時に、エリンが掲げた杖つえの先が光った。

「《黒雷》っと！」

　黒き轟ごう雷らいが右端にいた悪魔に吸い付くよう向かう。

　雷の先端が着弾したと思った瞬間、エリンは掲げた杖を大きく左へ薙なぎ払った。杖の動きに合わせるように雷は広がり、モンスターを焼いていく。

　――スペル。

　魔導士などの戦闘職バトルスタイルが使う、魔力に依存した奥義。一般的に魔法とも言われている。

　一年間冒険者としてやってきて様々なパーティーを渡り歩いたが、これほどまでに豪快に、破壊力のこもったスペルを放つ魔導士は初めて見た。

　本来、魔導士っていうのはもっとこぢんまりとしたスペルを放つものであり、あんな無茶苦茶に威力をこめたスペルを撃ったら、一瞬で魔力が尽きてダウンしてしまう。

　それなのにエリンは軽く笑いながら前を向いて立っている。

　彼女も規格外の一人だった。

　雷撃は天井、地面、壁に当たり、周囲を破壊しつくす。粉ふん塵じんが舞い、雷が焼き払った跡は白に覆われた。

「こんなもんね」

　振り返ろうとエリンは一歩下がった。

　その瞬間だった。煙から現れる影があった。悪魔だ。生き延びた悪魔が数匹、飛び出してきた。

「エリン、適当にスペル撃ちすぎだろ。後ろにいたモンスターに全然当たってなかったぞ」

【心眼】で見切ったのか、フォースは両手を頭の後ろで組みながら言った。

「えっ……ちょ、ちょっと誰か止めて！」

　自慢げな表情を一転させ、エリンは焦っていた。

「タンクいないの忘れていたわ！　やばい！　これまずい！　フォース！」

　慌てふためきながらも、突撃してくる悪魔を一体ずつ丁寧に雷で撃ち落とす。

　しかし、煙が晴れた先には大鬼までいた。

　体表がところどころ焦げているが、それでもまだまだ健在だった。前には黒焦げになった死体がたくさんある。鬼達だったものだ。

　おそらく大鬼は鬼達に守られて致命傷を避けたのだろう。

　これはエリンの言う通り、大変まずい状況なのではないだろうか。

　それでも、隣にいるフォースに焦りは見られない。それどころか――

「悪りいな、エリン。オレは一度決めた約束は守る男なんだ。手は出せねえ」

　悔しそうに床を叩たたいていた。どう見ても演技だ。ふざけている。

「こんなところで男見せなくていいから！　ピンチな女の子を見捨てる方が男として失格だから！」

　ツッコミながらも淡々とモンスターを処理していくエリン。なんだかんだいって仲良さそうじゃん、この二人。

　しかし、エリンの努力もむなしく、二匹の悪魔がこちらまで迫ってきた。

　そのうち一匹をスペルで焼き、もう一匹は――。




　漆黒の影によって切り裂かれた。翼が落ち、三つ切りにされた胴体が地面を滑る。




　それが、たった今、手の届くところにいたはずの、ジンによるものだと理解するのに数秒かかった。

　影は流れるように着地し、駆けていく。向かう先は大鬼。

　黒き蛇のような軌跡を描き迫っていく。

　対する大鬼も即座に反応した。

　手にした棍こん棒ぼうでジンを殴りつける。それは殴りつけるというよりも叩きつけるといった方が正しいような威力だ。

　ジンは右手に握っていた黒いダガーを逆手に持ち替え、容易たやすく受け流す。

　ひゅいっ、といった擬音が相応ふさわしいかのように。

「今……ジンさんのダガー動きませんでしたか……？」

　動いたのだ。確かに。錯覚とかじゃない。確実にダガーの刃が動いた。

　理解できない光景に、思わず疑問が口から漏れ出る。

　隣にいたフォースは笑いながら答えた。

「あいつのスキルだ。【形状変化・鉱物】っていう、鉱物でできた物質の形を変化させる力がある。それを使ってジンは、ダガーを自由自在に操って戦うんだ」

「そんなことって可能なんです？」

　形状変化系のスキルは、ものづくりに関わる職に就く分には優秀なスキルだ。

　それこそ、【形状変化・鉱物】なんて鍛冶職や採掘業でなら崇あがめたてられる。

　でも、冒険者になるには向いていないスキルと言われている。戦闘にはあまり使えないとされているスキルだからだ。

　俺がフォースに質問している間にも、ジンの右手から伸びる黒い刃は大鬼の連打をいなし続け、攻撃の隙間を縫って巨体を切り裂いていく。

　ジンの刃は生きていた。生き物より生き物じみた蠢うごめきをみせている。

「ジンはオレやエリン、ネメに比べたら強力なスキルを持っていない。だけど、有り余る経験と踏んできた場数、潜くぐってきた死地の数があいつにはある。だから生産職向けのスキルを一級の戦闘スキルとして仕立て上げられる。やっぱ、すげえよ。あいつは……」

　大鬼は決して弱くなかった。それでも、ジンにかかれば一瞬だった。

　身体からだ中におびただしいほどの傷を携えた死体だけが残った。

　フォースは、ジンの力は経験と場数、歩んできた死地の数によるものだと言っていた。

　なら果たして、俺がジンほどの力をつけるにはどれだけの経験、場数、死地を潜りぬける必要があるのか。

　その答えが、俺には皆目見当もつかなかった。
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　１階層を突破した『到達する者アライバーズ』とメンバーと俺は、次の２階層にある転移結晶から地上に戻っていた。

　日が落ちて、日中とはまた違う喧けん騒そうに包まれたピュリフの街の様子に圧倒されながら歩いていると、いつの間にかパーティーハウスに到着していた。

　いくら広めに造られたパーティーハウスだといえども、玄関の大きさは限られている。各々は順繰りに靴を脱いで玄関に上がっていく。

「疲れたです……。先にお風呂入っていいです？」

　先頭にいたネメが一番風呂に名乗りを上げる。

　一応言っておくが、ネメは今日のダンジョン探索では何もしていない。ただついてきただけだ。

『到達する者アライバーズ』の面々が誰も怪け我がをしなかったので、回復役のネメの出番はなかったのだ。

　何が疲れたのかはよくわからなかったが、自分はこのパーティー内で一番の新入りなのだ。無粋な口出しはしないでおこう。

　風呂場のある方へネメはドタドタと駆けていく。見た目が幼いせいか、動作まで子供らしく見えてしまう。

「今回の戦利品の整理をしておくね」

　そう言ってジンは、二階にある自分の部屋に向かい階段を上っていった。

　パーティーハウスは一階がリビングやダイニング、水回りといった共同スペース。二階が各自の部屋となっていた。

　よって、この場に残されたのは、俺、フォース、エリンの三人である。

「じゃ、オレも部屋に戻るわ。夕食任せたぞ。一流シェフのエリンさん！」

　フォースはエリンの肩を叩き、抜けていこうとする。

　その表情はどこか笑っているようにも見えた。

「へぇ……エリンさんって料理上手なんですか……」

　俺の発言を聞いてエリンは顔を顰しかめる。

「……そこまで上手じゃないわ。まあまあよ……」

「そういえばノートはオレらのスキルを全部は聞いていなかったよな？　この際だから教えてやるよ」

　話を逸そらそうとするかのようにぼそぼそ声で喋しやべるエリンとは対照的に、フォースは去ろうとしていた身を翻し、食いついてきた。

「はい。フォースさんとジンさんのスキルはちょろっと聞きましたが、他の人のは……」

「ジンから聞いたと思うが、オレのスキルは【剣術・極】、【心眼】、【魔法耐性・大】の三つだ。ジンのスキルはさっき言った【形状変化・鉱物】と、【絶影】という自身のスピードを瞬間的に撥はね上げるアーツが身につくスキル。【形状変化・鉱物】が２スロット使うから、持っているスキルは二つだな」

「今回の探索で一回も実力を見せてなかったネメ姉さんはどうなんです？」

「【聖女権能】っていう３スロットスキルを一つ持っているだけらしいぞ。ノートみたいに一つのスキルしか保有してないけど、その能力は破格だからなー」

「破格ってどのくらいですか？」

「詳しいことはよくわからないけど、使う神聖術スペルの効果が数段階上がったり、オリジナルスペルが使えたり、他にも色々効果があるらしいぜ。それで、エリンのスキルはな――」

　そこまで言うと、フォースはエリンに視線を送る。

「はいはい。勝手に言ってなさいよ」

　エリンは大層面倒そうにあしらった。

　しかし、エリンの冷たい対応を気にも留めず、フォースは続けた。

「【魔力増大・極】と【全属性魔法適正】と――」

「と？」

「【料理・小】だ」

「【料理・小】ですか!?」

　あまりに意外なスキルの組み合わせに、思わず声をあげてしまう。

「ふふっ……いや、【料理・小】ってなんだよ！　【料理・小】って！　笑うしかねえよな、ノート！　なんで最強クラスの魔法スキル二つも持っているのに、最後のスキルが料理スキルなんだよ！　しかも、小！」

「ちょ、ちょっと笑わせないでくださいよ！」

　フォースの遠慮ない煽あおりがツボに入ってしまった。笑いを止めようとしても、うまく呼吸ができない。

　射殺すかのような視線が二人を貫く。

「今すぐ表に出なさい。ぶっ殺してやるわ！」

「嫌でーす。素直に従うもんですか。部屋に戻りまーす。夕飯づくり頑張ってくださーい、【料理・小】さん！」

「だ、だから、笑わせないでください……フォースさん……」

「あなたたち、絶対夕ご飯に、昨日出た生ごみ盛り付けてやるから……」

「「はい……すみませんでした……」」

　頭を下げる俺達たち。

　フォースはこれ以上火に油を注ぐまいと、そそくさ階段を上っていった。逃げられた……。

　おかげで廊下に残された俺はエリンと二人きりになってしまった。

　気まずい空気が流れる。

　まあ、半分くらい俺が悪いので自業自得かもしれないが。

　もう半分はフォースのせいだ。いや、やっぱりフォースが七割悪い。

「あの……よかったら手伝いましょうか、料理？」

　気まずい雰囲気を払拭しようと、夕食づくりの手助けを申し出る。

　部屋に戻ってもすることがないし、夕食に生ごみを盛り付けられるのも嫌だった。

　実際のところ、結構真面目な理由もちゃんとあるんだけど。

　ミーヤと一緒に冒険者をやっていた頃は、料理を全部ミーヤに作ってもらっていた。

　ミーヤに見捨てられ、他の冒険者パーティーに交ぜてもらい雑用をするようになって、初めて料理を覚えた。

　要は遅かったのだ。何事も。頑張るのが。

　料理をするようになって日が浅いので腕に自信はないが、それでもいないよりはマシだと思う。

　全てを任せ、頼りきっていたミーヤとの生活。

　そんな失敗をもう二度としたくはないという決意がこの提案の裏には隠れていた。

　俺の心境なんて知る由もないエリンにも、この提案は魅力的だったようだ。

「ありがと……じゃあついてきて」

　エリンはすたすたと歩いていく。

　あとをついていくと、小こ綺ぎ麗れいなキッチンに到着した。

　パーティーハウス同様、キッチンも広かった。二人が入っても、全く狭さを感じさせない。

　さすが、金が無限に湧く泉と形容されているピュリフのダンジョン攻略の最先端をいくパーティーなだけある。

　この家にどのくらいの金をかけているのか想像できない。

「じゃあ、ノートは食材を切るの手伝って」

「はい……」

　エリンは野菜を取り出し、軽く水で洗ってから俺の前に置いた。

　包丁とまな板の場所を教えてもらい、野菜に手をかける。

「…………」

「…………」

　二人の間に言葉はない。沈黙のせいか、包丁が刻む音がやけに耳につく。

　背中をそわそわさせるような空気に堪えかねたのか、エリンが口を開く。

「ねえ、ノート。ジンから聞いたけど、あなた16歳なんでしょ？」

「はい、そうですけど……」

「私も16なのよ」

「同い年ですね……」

「だから、あれよ。私に敬語使わなくていいわよ」

「わかりまし――いや、わかった。でいいのかな？」

「そうね。そっちの方が落ち着くわ」

「…………」

「…………」

　会話が途切れる。気まずい沈黙が再び二人を襲う。

　多少の自覚はあった。俺の番で話が途切れている。

　なんというか、俺、女の子と話すの苦手になったような……。

　やっぱり、ミーヤとあんなことがあったのが原因だろうか。

　同世代の女の子と話すのには抵抗が生まれた。

　昔はもうちょっと、ちゃんと会話できていたと思う。ミーヤとは普通に喋れていたと思うし……。

　そう思いたいだけなのかもしれないけど。

　無論、俺とミーヤが生まれてからずっと住んでいたチャングズはど田舎であったため、周りにいた同世代の女の子といってもミーヤだけだった。

　ミーヤ以外の女の子とは話す機会がなかったし、もしかしたらミーヤが気を配ってくれたおかげで、うまく話せているように錯覚していたという可能性もある。

　そう考えると、俺って元から女の子と話すのが苦手なのか？

　物思いに耽ふけって黙々と作業していると、不意にエリンから声がかかった。

　彼女は既に野菜を洗い終え、鍋に水を張っている。

「私、あなたをパーティーに入れるのは反対だったわ」

　エリンは鍋に火をかける。火力が大きいのか炎が鍋の底から少しはみ出ていた。

「ダンジョンを攻略しようとしているパーティーって基本的に六人組なのは知っている？」

　エリンの問いかけに首を横に振る。俺の手は既に止まっていた。

「ボス部屋に入れるのが一度に六人までなの。だから、ほとんどのパーティーは最大上限の六人で活動している」

「そうなんだ……初めて知った……」

　張りついた喉からやっとのことで声を絞り出す。

「でも、私達のパーティーって四人だったじゃない？　抜けた分のタンク係を補充しても五人。それで、あと一人メンバーを補充しないかってなったとき、ジンからマッピング要員を入れようっていう提案があったの――」

　話を続けるエリンの手は止まらない。俺の切った野菜に指先を伸ばしていた。

「私は反対だったわ。足手まといは入れたくないもの。できれば強いメンバー六人で固めたかった。だけど、ジンの言い分も理解できたわ。現状で私達はダンジョンのモンスターに手こずっているというより、入り組んだダンジョンを進むことに時間を取られていたし」

「それで、俺を？」

「うん。私以外みんな、ジンの意見に賛成してたわ。私達の戦闘力なら一人くらい足手まといがパーティーにいても平気だっていう判断を下したからね。だけど、私はそうは思わない。一人でも足を引っ張ろうとするメンバーがいれば、それはパーティーの毒になると思うの」

　エリンの言いたいことは痛いほど理解できた。

　だって、それは。俺がミーヤにしでかしたこと、そのものなんだから。

　もちろん、エリンは俺の過去を知らない。彼女がこの話をしたのは偶然だ。

　だけど、エリンの言葉は俺の過去を責め立てているような気がして。

「なんかごめん」

　口から出たのは謝罪の言葉だった。

　その謝罪は誰に向けたものだったんだろうか。

　エリンか？　それとも、ここにはいないミーヤに対してだろうか？

「別にあなた個人を責めているわけじゃないわ」

　謝罪を無意味なものだというように、一蹴するエリン。

「冒険者をやっていたノートは【地図化マツピング】スキルを持つ人の中でも好条件な方だったから……。一時期は冒険者じゃない【地図化マツピング】スキル所有者を金で雇って同行させようって案もあったのよ……」

　エリンのフォローなんてものはもう頭に入ってきてなかった。

　彼女の言葉は俺の深く触られたくないところを突いてきていたからだ。

「だけど、私は嫌。生半可な気持ちの人や足手まといを連れていくのは。夕食の後、ジンから詳しい説明があると思うけど、これから当分の間、私達はあなたを鍛え上げることになるわ。今はあなたを守れるけど、これから先、未知の階層でも守り切れる保証はどこにもないから……」

　エリンは鍋から目を離し、そのまま俺を正面から見つめた。

「厳しい鍛錬になると思うわ。そこでもし、あなたが足手まといでいることに甘んじるようなら――」

　彼女のまっすぐな視線が俺に突き刺さる。

「私は容赦なくこのパーティーから追い出すわよ」

　噓うそ偽いつわりなく、決して誤魔化すことのない本心を告げられる。

　凄すごみに後ずさりそうになるところを踏ん張って堪える。

　そして、まっすぐな思いで、はっきりと応えた。

「俺もみんなに頼り切りになるのは嫌だ」

「それならよかったわ。ただ、その気持ち絶対に忘れないでね」

　一見厳しく聞こえる言葉。

　だけど、それは彼女の優しさからきているものだと、なんとなくだが確信できた。

　自意識過剰かもしれない。

　でも、本当にエリンに敵意があるなら面と向かって忠告などしないはずだ。

「わかった。約束する。わざわざありがとう、エリン」




　――言われなくても大丈夫だ。

　だって、俺はもう二度と同じ過ちを繰り返さない。ミーヤのときのように、自分を信じてくれる人の思いを裏切らない。




　――そう決めたのだから。





＊






　夕食を食べ終わると、今後の方針を確認するということでメンバー一同はリビングに集められた。

　ちなみにエリンが作った料理はそこそこ美お味いしかった。

　さすが、【料理・小】。されど、【料理・小】といった具合だ。

　正直な感想を言うと怒られそうなので、適当に絶賛しておいた。

「それじゃあ、方針の説明を始めるよ。ノート君以外は一度聞いていると思うけど、ちゃんと聞いて確認しておいてね」

　ジンは立ち上がり、話を始める。

　半日間、『到達する者アライバーズ』に加入してわかったことなのだが、パーティーを仕切るのは毎回ジンである。

　リーダーだと自称していたフォースより、よっぽどリーダーらしい振る舞いをしていた。

「これから半年間、『到達する者アライバーズ』はダンジョン攻略を中止する。ノート君を鍛え上げることに専念したいからね」

「えっ……」

　驚きのあまり、声をあげてしまう。

　左から右へと周囲を見回す。他のメンバーは既に知っていたようだ。

　動揺を浮かべていたのは、俺だけだった。

「ダンジョン攻略は手間と労力がかかるから、ノート君を鍛えるのと両立するのは難しいって判断したんだ。マッピング要員抜きで先の階層を攻略していくのも効率が悪いからね。長期的なスパンで考えると、半年間使っても元が取れる投資ってわけだよ」

　自分の役割がそこまで重要視されていると思っていなかった。

　最悪、使えなかったら捨てられる。その可能性まで大いに考えていた。

　悪く言えば、使い捨ての存在。そう認識していた。

　しかし、『到達する者アライバーズ』の考え方は違った。

　彼らは俺をかけがえのないメンバーの一人として扱おうとしている。

　だから、俺をそのままダンジョンに潜らせず、鍛えることに決めたのだろう。

　彼らの優しい思いが、俺に嬉うれしいという感情を与えるよりも先に、プレッシャーとしてのしかかってくる。

「いいんですか？　ぽっと出の、見ず知らずの人間である俺に半年間も費やしちゃって……」

　内気な言葉が出たのは、自信のなさと不安の表れだ。

「ボク達たちも打算あってのことだから、あんまり気負わなくていいよ」

　ジンは軽く笑いながら、俺の内心を見透かすかのように付け加える。

「ノート君はパーティーに入れるのに願ったり叶かなったりの条件を持っていたからね。まず、【地図化マツピング】のスキルを持っていて、かつ冒険者をやっているというところだね」

　これはエリンからも聞いた。

　ただでさえ、レア度が高くて保有者が少ないのが【地図化マツピング】というスキルだ。

　しかも、【地図化マツピング】を手にしたら戦闘系スキルが手に入らなくなってしまう。そんな中、モンスターと戦う力を求められる冒険者をわざわざやろうと思う人間なんてそうそういない。

「そして、ノート君がダンジョン探索に意欲的なことだね。気が進まない人間を無理にダンジョンに潜らせるのは気が引けるからね。そして、最後の理由として――」

　言いかけたところで止まり、声のトーンを変えた。

「ところで、ノート君は戦闘職バトルスタイルにまだ就いていなかったんだよね？」

　戦闘職バトルスタイル。それは、人間が戦う力を身につけるうえで重きを置かれている項目の一つである。

　冒険者や衛兵など戦闘に関係する職業に従事する人はもちろん、貴族や商人だって戦闘職バトルスタイルに就いている人は多い。

　戦闘職バトルスタイルとは人々が生活するために必要な職業とは別物なのだ。

　魔力を使って超常現象を引き起こすスペルや、戦闘技巧であるアーツを習得するには、それぞれのスペルやアーツに適した戦闘職バトルスタイルに就かないといけないとされている。

　スペルやアーツの中にはスキルより強力なものもあり、身につけるだけで戦闘を有利に運べたりもする。

　それでは、どうして俺が戦闘職バトルスタイルに就いていなかったかというと、答えは『就けなかった』からだ。

　戦闘職バトルスタイルに就くには、なりたい戦闘職バトルスタイルのギルドに登録をする必要がある。

　登録をする際には指導者を見つけなくてはならなかった。

　指導者になるにはその戦闘職バトルスタイルで一定以上の功績を収めていることが条件となる。

　強い戦闘系スキルを持っている者なら、将来性を見込まれて容易に指導者は見つけられる。

　戦闘系スキルがなくても、コネや金があれば指導者になってくれる人を雇うことだってできる。

　ただ、俺の場合は金もなく、チャングズという田舎の出ということもあり、コネもなかった。

　だから、戦闘職バトルスタイルに就くことができなかった。

　ちなみにミーヤは理想に近いスキル構成に目を付けられ、簡単に戦闘職バトルスタイルを得ていた。

　あの時の胸の内に湧いた悔しい気持ちは、これから先も忘れることはない気がする。

「はい、すみません……」

　ジンの質問に対して反射的に謝ってしまう。

　彼は慌てて横に手を振った。

「いやいや、むしろ助かったくらいだよ。戦闘職バトルスタイルを変えてもらうのはノート君に悪い気がするし、何より手続きとか面倒だからね」

「俺になってほしい戦闘職バトルスタイルがあるってことですか？」

「そういうことだね。構わないかい？」

「大丈夫ですよ。なりたい戦闘職バトルスタイルとか特に決まってなかったですし……」

　俺の反応を見て、ジンは喜ぶように手を合わせる。そして、話を続けた。

「なってほしい戦闘職バトルスタイルは盗賊だね」

「盗賊？」

　確認のため、ジンの言葉を繰り返す。

「うん、そうだね。パーティー内でボクと同じような役割をノート君には担ってもらいたいと思っているんだ。それに適している戦闘職バトルスタイルが盗賊っていうわけなんだよ。別にボクと同じ暗殺者の戦闘職バトルスタイルでもよかったけど、習得条件や使えるアーツのことを考えると、初心者向けな盗賊の方が適切だね」

「ジンさんと同じ役割……」

　脳裏に先ほどの光景が浮かびあがる。ジンと大鬼の戦闘。

　あれを？　俺が？

　誤解はジンの次なる言葉で氷解した。

「ボクと同じ役割っていうよりは、役割の一部を肩代わりしてもらうと表現した方が正しいのかな？　僕はこのパーティーで戦闘中の遊撃及び、モンスターの索敵や罠わなを探知する役割を担っている。ノート君には後者を任せたい」

「だから、モンスターの気配を察知したり、罠を探知するアーツのある盗賊を？」

「そういうことだね。ゆくゆくは戦闘技術も学ばせてあげたいけど、この半年間は《索敵》、《罠探知》、《罠解除》のアーツ習得と体力作りに絞ってほしい。ボク達の都合で本当に申し訳ないけどね」

　俺に戦闘は期待していないってことか……。

　わかってはいたけど、実際に声に出されるとショックを受ける。

　俺が冒険者を目指す理由の根源には、ミーヤの両親から聞いた冒険譚たんがあった。

　その冒険譚のなかでミーヤの両親は手て強ごわいモンスターと戦い、勝利を収めていた。

　そして、ジンや他のメンバーの戦う姿を見て、胸を躍らせた。

　このパーティーで彼らとともに戦えることに歓喜した。あんな風に戦ってみたいと憧れを抱いてしまった。

　――ジンの言い分はわかる。痛いほどわかる。

　戦闘スキルを持っていない俺が、今から戦闘技術を研みがいたところでジン達には決して追いつけないだろう。

　だからといって、不満が全くないかと訊きかれて、頷うなずいたら噓になる。

　ジン達の実力や規格外さは充分理解しているつもりだ。

　それだからこそ、彼らに憧れを抱き、彼らのように戦いたいという気持ちが心の中にはあった。

　だが、そんなわがままよりも『到達する者アライバーズ』にとって足を引っ張る存在になりたくないという意志を優先させるべきだ。

　内なる欲望を抑え込み、覚悟を決め、返事をした。

「いいですよ。大事な役割を任せてくれるだけで嬉しいですから……」

「本当にごめん……。余裕ができたら戦闘についても教えていくって約束するよ。ひとまずは、さっき言った三つのアーツの精度を高めてほしい。特に《索敵》と《罠探知》は地図系スキルと相性がいいからね」

　モンスターのいる位置が把握できる《索敵》と、ダンジョンに蔓延はびこる罠の位置を察知できる《罠探知》は地図系スキルと相性がいいとされている。

　地図系スキル持ちは《索敵》や《罠探知》を使うことで、脳内に浮かんだ地図上にモンスターや罠の位置を映し出すことが可能になるからだ。

「三つのアーツは基本的にボクが教えるね。物理的な罠ならボクが作れるけど、魔法的な罠は作れないから、そこは魔導士のエリンに手伝ってもらう手て筈はずだけど――大丈夫？」

　ジンはエリンに視線を向ける。

　彼女は鼻を鳴らし、「わかっているわよ」と素っ気ない返事をした。

「あと、体力作りのため、フォースはノート君を朝の走り込みに連れて行ってくれないかな？」

「えー、めんどくさい」

　ＯＫなのか、そうでないのか、わからない返事をフォースはした。

「フォースにはそのうち、ボク抜きで《索敵》や《罠探知》を練習するノート君を、モンスターから警護する役割もあるんだから頼むよ」

「えっと……ジンさんに見てもらわないで特訓する日が来るってことですか？」

「まあ、そうだね……。タンクの役割を担うメンバーも探さなくちゃいけないからね」

　言われてみれば、その通りだ。

　ジンだって忙しいのだ。俺ばっかりに構っている暇はないだろう。

　自分の配慮の足りなさに反省していると、フォースがさも名案を思い付いたかのように大声をあげた。

「オレが新メンバー探せばよくね？」

「「「それは駄目（です）！」」」

　ジン、エリン、ネメの三人が即座に待ったをかける。

　どうして、そこまで皆が否定するのかわからないでいると、次のエリンの言葉で理由が判明した。

「あなたが新メンバー探しに積極的なのって、どうせかわいい女の子がパーティーに入ってきて欲しいからとかそんな理由でしょ？」

「ああ、そうだよ。それのどこが悪いんだ？」

「かわいい女の子なら誰でも簡単にパーティーに入れちゃいそうだから駄目なのよ……」

「それは当たり前だろ。かわいい女の子が『到達する者アライバーズ』に入ってきて、共に苦難を乗り越えていくうちに甘酸っぱい恋愛関係になる。そういうのにオレは憧れているんだ！」

「あなた、反省してないのね……。そもそも、フォースがセクハラしすぎたせいでリューネがやめて、新メンバーを探す羽目になっているのよ……」

　頭に手を当てて呆あきれるエリン。

　いつもにこにこしているジンもこの時は顔に気疲れが表れていた。

　しかし、ここで引かないのがフォースである。

「あれはセクハラじゃねえって！　アプローチだって！　男女が交際に至るための健全なアプローチ！」

「リューネが洗濯物に出していた下着の柄を毎日確認したり、お風呂を覗のぞこうとしたり、隙あらばボディータッチ、特に胸のあたりを触ろうとすることのどこが健全なアプローチなのよ……」

　さすがにそれは引く。フォースへの信用度は下降の一途をたどっていた。

「それはちょっとばかし性欲に負けてというか……。普通の男子だったらそれくらい普通だよな、ノート？」

「いや、普通に気持ち悪いと思います」

　まるで同志かのように俺に助け舟を求めてくるのはやめてくれ、フォース……。

　俺はミーヤに一度も自分からボディータッチなどしたことない。

　自分で言うのもなんだが、清廉潔白な純情男子だ。ただ単に、チキンな男なだけかもしれないが……。

「ほら、フォースが変態で気持ち悪いだけじゃない」

「うるせえ！　リューネと違って胸もない、女の魅力皆無なぺったんこが！」

「は？　死にたいらしいね、フォース！」

　いがみ合う両者。この二人の仲が良さそうと思っていたのは、一時の気の迷いだったようだ。

「まあまあ、エリン落ち着いてです。今は子供みたいな胸でもいつかは育つです。人生の先輩であるネメが保証するです！」

　どや顔で親指を上に突き立てるネメ。

　二人は同時にネメを見下ろし、彼女の幼くて愛らしい見た目を確認する。

　そして、息を揃そろえて言った。




「「ネメに言われても説得力ないわ！」」
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　翌日、俺はジンに盗賊ギルドへと連れられて、戦闘職バトルスタイルの登録を済ました。

　指導者と書かれた欄にはジンの名前が刻まれていた。

　ジンの戦闘職バトルスタイルは暗殺者だ。

　しかし、暗殺者は盗賊から派生した戦闘職バトルスタイルであるので、ジンが指導者でも大丈夫とのことだった。

　盗賊と暗殺者が使うアーツには共通のものも多く、俺がこれから学ぶアーツもそのうちに入っているらしい。

　こうして俺がアーツを習得する準備は整った。

　一年くらい悩んでいた問題をこうもあっさりと解決される様子を眺め、何とも言えない気持ちになったのは胸に秘めておくことにしよう。







　獣道を歩くジンの後を追う。

　歩きやすいルートを選んでくれているのだろう。地面も踏み固められていて、足を取られることもない。

　ジンについていくことは比較的簡単だった。

　左右に乱立された足の細さくらいの木の幹に目を移す。

　――森といっても、ここは俺の知っている森とは全然違うな……。

　俺とジンはピュリフの街のすぐ北に位置する森へ訪れていた。午前中に戦闘職バトルスタイルの登録を済ませ、昼食を食べたのちのことである。

　俺が昔、住んでいたチャングズは森林地帯にぽつんと存在していた。

　おかげで森には慣れているつもりだったが、ここは生えている植物も、飛び散る虫も、吸い込む空気の味ですら異なっていた。

　チャングズの森はもっと取っ散らかっていた。密度が濃かった。

　それに比べ、ここは人間に優しい。

　大きな街のすぐそばだけあるな、なんて考えていると目の前のジンは足を止めていた。

　背の低い雑草に塗まみれた広場を見つけたようだ。

　彼に倣って俺も立ち止まる。

「じゃあ、これから《索敵》について教えようと思うけど、ノート君はこのアーツについてどこまで知っているかい？」

　振り向き、問うジンにありのままを答える。

「盗賊系統の戦闘職バトルスタイルが使えるアーツで、モンスターの位置を把握する技ってことくらいしか……」

「大体正解かな。正確には、モンスターだけでなく、人間や、その他、害のない生物まで感知できるけどね」

「えっ、そうなんですか？　初めて知りました」

「これは世間ではあまり知られていないからね。基本的に敵意や害意、脅威の度合いをもとに生物を感知するアーツだから、無害な生物ほど察しにくいんだ。《索敵》の技術力を磨き上げた人にしか、そういった生物の存在を感じ取れないから誤解が生まれるんだけどね」

「なるほど……」

　ジンの言葉に関心を寄せて聞いていると――。

「で、ノート君にはこれから、そのレベルまでできるようになってもらうからね」

「えっ!?　さすがにそれは……」

　とまで言いかけて留とどまる。自分が声に出そうとした言葉に虚をつかれてだ。

『無理じゃないですかね……』

　たった今、俺はこう言おうとしたのだ。

　――なんだよ、それ。

　これじゃあ、半年前の自分と何も変わらないじゃないか。

　頭を振る俺を、ジンは優しく宥なだめる。

「そう言わずに……。練習すればできるようになるよ」

「そうですね。とりあえずやってみます。それで、《索敵》ってどうやるんです？」

「ノート君は冒険者をやっていたことがあるんだよね？　ということはモンスターと対たい峙じした経験もあるってことだ。そうだよね？」

「ええ、まあ……」

「じゃあ、モンスターと対峙したとき、『こいつ、これから襲ってくるな』っていう圧みたいなものを感じたことはあるかい？」

　思い返してみる。

　ミーヤと一緒に冒険者をやっていた時期、野良でパーティーを組んでいた時期、どちらも俺は後方で待機していたことがほとんどだった。情けない話なのだが。

　確かにあった気がする。ジンが言うほど鮮明なものではないが、それでも自分に注意が向いた、という感覚は何度も体験した。

　静かに頷うなずくと、ジンは話を続けた。

「《索敵》っていうのはその感覚の延長線上にあるんだ。最初は、目の前のモンスターの『これから襲ってくるな』っていう感覚から、目には見えないけど近くにいるモンスターの『これから襲ってくるな』っていう感覚まで拡張していく。それを繰り返していくと、次第に自分をまだ見つけていない、潜在的に害のあるモンスターまで察知できるようになるんだ」

「それを極めると今度は害のない生物まで察知できるということですか？」

「その通りだね。《索敵》における重要な要素となるのは自分にとって相手がどのくらいの脅威度を持つかということになる。だから、今のノート君にとってはこのアーツは相性がいいかもね」

　元から細い目をさらに細めて軽く笑うジンに首を傾かしげる。

「どうしてですか？」

「それは、ノート君が大した戦闘力をまだ持っていないからだよ。大体のモンスターの脅威度が相対的に高く感じられるからね。《索敵》の感覚を摑つかみやすいと思うよ」

「確かにそう言われれば納得しますね……全然嬉うれしくないですけど……」

「気を悪くしちゃったらごめんね……。まあ、でもこれは立派なアドバンテージだと思うよ」

「よかったら見本とか見せてくれませんか？」

　あまりフォローされている心地がしなかったので、話題を切り替える。

　ジンはいたずらっぽさの溢あふれる笑みを浮かべるのみだった。

「実はもう《索敵》を発動しているんだよね。傍はたから見たらわからないのは当然だと思うけど」

「そうなんですか。全然気がつきませんでした……」

「特別なモーションとか掛け声が要らないアーツだからね。それじゃあ、最初はモンスターがいるところまで近づいて練習しようか」

　こうして、俺のアーツ練習は幕を開けたのであった。
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　そのさらに翌日。

　俺は体力作りを目的として、フォースの走り込みに同行することになった。

『到達する者アライバーズ』といえども、ダンジョン内ではモンスターと戦うばかりなわけではなく、戦いを避け退却を選ぶ場合もあるらしい。

　そういった時のためにある程度の体力はつけた方がいいということだった。

「街の外を走るから、ちゃんとオレについてこいよ。はぐれてモンスターに襲われたらノートじゃキツイだろ？」

　朝が早いせいか、眠そうな顔つきで屈伸をするフォース。後ろ髪は寝癖で跳ねていた。

　これから走るのは街を囲う壁の外となる。

　街の中とは違い、モンスターも現れる。

　フォースの言う通り、俺がモンスターに襲われれば太刀打ちできないのは事実だ。

　だけど、まあ大丈夫だろう。

　俺も一年間冒険者をやっていたわけだ。荷物持ちだってよく引き受けた。

　そんなに体力がないこともないと自負している。

　さすがに身体強化スキルがあるミーヤには足の速さでも負けていたが、フォースとはいい勝負ができる可能性もあるんじゃないだろうか。

　そんな慢心に足を掬すくわれるのには三十分も要らなかった。







「あはははははははははは！　やばい！　ツボるんだけど！」

　フォースは腹を抱え地面を転がり回っている。

　おそらく、俺は馬鹿にされているのだろう。だけど、怒る余裕なんてものはどこにもなかった。足を伸ばすので精一杯だった。

「足つって動けなくなっているところをモンスターに襲われるとか笑えるわ！」

　笑いごとじゃない。本当に死ぬかと思ったんだぞ……。

　まあ実際のところ、フォースに笑われるのも無理のないことだった。

　スタートした直後はフォースについていけていたのだが、十分ほど経たってからであろうか。俺とフォースの体力の差が如実に表れだした。

　荷物持ちをやっていたといっても走ることは少なかったな、なんて事実を思い出した時には手遅れだった。

　それでも、無理をして走っていた俺は足がつった。

　そこに運悪くモンスターが襲ってきて、フォースが撃退したというわけだ。

「ほんとなよっちいなー、ノートは……」

「……」

　言い返したいが、事実なので言葉に詰まる。

　悔しいが、ここは耐えるしかないだろう。

「絶対彼女できたことねえだろ……」

「うるさいですよ！　こんちきしょう！」

「うわっ！　ノートがキレた！」

「そうですよ！　彼女いたことありませんよ！　それがわるいですか！　そういうフォースさんはどうなんですか！　女性経験豊富なんですか！」

　気がついたらまくし立てていた。

　人が気にしていることを言わないでほしい。

　特に俺の場合はミーヤとの決別をまだ引きずっているという事情もあるのだ。彼女ができないんじゃなくて、作らないんだ。そう思いたい。

　なんだか自分で言っていて悲しくなってきた。

「うぐっ……！　わかった。オレが悪かった。落ち着いてくれ。オレ達たち、似た者同士、仲良くやれると思うんだ。『彼女ができたことない同盟』として……」

「なんですか、その同盟……。加入したくないんですけど……」

「今なら、年会費無料！　手続き要らずだ！」

「手続き要らずって自動加入ってことですよね？」

「勘がいいな。もちろん脱退条件は彼女ができることだな。悔しかったら彼女作ってみろよ」

　憐あわれみを浮かべて俺の肩を叩たたくフォース。

　剣の腕も一流だが、人を煽あおる才も負けず劣らずだ。一周回って尊敬できる。

「わかりましたよ！　フォースさんより先に彼女作ってみせますよ！」

「言ったな？　じゃあ、先に恋人ができた方が相手の言うことを何でも一つ叶かなえるっていうのはどうだ？」

「いいですよ。絶対に忘れないでくださいよ」

　どうせなら、こういう約束は幼おさな馴な染じみのミーヤとしたかった。

　なんだかんだいって、最終的には約束した当人同士で付き合って、『これじゃあ引き分けだね』みたいな？

　何を言っているんだ、俺は？

　こんなことばっかり考えているから、恋人ができないのではないだろうか。
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　フォースとの走り込みで体力を使い果たした俺だが、午後には《罠わな探知》と《罠解除》の特訓が待っていた。

　この二つのアーツを練習するために俺とジン、エリンは街の南へと足を進めていた。

「えっと……これからダンジョンに行くんですか？」

「そうだね。《罠探知》は《索敵》と似通ったアーツだから、同じような練習方法で身につくんだよ。これからノート君には、ダンジョンに仕掛けられた罠を体感して《罠探知》を習得してほしい」

《索敵》と似通ったアーツと聞いて少しばかり顔が引き攣つる。

　それもそのはず。昨日の《索敵》練習は何の感覚も摑めず終わったからだ。

　一日で習得できるものじゃないと思っていたが、それでも落ち込むものは落ち込む。

　しかし、俺の不安を振り払うようにジンは言った。

「でも、《索敵》よりかは簡単に身につくかもね」

「どうしてですか？」

　ジンの言葉に疑問を覚えた俺は質問する。

　彼はさも当たり前のことのように衝撃の事実を口にした。

「実際に罠に引っかかってもらうからだよ。危険な目に遭えば遭うほど、人間の身体からだっていうのは自分の身を守ろうと順応するものなんだ。だから、アーツも身につきやすくなると思うよ」

「ちょっと待ってくださいよ！　ダンジョンの罠に引っかかったら死にますって！」

　慌てて手を横に振る。

　腕に自信のある新人冒険者がダンジョンで死ぬとなれば大抵罠のせい。

　冒険者内で有名な常識である。

　腕に自信のない人間なら死なない、みたいな都合の良いとんちじゃやり過ごせないだろう。

　エリンは白い目でこちらを見てきた。

「なに言っているの？　私達が作った罠に決まっているじゃない。死なない程度の罠を用意するから、それで《罠探知》と《罠解除》を練習するのよ。そもそも、ダンジョンに罠が設置されるようになるのは、もっと先の階層じゃない……常識でしょ？」

「いや、そんなの知らないし」って言おうとして止めた。

　口にしたら絶対喧けん嘩かになる。

　別に度胸がないから止めたとかじゃない。賢いので止めにしたのだ。そういうことにしておいてほしい。

「言い方が悪かったね。ごめんごめん」

　とジンがフォローを入れた。エリンの方へ視線を向ける。

　彼女は露店の前に掲げられている『本日限り！　10％引き！』と書かれた幟のぼりを眺めていた。俺への興味は既になくしているようだ。

　なにか文句を言おうとしたが――賢いので止めにした。
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　冷たい空気を吸う。喉が引き締まるような感覚。

　目を凝らし、正面に広がる暗闇を眺める。

　この暗さは慣れた。ここ数十日、休みなく訪れているのだ。

　暗いといっても完全な黒というわけじゃない。

　岩壁や天井、はたまた先ほど左足で蹴り飛ばして転がっていった硬い石がわずかながら光を放っている。青白い光。

　大事なのは視覚じゃない。

　勘――というべきか。第六感に近い何かを頼る必要がある。だから、この暗さも問題ない。

　立ち止まる。

　これ以上は進んではいけないと何かに告げられている。この忠告に従うべきか。

　疑念。忠告だって毎回当たるわけじゃない。五回に一回は外れる。

　だけど、今回は信じろ。そう言っている気がした。信じることにしよう。

　すり足で並行移動する。別にすり足をする必要はないけど、気持ち的にそうする。

　右に出る。手を伸ばしたら湿った岩に触れた。壁際。

　これ以上は右に進めない。

　もう一度、息を深く吸い、肺の温度を下げる。大丈夫だ。進める。

　そう判断し、前へ進んだ。

「チッ――」

「いや、どうして舌打ちするの、エリン」

「むかついたからよ」

「ちゃんと罠を避けたのに、なんでむかついているんだよ」

「私がせっかく作った罠を避けたからむかついているのよ……」

　理不尽かよ。ツッコミそうになった。

　特訓を始めてから、早三週間。《罠探知》の習得状況は順調だった。

　やはり、ジンが言っていた理由が正解なのであろうか。

　何度も罠に引っかかっていくうちに身体が感覚を覚えた。

　今では、なんとなくだが罠の位置がわかる。《罠解除》はまだまだだけど。

　でも、《罠探知》がもうちょっと上達したら、その分《罠解除》に練習時間を割けるようになるし、そこのところは大丈夫だろう。

《罠解除》の練習はいつも《罠探知》の練習の後に行われる。《罠探知》で避けた罠を使って解除の練習をするのだ。

　最初はジンにお手本を見せてもらい、それに倣って《罠解除》をしてみた。

　もちろん、簡単にうまくいくわけもなく、ほとんどの罠の解除に失敗し、手痛い目に遭った。

　今では、単純な構造の罠は解けるようになったが、ちょっと入り組んだ罠になるともう駄目だ。まあ、少しは進歩しているのでよしとしよう。

「『感電ビリビリ地獄罠』を作るのに時間と手間かかったのよ。ちゃんと引っかかりなさいよ」

　ネーミングセンスが酷ひどい……。

　エリンの作った他の罠の名前はというと、『恐怖!?　ヌメヌメネバネバゾーン！』だとか『誰しもが一度は憧れる!?　でっかい岩ゴロゴロ』などがあった。

　名前を聞けば、その罠の概要が一発でわかることくらいしか褒められる点がない。

「こうなったら、ノートを嵌はめるとっておきの罠を使うしかないわよね……」

　エリンが物騒なことを口にするときは、大抵ロクなことにならない。

　これから起こるであろう災難に身をすくめるのみであった。
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　この日は、午前中から《索敵》の練習をしていた。ピュリフの街の北にある森の入ってすぐの場所にジンと来ていた。

　息を薄く吐き、意識を研ぎ澄ませる。

「前方に三体、左と右後ろに一体ずつ気配を感じます」

「いい感じだね。《索敵》の感覚を摑つかんできたかな？」

　集中が引き戻される。意識の外からかけられた声に驚きつつ、振り返る。

　普段通りの黒一辺倒の服を身につけたジンである。

「はい……まあ……」

　曖昧な返事で応える。

　ジンの言う通り、《索敵》の感覚とやらは少しだけ摑めてきたと思う。

　ごく最近まで、その感覚を摑むのに苦労していたわけだが、こうして《索敵》まがいのものができるようになったのには理由があった。







『《罠探知》は《索敵》と似通ったアーツだから――』

　ジンが以前、何気なく口にしていた言葉である。

　ならば、どうして《罠探知》だけが上う手まくいって、《索敵》はコツが摑めないのか。

　果たして、その差は何か？

　風呂場で頭を流している際、ふと考えた。

　その答え自体は難しくない。

　実際に罠にかかっているからだ。危険な目に遭うことで生存本能が働き、身体がアーツを覚える。それだけだ。

　だけど、《索敵》の練習の場合は実際にモンスターに襲われるわけではない。

　モンスターに接近したことは幾度となくあったが、危害を加えられる前にジンが始末するからだ。

　この二つの意識の差が、アーツ習得の進捗を分けたと推測した。

　ここまでくれば、あとは簡単だ。

《索敵》も失敗すれば、死ぬ覚悟でやればいい。

　ジンの存在を忘れ、自分一人だと思い込む。《索敵》に漏れがあったら、そのモンスターに殺される。そう、暗示する。

　なるべく、ジンには気配を消してもらい、モンスターが襲ってきても直前まで手助けしないようにしてもらった。

　その結果、モンスターの気配を摑めるようになった。今では１００ｍほどなら察知できる。

　ジン曰いわく、《索敵》の練度を上げていけば【地図化マツピング】の効果範囲である１ｋｍは優に探れるらしいし、敵意のない人間や害意のない小動物の気配も摑めるらしい。

　俺の《索敵》なんてまだまだだ。

　でも、この調子ならタイムリミットである半年後までになら、なんとかできそうだ。

　ひとまず安心できるところまできた。

　そんな考えを胸に《索敵》を鍛えるために森の奥へと進んでいった。





＊






　朝日が重い瞼まぶたを焼く。

　日が出て間もないせいか肩が冷える。頭も重い。

　さて俺は現在、何をしているかというと、毎朝恒例となった、フォースとの街の外へのランニングに来ていた。

　今は門のちょうど外側で準備運動をしているところだ。

　しかし、今回のランニングにはいつもとは違い、一つだけ変化があった。

　何な故ぜか、ネメが来ていた。

　俺の腹くらいの背丈しかない幼女が眠そうに目を擦こすっている。

「どうしてネメ姉さんがいるんです？」

　気になっていた点を尋ねる。

　フォースから返ってきたのは意外な答えだった。

「えーと、今日からノートにはネメを抱えて走ってもらう」

「「えっ？」」

　どうやらネメも聞かされていなかったようだ。眠気など吹き飛んだのか、ぱっちりと目を見開いていた。

「元々、ノートに体力をつけようとしているのは、撤退する際、モンスターから逃げ切れるようにするためってのは覚えているよな？」

「はい……」

「でだ。オレらのパーティーが逃げるときってネメの足が遅いせいでジンに抱えてもらってるんだわ。こいつ、短足だろ？　いくら体力つけたところで遅いことには変わらないし……」

「確かに……」

「失礼です！　ネメは美脚です！」

　今は美脚かどうかについては話していない。話が逸それるからネメには黙っていてほしい。

　最近やっとフォースについていけるようになったけど、幼女一人を抱えたまま走ることなんて可能であろうか……？

　不安はあるが、フォースの言い分は納得できる。

　大人しく従っておくことにしよう。腰を屈かがめる。

「ネメ姉さん、乗ってください」

　ネメをおぶろうとすると、フォースが待ったをかけた。

「違う、そうじゃない。こう肩に担ぐんだ」

　そう言って、透明人間を自身の右肩に乗せる仕草をした。

「冗談とかじゃないですよね……？」

「当たり前だろ。モンスターから逃げるような状況でわざわざおんぶなんてできないだろ？」

　確かにそうだ。

　ネメに視線を落とす。どうやら、彼女はこうやって運ばれることに慣れているようだ。驚きが窺うかがえなかった。

　いくら見た目が幼女とはいえ、ネメは立派な成人女性だ。

　気軽に触れていいのか、一声かけた方がいいのか悩む。俺が女慣れしていない弊害だ。

　だけど、このまま躊躇ためらってフォースに悟られるのも癪しやくである。

　目を瞑つぶり、一思いにネメの腰に手を回した。

　――温かい。暖炉の暖かさとは違う、温ぬくもりがそこにはあった。

　恋人などがいれば別なのであろうが、人間、案外人に触れる機会っていうのはそう多くない。

　ましてや、ここまで密着するような状況なんてものはこの歳としになってからは皆無だった。

　だからかわかんないけど、少し緊張する。訂正しよう。すごく緊張する。

　動揺を表に出さないように立ち上がる。

　ちょっとバランスを崩して、すぐさま後ろ足で踏ん張る。

　重い。意外に重かった。

　ネメは背が低いとはいえども、何十ｋｇもあるはずなのだ。当然のことだ。

　ネメを背負って走れるのか、心配になってきた。

　だけど、考えるのがもう遅かった。

　フォースは太陽に背を向け、既に先を進んでいた。

　俺のことも考慮して多少はペースを落としているようだが、それでも追いかけなければ追いつけない。

　俺は覚悟を決め、足を踏み出した。







　数十分後。予想外の事態に見舞われて、俺達たちは足を止めていた。

　ネメの背中を擦さすりながら、今回の失敗について振り返る。

　人一人を担いで走るのは難しいことである。

　そのことを俺は軽く見ていた。

　何十ｋｇの重荷を抱え、走るだけと考えてしまったのである。

　実際、走ってみると、ネメが動くせいで重心がずれたり、ずり落ちたりしそうになってまともに走れなかった。

　さらに人を抱えて走ることに慣れていないせいで、ネメを揺らしながら走ってしまった。さらに追い打ちをかけるように俺の肩からの衝撃がネメの鳩尾みぞおちを襲った。

　結果が今の惨状で――ネメは四つん這ばいになりながら――これ以上は言わないでおこう。彼女の名誉のためだ。

「もう嫌です……うぐっ……まだ気持ち悪いです……もう絶対担がれたくないです……」

　本当に申し訳ないと思っています。

　持っていたタオルでネメの口元を拭う。涙目でこちらを睨にらんできた。

「すみません……」

　ただ、謝ることしか俺にはできなかった。
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　フォースが言うには、ジンに担がれたときはこのような惨劇は起こらないらしい。

　自分の未熟さを再確認させられた。そんな一日の始まりだった。
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「フォースさん起きてください！」

　まだ日が顔を出しきっていない薄暗い早朝。

　俺はフォースの部屋の扉を叩たたいていた。

　これは朝のランニングに誘うためである。ゴンッ、ゴンッと鈍い音が響く。

　しかし、扉から返ってきたのは呻うめきに近いフォースの声のみだった。

「……無理。頭痛い。今日はパスで……」

「なにふざけたこと言っているんですか。体調悪いんだったらネメ姉さんに治してもらえばいいじゃないですか……」

「そういう問題じゃねえよ。昨日、夜遅くまで飲んでたせいで眠いのもあるんだよ」

「確かに昨夜家にいなかったですね……。でも、それ自己責任じゃないですか？　ほら、早く行きますよ」

「しょうがねえだろ。かわいい女の子に飲みに誘われたとあっちゃ断れないからな」

「噓うそもほどほどにしてくださいよ……」

「事実だわ！　女と飲んでたんだよ、昨日！　女と！　二人きりで！」

「『女と』を強調しないでください。腹立ちますから」

「おい、嫉妬か？　ノートよ、かわいいもんだな」

　図星だった。指摘通り、俺はフォースを妬ねたんでいた。

　まあ、ここで露骨にイラついたら、さらに馬鹿にされるのが目に見えているし。冷静になって、フォースを布団から出そうじゃないか。

「ドア叩き破りますよ……」

「嫉妬丸出しじゃねえか！　とりあえず、オレはいかない。ネメでも連れ出して安全な街中走ってろよ」

　このまま頑張ってフォースを起こしても、調子に乗っているフォースに煽あおられるだけのような気がしてきた。

　確かに街中を走る分にはモンスターの危険もなく、フォースの同行も必要ないだろう。

　フォースを連れ出すことは諦めて、提案に従っておこう……。




　――この時の俺の選択が、フォースの発言が、これから起こる悲劇の伏線になっていようとは今はまだ知る由もなかった。







「嫌です……行きたくないです……」

　肩の上で文句を垂れるネメ。

　なかなか部屋から出てこない彼女を無理やり引っ張り出したところだ。

　だからだろう。今のネメは寝起きのままという姿。ぼさぼさとした寝癖を携えたまま、子供用のパジャマに包まれている。

　ネメの訴えを無視して、肩に抱える。そのままパーティーハウスを出て、街中を走りだした。

「フォースも休んでるです！　ネメも休みたいです！」

　俺の背中を叩き、抗議するネメ。ひ弱な彼女の拳は全然痛くない。

「お願いしますよ。体力作りのためなんです。我慢してください」

「やだです！　気持ち悪くなりたくないです！」

「最近は乗り心地がマシになったって言っていたじゃないですか」

「ほんのちょっとマシになっただけです！」

　普段からネメを抱えて走ろうとすると、ネメは抵抗し出す。

　こういうときは聞き流すのがベストである。

　走っていれば、次第にネメは諦めて大人しくしてくれる。いつものパターンだ。

　しかし、フォースがサボっているせいか、今日のネメは折れなかった。

「ネメもフォースみたいにお布団で寝てたいです！」

　手足をばたつかせ、必死に俺の腕を振りほどこうとする。

「動かないでくださいよ、走りにくいですから」

「やだやだやだ、帰してです！」

「駄目です。絶対に帰しません」

「やだです！　放してです、この変態さん！」

「変態でもいいから、放しませんよ」

「変態変態変態変態変態！　放して放して放して、です！」

　ネメは叫びながら、手足を叩きつけてくる。

　さすがにそこまで暴れられると痛いんだけ――。

「ちょっとそこのキミ。止まりたまえ」

「はい、なんでしょうか……」

　不意に後ろから声をかけられる。

　振り返ると、鎧よろいを纏まとった騎士がいた。胸の特徴的な紋章。おそらく、この街の憲兵だ。

　そんな深刻そうな顔をしてどうしたんだ？　何か大きな事件でもあったのか？

「そこの子供を放しなさい」

「えっ……？」

　騎士は剣を抜き、刃を俺に突きつけた。

　腰を落とし、いつでも突きを入れられる臨戦態勢だ。

　これじゃあ、まるで俺を捕まえようとしているみたいじゃ――。

「こんな街中で堂々と女児を攫さらおうとは度胸があるな！　この誘拐犯！」

　あっ……。そういうことね……。

　完全に状況が把握できた。

　これはあれだ。ネメは実際の年齢よりかなり幼く見える。

　そんなネメが嫌がりながら抱えられている。

　俺はこの街に来たばっかりで、ネメと同じパーティーメンバーだと認識されてない。

　結果、知らない男が幼女を誘拐している風に勘違いされた。そういうことだろう。

　普段は街の外を走っていたので、絵面がまずいことになっているのに気がつかなかった。

　客観的に考えると、この光景は完全に犯行の最中である。

　しかも、フォースが休んでいるせいで今日のネメの抵抗は一段と激しかった。

　ここまで大声を出していたら、憲兵が駆けつけるのも当然のことだろう。

　騒ぎを聞きつけて、野次馬が集まりだす。他の憲兵も応援に駆けつけてきた。

「いやいや、違いますって。誘拐なんかじゃないですよ。ね、ネメ姉さん」

　横を向く。

　彼女の黒目は泳いでいた。口元を震わせ、汗をだらだら垂らしている。

　抱える腕越しに、汗で彼女のパジャマが湿りだすのを感じ取った。

「怖がっているじゃないか！　早く放しなさい！」

「違う！　違います！　彼女は大勢の人に注目されるとこうなるんです！　人見知りなんです！」

「ち、ち、違います……ひっ、人見知りじゃないです……」

「ほら、違うって言っているじゃないか！　大人しく放せ、今なら手荒な真ま似ねはしないから！」

　こんな時まで、人見知りなのを否定すんなよ！　ややこしいことになるから！

　まずい……どうする……。

　俺まで冷や汗をかいてきた。

　ネメなんて「あわあわ……」言っているし。これ、詰んでない？

「とりあえず署までご同行願おうか」

　バッと動き出した憲兵にあっけなく取り押さえられる、俺。

　ネメを引きはがされ、絞められた両手に手錠がかかる。

　これ、どっからどう見ても逮捕じゃん！　ご同行じゃねえだろ！

「助けてください……ネメ姉さん……」

　上から体重をかけて押さえられ、息が上う手まく吸えない。

　そんな中、必死に声を振り絞るも――。

「ひっ……」

　目に映ったのは瞳に涙を溜ためている幼女だった。

　駄目だ。終わった……。
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「おい！　ここで大人しくしていろ！」

　乱暴に牢ろう屋やに放り込まれる。

　手錠をかけられているせいで受け身が取れない。

　硬くて冷たい石の床に叩きつけられた。肘が痛い。

　身体からだを捻ひねり、視線を上げる。俺を投げ捨てた憲兵の背中が見えた。

　彼はすぐさま通路の先の暗闇へ消えていった。

　俺こと、ノート・アスロン16歳。

　女児誘拐容疑で牢屋に入れられてしまった瞬間であった。

　誰がこんな未来を想像できたであろうか。

　ダンジョンに潜るために必死こいて修業していたのに、いつの間にか犯罪者として逮捕されるなんて。

　まさに一寸先は闇。世の中、どんな落とし穴が待ち構えているかわからないもんだ。

　そんな風に現状とこれからの未来を嘆いていると、正面の牢屋から威勢の良い声がかかってきた。

「よう、あんちゃん！　ここに来るの初めてだろ？」

　声のもとへ目を向ける。

　暗くて顔ははっきり見えないが、そこには男がいた。

　声の渋さから察するに年齢は俺より結構上かもしれない。シルエットからは体格の良さが窺うかがえる。

「はい……」

「そのおどおどした感じ見てればわかるよ。一体何やったんだ？　これか？　それともあれか？」

　おそらく何かのジェスチャーをしているんだろうが、暗くてわからない。

　目を凝らしても、そのジェスチャーが何を意味しているのか見当もつかなかった。

　馴なれ馴れしく話しかけて来ることに鬱陶しさを感じつつも、黙っていてもこんな牢屋の中じゃすることがないし退屈だ。

　話に応じることにした。

「女児誘拐の冤えん罪ざいをかけられまして……」

「ここに入ってきたやつはな、最初はみんな『自分はやっていない。無実だ』って主張するんだよ。だけどな、ほとんどのやつはやってる。冤罪なんてほとんどありゃしないぜ。正直になれよ。素直に認めて反省すれば、軽い処罰で済むって」

「本当に無実なんですけど……」

「いいから。そういうのは……」

　素直に答えなければよかった……。

　俺は、猛烈に後悔していた。泣きたくなっていた。

　このまま無実を主張してもこの人は耳を傾けてくれない予感がしたので、話題を変える。

「そちらはどうして捕まったんですか？」

「喧けん嘩かだよ。ただの喧嘩。昨日酒場で俺の女にちょっかいかけていた男とトラブル起こしたらこのざまだよ。全く、初犯だっていうのに、喧嘩しただけで牢屋に入れるかね、普通……」

　捕まったの昨日なんかい！　初犯なんかい！

　散々先輩面していたけど、一日分しか先輩じゃなかったよ、この人……。

「おいおいおい。待たへんか、そこのクソ男。あれはワシの女って言ってるやろ！」

　隣の牢屋から怒鳴り声が聞こえる。壁に阻まれて姿は見えないが、声のトーンから察するにだいぶ頭に血が上っているようだ。

「えっと……誰なんです？」

　正面の男に問いかける。

　彼は「俺の喧嘩相手だ」とぶっきらぼうに答え、牢屋の柵に詰め寄った。

「なに言ってるんだ、このアホ男！　ロズリアちゃんはな！　俺と付き合ってたんだよ！」

　そのまま、俺の隣の牢屋にいる男に怒鳴り返した。

　その豹ひよう変へんに思わず身を引いてしまう。

　しかし、隣の男は正面の男の言い分を鼻で笑い飛ばした。

「お前こそ、なに言ってんだか。ロズリアちゃんはワシのことを好いとったんや、この勘違い男！」

「なんだと！　お前、ぶっ殺してやるわ！」

「それはこっちの台詞せりふや！」

　――凄すごみ合う両者。

　決めた。このくだらない争いに関わりたくないし、寝よう。

　そう思って、俺は目を閉じた。
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「大変ご迷惑をおかけしました」

　迎えに来てくれたエリンに頭を下げる。

　どうやら彼女は慌てふためいてパーティーハウスに戻ってきたネメの話を聞き、この留置所まで駆けつけてくれたようだ。

　エリンが憲兵に事情を説明してくれたおかげで、容疑が晴れ、こうして牢屋から出ることができた。ありがたい限りだ。

「早く帰って練習するわよ。あなたの馬鹿みたいなへまのせいで、時間を無駄にしちゃったじゃない」

「申し訳ありません……」

　時刻は既に夕方。空は茜あかね色に染まっていた。本来なら、今頃《罠わな探知》の練習をしていたことだろう。

「ノート、前に言ったわよね。やる気がないならパーティーから抜けても構わないわよ」

　エリンが語気を強める。

　面倒ごとで手間をかけさせられたことに機嫌を悪くしたのが、不満をぶつけてきた。

「やる気はあるよ」

　負けじと俺も言い返す。

　どうしてエリンにそこまで言われないといけないのか。少し腹が立ってきた。

　今日の事件だって、元々は俺のせいじゃないはずだ。俺を責めるんだったら、ネメを責めろよ。

「本当にやる気があるのだったら、牢屋から脱獄でもして特訓に来なさいよ」

「なに無茶言ってるんだよ。そもそも俺に脱獄なんてできるわけないだろ？」

「はあ？　今のあなただったらできるわよ。《開錠》の上位アーツである《罠解除》がある程度使えるわけだから、手錠や牢屋の鍵なんて開けられるでしょ」

「そんなの知らないし、教わってなかったから……」

「教わってなくても試しなさいよ。牢屋でぼーっと時間を費やしている暇があるなら試して当たり前でしょ」

　エリンに図星を指されて、頭に血が上る。

　彼女の言い分を素直に認めるのも癪しやくなので、咄とつ嗟さに思いついた反論をぶつける。

「でも、脱獄なんかして事態を悪化させるよりは、大人しくして穏便にやり過ごしたほうがいいだろ？」

「穏便にしている時間がもったいないじゃない。一分一秒でも無駄するなんて馬鹿のすることね」

「ダンジョン攻略を始める日まではまだ五カ月もあるんだ。そんな危ない橋を渡る必要もないじゃ――」

「なんですって？」

　途端、エリンの咎とがめるような視線が俺の瞳を突き刺す。

　ヒートアップした思考が落ち着きを取り戻し始める。

　――なにかまずいことでも言ったか……？

「最近のノートにはむかついていたけど、今ので確信したわ。あなた、たるんでるわね」

「俺がたるんでる……？」

　そんなわけないだろう。俺はいつだって真剣だ。

　今日だって、真剣に特訓しようとしてフォース抜きでランニングをしたから、捕まるはめになったのだ。

　俺が真剣じゃないって？　冗談もたいがいにしろって……。

「そうよ。たるんでるわ。だって、あなた言ったでしょ？　ダンジョン攻略を始めるまで五カ月もあるって」

「それがなんだよ……」




「なに、五カ月まるまる使おうとしているのよ！　本来なら、特訓なんてなるべく早く切り上げてすぐさまダンジョン攻略を始めたいって言うのに！」




「――あ」

　無意識に口から漏れ出た音は耳に入らなかったけど、それはおそらく情けない声だったことだろう。

　俺はエリンの指摘に身体を震わせた。

　納得してしまったのだ。彼女の言い分に。俺自身のたるみに。

　エリンの言う通り、期限以内にアーツを習得できさえすればいいと思っていた。最初の頃はアーツの感覚すら摑つかめず焦っていた。

　しかし、だんだんコツを摑み始めて、期限以内に習得できるんじゃないかという予感を持ってから、心の中に余裕が芽生えてしまった。焦るのをやめてしまった。

　俺が認識できなかったたるみをエリンは完全に見抜いてきたのだ。

　俺は指摘されて初めて気がついたっていうのに……。

　無性に悔しかった。自分を変えるために『到達する者アライバーズ』に入ったっていうのに。

　昔と。ミーヤといた時と。俺はなんにも変わってなかった。

　変わっていない自分が、変わることのできない自分が、とにかく情けなくって。泣きたい気持ちになった。

　誰かが言ったか、『人は簡単に変われない』と。

　多分、その通りなんだろう。少なくとも俺は変われなかった。自分が一番嫌いな自分から。

　――なにやってんだろうな、俺……。

　その後も、エリンには散々手厳しいことを言われたんだろう。

　そのどれもが頭に入らなくて理解できなかった。口の動きだけを追っていた。

　頭の中に渦巻くのは、どうすればよかったのか、この先どうすればいいのか、という当てのない疑問だけ。頭の中がぐちゃぐちゃになって、もう何もわからなくなってしまった。
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「昨日はごめんなさいですっ！」

　ただでさえ低い位置にあった頭がさらに下へ。

　目の前で謝っているのは、幼い見た目をしたドワーフの神官、ネメである。

　彼女はしょんぼりとした様子で頭を下げていた。

　毎朝の習慣となっている走り込みをしようと、早起きしてリビングに下りた時のことである。

「どうして謝っているんですか？」

　ネメが何な故ぜ謝っているのかわからなかったので、素直に訊きくことにした。

　すると、ネメはおずおずとこちらの顔色を窺うかがうように見上げてきた。

「……も、もしかしてノート、怒ってないです？」

「怒っているも何も、何についてかわからないんじゃ怒りようが……」

「ネメのせいで捕まっちゃったことです……」

　――ああ、そのことか……。

　最初に浮かんだ感想がそれだった。自身の心の変化に驚きが隠せない。

　確かに俺はネメに腹を立てていたはずだった。

　昨日、少なくとも牢ろう屋やに閉じ込められている間はそうだった。

　だけど、エリンに怒られショックを受けて、なんかもうどうでもよくなっていた。頭の中からネメへの不満は抜け落ちていた。

　そのことにたった今、気がついた。

「別に気にしてないですよ。だから謝らないでください」

「ほんとです？　昨日帰ってきてからずっと機嫌悪そうだったです。遠慮はしなくていいです。悪かったのはネメです。嫌われる覚悟はできてるです」

　ネメはもう一度深く頭を下げた。

　俺は即座に手を振って否定する。

「本当に気にしてないですから！　機嫌が悪かったのも他のせいというか……」

　俺が本当に怒っているのは、自分自身に対してだ。

　自分が許せなくて、昨日は機嫌が悪く見られてしまったのだろう。

　ネメに気を遣わせてしまったことに罪悪感を覚える。

「噓うそじゃないです……？」

　顔を上げたネメは涙目になっていた。

　俺ははっきりと頷うなずき返す。そして、頭を搔かきながら言った。

「そのかわりといってはなんですけど……一つお願いしていいですか？」

「はいです！……た、たとえ、え、えっちなお願いでも大人なネメなら――」

　口をもごもごさせるネメ。

　安心してくれ。エッチなお願いではないから。

「これからは朝のトレーニングに協力してくれませんか。昨日のような騒ぎになるのはもうごめんなので、抵抗しないで俺に乗ってほしいですね」

　笑いながら口にした提案に安心したのか、ネメは息を吐く。

「わかりましたです」

　そして、途中で何かに気がついたかのようにはっと口を開けた。

「……もしかして、えっちな意味です……？　抵抗しないで俺に乗ってほしいって――」

「違いますから……」

　そんなこんなで、朝のランニングは始まったのであった。







　街の外を走り始めて五分くらい経たったあとのことであった。

　ちなみに今日はフォースも同行しているため、街の外で走っている。

　肩に乗ったネメが申し訳なさそうに口を開いた。

「なんかノートの乗り心地悪くなってるです……」

「やっぱりそう思いますか？」

「やっぱりってなんです!?　ネメへの当てつけです!?」

「そういう意味のやっぱりじゃないですよ。別にネメ姉さんのことは恨んでないですから……」

　と言いながら、ネメの言葉に内心へこまされた。というのも。

　――走り込みと《索敵》の両立はやっぱり難しいか……。

　こんな試みを始めたのも、エリンに怒られたからであった。指摘されたことを反省して、自分なりに考えての結果だった。

　エリンの言う通り、残り五カ月の期限をまるまる使って《索敵》や《罠わな探知》、《罠解除》のアーツを習得するというこのままのペースじゃいけない。

　俺は現在、一流冒険者パーティーである『到達する者アライバーズ』のダンジョン攻略を足止めしているのだ。

　なるべく早くダンジョン攻略に取り掛かれるようにしなければならない。

　それが俺を拾ってくれた『到達する者アライバーズ』への恩返しでもあるし、過去の怠慢な自分から決別するってことだ。

　おそらく、ここが最後の分ぶん水すい嶺れい。

　今頑張れなかったら、俺は多分一生、努力から逃げて回るような人間になってしまうのだろう。

　そんなのは嫌だ。俺はもう間違えたくないんだ。

　同じ失敗をもう二度はしたくない。

　だからやるんだ。無茶でもなんでも。

　そして、少しでも早くアーツを身につけるんだ。

　一日、いや一時間でも早く、三つのアーツを身につけなければならない。

　これは時間との勝負だ。いかに早く習得するかの戦い。

　時間は縮められるだけ、縮めた方がいいのだ。

　そこで考えたのは、《索敵》をいつでも発動するように心がけ、練度を上げるという方法だ。

　日常生活の合間でも、他のアーツの練習中でもだ。

《索敵》を発動している最中、同時に何かをすると《索敵》やもう一方の動作が疎おろそかになるという欠点はある。

　しかし、実際にダンジョンに潜れば、複数のアーツを同時展開したり、走りながら《索敵》を発動させたりしなければいけないのだ。

　この程度、克服して当たり前。ごちゃごちゃと言い訳をしてなにも始めないよりは試すべきだ。

　だからと言って、ネメからのクレームも無下には扱えない。

　抱えている腕を締め、ネメを固定する。

　身体からだの軸がぶれないようにもっと意識をする。《索敵》も忘れないように。





＊






　今日の午前中は森での《索敵》の特訓だった。

　午後はダンジョンでの罠系アーツの特訓という予定。

　午前中の特訓はジンとの二人きりで行う。

　朝起きてから《索敵》を発動していた疲れもあって、集中力が途切れることが多々あった。

　だけど、それはまだマシな部類だったのだろう。

　問題があったのは午後であった。

　俺とジンがいたところにエリンが合流して、特訓が始まったのだが、俺が並行して《索敵》を発動しているせいで《罠探知》と《罠解除》の精度はがた落ちしてしまった。

　それは想定内の出来事だったというか……。

　アーツの両立なんて最初から完璧にできるとは思っていないし、そこまで思いあがってもいない。

　ただ、想定の範囲外だったのはエリンの反応だ。

　昨日怒られてから、エリンが俺へ放つ雰囲気は最悪だったっていうのに、俺のアーツが拙くなっていると気づくや否や、さらに冷たい態度をとってきた。

　落胆を込めた冷ややかな目つきに、最悪よりも悪い状況ってものがあると認識させられた。

『あなたは所詮、強く叱られたくらいでやる気をなくすクズなのね』

　そう聞こえた。幻聴だ。

　だとしても、視線からエリンがそう思っているのが易やす々やすとわかってしまった。

　エリンが思うのも無理はない。

　強く叱った翌日に、相手が普段できていたこともおぼつかなくなっていたら、自分でもそう勘違いしてしまうだろう。

　気持ちはわかる。でも、エリンが注意や文句さえ言ってこなかったのには胸を痛めた。

　彼女は俺を期待外れの存在という部類だと判断し、もう何を言っても意味はないと決めつけたのだ。

　そして、以前キッチンでした約束通り、俺をパーティーから排除するべく動きだしたのだ。

　先ほどだって、その旨をジンに耳打ちしているのが聞こえた。

　人に正面から敵意を叩たたきつけられるのが、こんなに辛つらいものだとは思わなかった。

　だけど、苦痛に負けて、《索敵》の発動をやめ、《罠探知》や《罠解除》を上う手まくやろうとするのも違う気がした。

　それこそ、エリンを裏切る行為のように思えてきて、《索敵》を発動し続けた。

　エリンに正直に話すという手もある。

　自分は同時並行でアーツを発動しているんだ。上手くいかなくても仕方ないだろって。

　でも、やめておいた。

　言葉にするとせっかくの決意が軽いものになってしまう。そんな予感がしたからだ。

　俺はエリンに好かれたいから、アーツの特訓をしているんじゃない。

　いち早くダンジョンに潜るため。『到達する者アライバーズ』の皆に迷惑をかけないために鍛えているのだ。

　他人からどう思われるかという、ちっぽけで不確かなものに邪魔されたくない。

　そんなものに俺の決意を挫くじかせられるのはごめんだ。







　夕飯後。ジンの部屋の扉をノックする。乾いた木の音が廊下に響く。

「少し待っていてね」

　という声から間を置かずして扉が開いた。

　現れたのは部屋着姿のジンだ。

「急にどうしたんだい？」

「ちょっと話があって……」

「話って？　もしかして今日の特訓のことかい？」

　ジンも今日の特訓がいまいち上手くいっていないことに気づいていたことだろう。

　ましてや、エリンからの不満だって聞かされているのだ。

　ジンは俺が単に不調なだけなのじゃないかと、エリンを宥なだめているところも何度も目にした。俺へ何度も慰めの言葉もかけた。「そういう日もあるよ」って。

　ジンはおそらく俺が落ち込んでいると思っているんだろう。

　だから、こうして部屋に来たと。

　だけど、違う。今回の目的は別であった。

　俺は本題に入る。







「罠を作ってほしいと？」

「はい。いつも夕食食べてからの時間することがないですし……。どうせ暇なら《罠解除》の練習でもしたいなって。小規模な罠なら室内で発動させちゃっても問題ないですよね？」

　罠といっても、地形を変化させるような大規模なものから、手のひらサイズの魔法陣から電流がわずかに流れるといった規模が小さいものもある。

　俺は後者のような罠を作ってもらい、《罠解除》の練習をするつもりだった。

　ジンは俺の提案に少し困ったように頭の後ろを搔かいた。

「そういうことならエリンに――。いや、今は難しそうだね。ボクから頼んで罠を作ってもらうことにするよ」

「ありがとうございます」

　頭を下げる俺に、ジンは憂えた視線を落とす。

「こんな頼みをするなんて、今日のことが関係しているのかい？　あまり思いつめない方がいいよ。誰にだって調子の悪いときはあるから……」

「そういうのじゃないですよ」

「ボクは心配しているよ。エリンとも色々あったみたいだし。悩んでいることがあったら、なんでもいいから相談してね……」

「大丈夫ですよ。全部自分で解決するんで」

　咄とつ嗟さに出た作り笑いで誤魔化そうとする。

　自分が早く、《索敵》と罠系アーツの両立を果たせば、ジンに心配をかけていることも、エリンとの険悪な関係も解消するんだ。

　今、自分にできることはそれだけだ。

　考えを打ち明ける必要も、他人に同情してもらう必要もない。

　それでも、誤魔化しきれていなかったのか、ジンは不安を顔に浮かべていた。
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「眠くなってきたです……」

　パジャマ姿のネメが目を擦こする。肩に抱えた彼女は必死に眠気を堪こらえていた。

　気の抜けるような彼女の様子を見てほっとする。

　昔までの、抱えられることを嫌がっていた姿とは大違いだ。

　ネメがこんなに肩の上でくつろいでいるのも、走りの技術が向上したからなのだろう。

　自分の成長が感じられて、ちょっと嬉うれしかった。




　女児誘拐騒動があってから四カ月くらいの時が経たった。

　自分で言うのは気が引けるけど、多分俺は前に進めているのだろう。

　最初は苦労した《索敵》と《罠わな探知》や《罠解除》の同時展開も、今や自然と行えるようになっていた。

《索敵》に関しては日常生活内で常時発動するのが当たり前になってきたし、害意のない小動物や人間の気配まで察せるようになった。

　感じ取った生物の敵意のほどや、脅威度だって察知できるようになったし、気配の特徴を頼りにモンスターの種類や人物の特定もできる。

　すると見えてくる世界は変わってきて、頭に浮かぶ地図に反映される情報が桁違いに増えていった。

《索敵》が地図系スキルと相性がいいと世間で言われていることに半信半疑だった俺でも、これは認めざるを得ないだろう。

　最近では《罠探知》も《索敵》同様に常時発動している。

　これまた最初は苦労したが、慣れてしまえば問題ない。

　今では息をするように自然なものとして身についてしまった。

　驚いたことに街中でも《罠探知》に反応するものはある。

　民家や施設に設置されている警報装置や防犯装置も罠の部類に入るらしいのだ。

　おかげで、街中でも気を緩ませずに《罠探知》の練習が行えた。




　四カ月前に比べたら多少は進歩した俺だけど、まあ納得のいっていない現状の一つや二つあるわけで……。

「よっ！　今日も頑張っているな、幼女攫さらい！」

「おはよう、幼女攫いのお兄ちゃん」

　大変不名誉な『幼女攫い』という二つ名が浸透してしまったのだ。

　すごく嫌なんだけど……。

　女児誘拐の疑惑で捕まってから、巷ちまたで囁ささやかれ始めた二つ名。

　近頃、フォースが走り込みをサボるようになって街中を走る羽目になってからは爆発的に広まってしまった。

　忙しいだなんだと言い訳をつけてサボるのをやめろ、フォース……。俺に被害が降り注いでいるから。

「やめてほしいですよね……。幼女攫いって二つ名……」

「その気持ちわかるです！　ネメは幼女じゃなくて立派な大人なのです！」

「そうですねー。ネメ姉さんは気品溢あふれるレディーって感じしますもんねー」

　適当に相あい槌づちを打っておくことにした。

　随分棒読みで声に出したつもりだったが、ネメは真に受けて気分を良くしているようだった。にっこにこしている。

　さすがの俺も罪悪感に襲われ、話を逸そらすことにした。

「それよりネメ姉さん。二つ名って変える方法ないんですか？」

「……ないと思うです。もともと、二つ名って冒険者同士で話しているうちに自然と生まれるものです。誰かが決めたものじゃないから、やめさせるのも難しいです」

　思い返してみれば、俺もブロードの街にいた頃は他の冒険者の噂うわさ話ばなしをよくしたものだ。

　噂話の中で、俺も他の冒険者を二つ名で呼んでいた気がする。

　噂ってものは一度広まるとなかなか消滅しないものだ。

　この二つ名も当分、呼び続けられることだろう。

　現に、今もこうやって幼女を抱えて走っているわけだし。

「変えるのは難しそうですね……。ネメ姉さんには二つ名とかあるんです？」

　気になっていたことをこの際だから聞いてみた。

　正直言おう。できることなら、俺以外の人にも変な二つ名がつけられていてほしいという願いからの質問だった。

　人間不幸な目に遭うと、自身の幸せを願うより他人の不幸を願うものだ。自然な成り行きだろう。

　これって俺の性格が悪いだけなのか……？

「ネメはようせいって呼ばれているです」

「妖精ですか……。かわいらしくていい感じの二つ名……ズルいですね……」

　吐き捨てるように言う俺に、ネメは首を振った。

「妖精じゃないです……。『幼よう聖せい』だそうです……。ネメってそんなに幼く見えるです……？」

　しょんぼりするネメ。

　あまりにも落ち込んでいるので、慌ててフォローを入れる。

「そんなことないですよ。ネメ姉さんは俺にとって頼れる理想の年上女性です！」

　心にもないことを言ってしまった……。

　おそるおそるネメの顔を覗のぞくと、彼女は輝かしい笑みを浮かべていた。

「やっぱりそう思うです？　ノートは見る目あるです！」

　露骨に調子乗り始めた……。どうしよう……。落ち込んでいるよりはいいと思うけど……。

「まあ……お互い不遇な二つ名をつけられた同士、仲良くやっていきましょう！」

「なんでさりげなく同士にしているです!?　『幼女攫い』よりは『幼よう聖せい』の方が絶対マシです！」

「言ってはいけないことを言いましたね」

　わざと身体からだを上下させて走りだした。

「すみませんです！　ごめんなさいです！　もう裏切らないです！」

「わかりました。今回は許してあげましょう」

　ネメにとって乗り心地のよい、通常の走りに戻しておいた。

　顔を青くさせた彼女を横目で見る。

　ネメとのこうしたやり取りは、日常の数少ない癒しの一つだ。恥ずかしくて、本人には絶対言えないけど。

　そもそも、『到達する者アライバーズ』のメンバーに冗談を言えるような仲の人がネメしかいないのだ。

　エリンは論外だし、フォースも煽あおってくるばっかりであまりこっちから冗談を言ったりはしない。ジンは俺に優しく接してくれるが、そういう間柄じゃない。

　というわけで、この四カ月で一番話す割合が多かったのがネメである。

　出会った当初からは想像もできないような状況だ。

「ネメもかっこいい二つ名欲しかったです。この街にはネメと同じ神官なのにくらっしゃー？　とかいうかっこいい二つ名を貰もらっているひともいるらしいです。羨ましいです」

「クラッシャーですか？　パーティーの回復役である神官としてはどうなんですかね……？　もっと良さそうなのがありそうじゃないですか？」

「そうです？　ネメの二つ名に比べたら、大抵の二つ名はかっこよく聞こえちゃうです……」

「随分毒されていますね……。そういえば、ジンさんの二つ名はどんなのなんですか？」

「『黒影』って呼ばれているです」

「えっ……かっこいい呼ばれ方じゃないですか!?」
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「当たり前です。ネメたちが特別なだけです。他のメンバーはまともな呼ばれ方です……。他の人も聞くです？」

「いや、やめておきます……」

　人のまともな二つ名を聞いても嫉妬してしまうだけだ。

　それよりは知らない方がマシだろう。

「その方がいいと思うです……」

　ネメも同じ考えだったのだろう。

　小さな手で頭を撫なでられる。その優しさが心に沁しみた。

　そして、世の中には同情される方が辛つらい。

　そんなこともあるのだと、身をもって体験したのであった。





＊






　――足元。次、右斜め前。そして、岩の裏。

　気を抜かず、自分にできる限りの最速で。

　指先で魔法陣を解きほぐし、腰に差したナイフを抜いて暗闇に放った。

　正確に隙間へ放ったつもりだ。

　感覚さえ正しければ、ジンに仕掛けられた物理的な罠は堰せき止められるだろう。

　自分を信じて、確認もせず突っ切った。

　そして、左手でそのまま魔法陣の術式を解除する。

「なんなのよ！　もう！」

　エリンの不満そうな声が、暗くて狭い洞窟内に反響する。

「あのさ……どうして俺が《罠解除》を成功させると怒るんだよ……」

　不条理なエリンの態度に文句を言いつつ、右足を使い、探知していた罠をまた一つ解除した。

　その光景を見て、ジンが口を挟む。

「とっておきの自作の罠がいとも簡単に攻略されて複雑な気持ちなんだよ……」

　別にいとも簡単に解除しているわけじゃない。

　こう見えて、極限まで集中を張りつめながらやっているんだけど……。と文句を言いたかった。

　不満に思いつつ立ち止まる。この区域内にある最後の罠だ。

　慎重に。正確に。そして、早く。

　複雑な術式だとどうしても解除に時間がかかってしまう。

　今みたいに。ほら、二秒もかかってしまった。ジンだったら、もっと早く解けるのに……。

　俺が罠わなを解除し終えるのを見届けると、エリンは「ぐぬぬ……」と唸うなっていた。

　なんだよ、『ぐぬぬ……』って。犬かよ。

　対照的にジンは拍手で迎え入れてくれた。

「おめでとう！　完璧だね。これで罠に対処するアーツについてはもうボクから教えられることはないね」

　隣で威嚇を続けているエリンに目を移す。

　とりあえず、調子に乗った発言をするのはやめておこう。

「俺なんてまだまだですよ。練習で罠が解除できたからって、実際のダンジョン探索でできるとは限らないですし……」

「そんなことないよ。ノート君の実力ならダンジョンに設置されている罠も全く問題ないと思うよ」

「そうですかね……。戦闘職バトルスタイルが暗殺者のジンさんが作る罠ならともかく、エリンは罠作りの本職ってわけじゃないですよね？　ダンジョンにある罠の方が複雑ってことも――」

　エリンがすごい勢いで睨にらんできた。

　自分の失言に気づく。

　どうやら、俺の発言が彼女の高いプライドを刺激してしまったようだ。慌てて目を逸らす。

　ジンが慌ててフォローを入れた。

「エリンは罠作りの一流だよ。【全属性魔法適正】のスキルを持っているから、罠魔法も得意なんだ」

「そうなんですか……」

「そのくらい知っておきなさいよ」

　エリンは本当に一言余計だ。毎回イラッとさせてくる。

　口に出かけた文句をなんとか飲み込んだ。

　でも。その余計な一言がちょっとだけ嬉うれしかった。

　四カ月前のような、冷たくて、呆あきれや無関心に近い怒りとは違うから。

　彼女と仲なか違たがいした当初は口も利いてもらえなかった。

　俺が『到達する者アライバーズ』のメンバーの皆の前で何か言ってもエリンだけは頑かたくなに反応しなかったし、廊下ですれ違えば睨まれた。

　辛くなかったと言えば噓うそになるだろう。当時は毎日が苦痛だった。

　身近な人から嫌われるっていうのはどうしても精神的にくるものだ。

　全てを投げ出してしまいたい。そう思うことも一度や二度ではなかった。

　しかし、俺のアーツの精度が上がっていくにつれ、問題は解決していった。

　俺にやる気がないという勘違いをエリンが改めだしたのだ。

　彼女自身、過剰に怒りを抱いていたことに気がついたんだろう。

　それからはお互いの間に、気まずさが漂うようになった。

　俺から見て、エリンは決して素直に謝れるようなできた人間じゃない。

　あんなに冷たい態度をとっておきながら、何事もなく仲良くできるような器用な人間でもないんだろう。

　まだ怒っていることをしきりにアピールするためか、攻撃的な発言をしてくるが、いちゃもんのつけ方も不自然だ。

　無理して怒っているのだろう。一度出した矛は戻せないと言っているかのようだった。

　だからといって、俺の方から歩み寄るのもなんか腹が立つ。

　あそこまで悪意を向けられた人間相手に、どうして俺が胡ご麻まをすらなくちゃいけないんだよ。という気持ちがあった。

　そのような理由で、お互いの距離感は平行線をたどっていた。

　多分、どちらかが折れれば前みたいに。

　いや、前よりも仲良くなれるんだろうけど……。

「それと、ジン。ノートを調子に乗らせるようなこと言わないで。ムカつくから。まだ特訓の第一段階が終わっただけじゃない」

　ごめん、エリン。やっぱり仲良くできないかもしれない……。

　苛いら立だたしい気持ちを抑え、ジンがいる方へ向く。

　なるべく、エリンを視界に収めないように心がける。

「第一段階？　ということは第二段階もあるってことですか？」

「そうだね。それじゃあ、特訓の第二段階に移行することにしようか」

「はい。それで、第二段階って何をするんですか？」

　最近の特訓は手応えがなくなっていた。

　もう少し、難易度の高い特訓をしてみたいという気持ちも心の中にはあった。

　そわそわしながら先を促す俺に、ジンは告げる。

「《索敵》と《罠探知》や《罠解除》の同時発動をできるようになってもらおうかな」

「それって――」

　そこまで言って、口をつぐむ。

　しまった。どうやら俺は、ジンが言う第二段階とやらを、第一段階も終わっていない間から勝手にやっていただけのようだった。

　よく考えれば当然のことなのかもしれない。

　一つの技術を完璧に身につかせてから、いくつかの技術を同時に行えるようにするという形で段階を踏むのが普通ってものだ。

　しかし、俺は焦りのあまり、そのステップを無断で飛ばしてしまったのだ。

　ここまでくれば、もう黙っていることはできないだろう。

　怒られるかもしれないが俺は意を決して事情を説明した。







「本当なのかい？」

　俺の説明が終わった後、最初に口を開いたのはジンだった。

「はい……」

「どうせ噓でしょ、噓。見み栄えを張っているに違いないわ」

　エリンは悪態をついていた。どうしても、俺の発言を否定したいらしい。

「噓じゃないよ。ほら、証拠と言ってはなんだけど、エリンに怒られてから俺のアーツが下手くそになっただろ？」

「それがどうしたのよ……」

「言い訳みたいで言いたくなかったんだけど、あの時からなんだよ。《索敵》を同時に発動して練習するようになったのは。エリンの指摘を受けて、このままじゃ駄目だって自分なりに考えて……。そのせいで当分の間、《罠探知》や《罠解除》が疎おろそかになっていたのは悪かったと思うけど……」

　ここまで言って、エリンも事の全容を把握したようだ。

　気まずそうにあちこちを見回す。

　そして、観念したのか俺の目をおそるおそるといった様子で覗のぞき込んだ。

「なによ……それじゃあ、私がずっと勘違いしていてノートを怒っていたみたいな言い方じゃない……」

「エリンが最初に指摘した点は正しかったと思うし、全部が全部勘違いってことはないんじゃない？　俺が事情を話さないで誤解させたままにしておいたっていうのもあるし、エリンが気を悪くすることはないよ」

「急に大人な対応やめなさいよ！　私が悪者みたいになるじゃない！」

「ごめん……俺が全部悪いんだよ……」

「こら、謝らないでよ！　わざと私を苦しめるために言っているでしょ、それ！」

「そういうことでいいから。とにかく俺はエリンに謝りたいんだ……」

「わかったわよ！　私が悪かったわよ！　ごめんなさい……」

　俺達たちはお互いに頭を下げあう。

　そして、少し目を上げた。

　謝っているはずのエリンの顔には笑みが浮かんでいた。俺もきっと同じような表情をしていることだろう。

　こうやって、冗談交じりにふざけあうのも四カ月ぶりのことなのだ。

　他人から見たらなんてことない会話なのかもしれないけれど、俺にはそれがとてつもなく嬉しくて。ずっと待ち焦がれていたもののように感じられた。

　もしかしたら、エリンも同じように思っているのかもしれない。

　自うぬ惚ぼれに近い想像が過よぎる。

　さすがにないか。でも。もし、そうだったら喜ばしい限りだ。

「二人とも紆う余よ曲きよく折せつがあったけど、気が合いそうでなによりだよ」

　微笑ほほえましいものを見ているかのような温かい視線を送るジンの存在に気づき、俺達はバッと顔を上げる。

　タイミングもぴったり被かぶってしまった。なんか恥ずかしい。

「ジンさんも。色々と心配かけてすみませんでした」

　エリンとの仲が険悪だった間、一番迷惑を被っていたのは板挟みにされていたジンだ。

　彼は俺達のどちらにも気を配って立ち振る舞っていた。

「別に構わないよ」

　ジンは頭を搔かきながら応えた。

「一段落ついたし、話を元に戻そうか……。ノート君は《索敵》と罠対処系アーツの同時起動まではできるようになったんだよね？」

「そうですね……」

「なら、第二段階を飛ばして最終段階の特訓に進もうか」

「最終段階ってなんです？」

　俺の質問にジンは答えた。

「《索敵》や《罠探知》を長時間発動し続けられるようにすることだね」

「あの、それも――」





＊






　俺は今、とある命題に悩まされている。人が一生を懸けてでも、答えにたどり着けないかもしれない難題。

　すなわち、デートとはなにかという問題である。




　こんなことに頭を悩ませているのには理由があった。

　現在、俺とエリンは二人で黙々とピュリフの街の商店街を歩いているのだ。

　原因は俺にある。

　というのも、ジンが用意していた最終段階とやらの特訓を、俺が無断で進めてしまったからだ。

　本来だったら、特訓の第二段階に入った時点でジンは『到達する者アライバーズ』の欠けているもう一枠分、タンクの役割に就くメンバーの補充を始めようとしていたらしい。

　それなのに、俺が断りも入れずに勝手な行動をしてしまったせいで、メンバー不足でダンジョンに潜れないという事態に陥ってしまった。

　やることなすことが全部裏目に出る自分に嫌気がさす。

　ジンは決して俺を責めなかったが、そのことがまた心にくる。

　新メンバーを探している間、手持ち無沙汰にするのはもったいないということで、本来ならダンジョン攻略と並行して教えるはずであった他のアーツを教えてもらうことになった。

　次なる特訓に必要な武器を揃そろえるためにこうしてエリンと買い物に来ていたのであった。

『二人ともさっきまで喧けん嘩かしていたわけだしさ、仲を深めるためにも一緒に買いにいったら？　あれこれあったけど、二人は相性良さそうだしね』

　なにやら含みのある視線を向けてきたジン。

　相性がいい？　ないない。

　エリンとは男女の仲になるなんてこと、起こるはずがない。

　ジンにも買い物についてきて欲しかったが、新メンバー探しに忙しいと言って、そそくさと去ってしまった。明らかに挙動不審な速さだった。

　確かに、同じパーティーメンバーとして仲を深めた方がいいのは事実である。

　エリンも性格を除いたらかわいいし？　ちょっとはそういう浮いた関係になってみたいかも……。

　なんて下心は全くなかったが、ジンの提案に大人しく乗ることにした。決して見栄を張っているわけではない。







　そのように始まった買い物だが、現在二人の間に会話らしい会話はない。

　ジンが不自然な言動を放ってしまったせいで、お互いの間に何とも言えない雰囲気が漂ってしまったのだ。

　意識すればするほど、ぎこちなくなるっていうか？

　異性と二人きりの状況って何を話せばいいんだっけ？　普段通りに話せばいいのか。

　って、そもそも、普段エリンと会話してないじゃん。普段通りもねえよ。どうすればいいんだよ。

　頭の中が大洪水だった。

　とりあえず、落ち着こう。

　これは決してデートなんかじゃない。

　同じパーティーの二人が一緒に武器を買いに行っているだけだ。

　これならば、自然だろう。完璧だ。

　世の中には男女二人がお出かけをするだけでデートだと宣のたまうチャラ男がいるらしい。それは違うと声高々に宣言したい。

　もし、デートの定義が男女二人でお出かけすることだったら、ネメを担いで街中を走るのもデートになってしまう。

　あれはどちらかというと誘拐に近い光景だろう。自分で言うのもなんだけど。

　というか、エリン。何か喋しやべってくれ。

　なんでもいい。今なら罵倒でも許すから。

　なんでいつも口数多いくせにこういうときは黙るんだよ。

　もしかして、俺に「悪いことしたな……」って気に病んでいるのか？

　罪悪感があるなら、今すぐなにか話題を提供してくれ。それだけで俺は救われるから。

　こんなに会話のなくてつまらないお出かけがデートなわけあるか。

　悶もん々もんとした気持ちで歩いていると、目的の武器屋までたどり着いた。

　助かった……。十五分くらい黙りながら歩いていたからな。

　扉を開けると「いらっしゃい！」という威勢のいい声が待ち構えていた。

　声の主はガタイのいい禿はげたおっちゃん。店内にいるのが彼一人なのを見るに、店主なのだろう。

「おっ、エリンちゃん！　久しぶり！　隣の男の子は見ない顔だね……もしかして、彼氏かい？」

　いきなり爆弾をぶっこむのやめてほしい。

　普段はさばさばした受け答えをするエリンでも、その質問は不意打ちだったようだ。

「ち、ち、違うわよ……」

　とたどたどしく答える。

　尚なお更さらリアリティが増して、空気が三割増しで気まずくなった。

　エリンも同じように感じ取ったのか、気まずさを払拭しようと話題を変えた。

「なによ！　店主！　今日はやけに機嫌がいいじゃない！」

　店主のことを店主って呼んでいる人、初めて見た……。

　おっちゃんの胸には『グレイ』と書いてある名札がつけられてるからね。

　名前で呼んであげて！

　もしかしてエリン、動揺してるのか……？

「まあな。うちの店で一番高価な杖つえが売れたもんでな」

　嬉うれしそうに店主は胸を張った。

　エリンは店主の言葉に興味がないといった様子で店内を見回す。

　そして、ドヤ顔の店主に向き直った。

「そうね。じゃあ、私達にもこの店で一番高いダガーナイフを売ってくれるかしら」

「は？」

　驚きのあまり大声をあげてしまった。

「はいよ！」

　俺の反応がなかったことのようにして、店主はカウンターの裏側に行ってしまった。

「俺、そんなお金持っていないけど……」

「知っているわよ。関係ないわ、私が払うから」

「どうしてエリンが払うのさ」

「お詫わびとしてってことにすれば納得するかしら……今までのね……」

　目を伏せるエリン。

　すると、店主はこちらに戻ってきて、ダガーナイフを俺達の目の前に置いた。

　俺はナイフに詳しくないのでどれくらい業物なのかはわからなかったが、とにかくすごいナイフなんだろうなってことがわかるくらいはすごかった。

　何とも情けない感想である。

　値札に目がいく。桁が違った。比喩とかではなく。

「待って待って待って。こんな金額払うつもりなの？」

「私ほどの一流冒険者になると、お金に余裕があるのよ」

「だからってエリンが払わないでも……」

「お詫びとしてなんだから、黙って受け取っておきなさいよ！」

「無理だから。こんな金額のもの受け取れないから！　そもそも、お詫びをお金で解決しようとするのが――」

「もしかして、金額見てビビっちゃってるの？」

「そりゃそうだよ。誰だってビビるわ、この金額は！」

「あなた、意外と肝が小さいわね……」

「いやいや、エリンの金銭感覚が狂っているだけでしょ」

「ずっと使うものじゃない。高いもの選んで当然でしょ。そういうノートが貧乏くさいだけじゃないの？」

「俺が貧乏くさい？　冗談もたいがいにしろって」

「私が冗談を言っているように見えるの？　相当目が悪いのね。眼鏡買ったら？　もしかして、眼鏡を買う金もないのかしら」

「なんだと、このダンジョン成金女！」





＊






「どうして二人は仲直りのために買い物に出かけたはずなのに、仲が悪くなって帰ってきているのかな……？」

　ジンのもっともな指摘に反論がなにも思いつかない。

　今になって思い返せば最初の雰囲気はまだマシだったのだ。

　あの無言は解釈次第では初デート時の初々しさととれないこともないんじゃなかろうか。二百歩譲ればデートと呼べる代物だったのかもしれない。

　ところが、武器屋での言い合いを経て、どうせだし夕食でも一緒に食べるかってなれば店決めで揉もめる。店内でも揉める。帰り道でも揉める。

　どう弁明しても、デートと取り繕えない惨状だった。

　俺達たちはもともと相あい容いれない運命に生まれてきたのだ。似て対極なる存在。決して交わることはない。

　たいそうかっこつけた言い方をしてしまったが、ただ単に女慣れしていない男が女の子とのショッピングで失敗してしまったという、ありきたりで悲しい話なだけだ。

　四カ月前の関係よりは良くなったわけだし、総合的に見ればプラスなので許してはもらえないだろうか。

　今回のお出かけでは互いに喧嘩はしたけど、その間にある程度の思いやりは存在していたと思う。

　武器屋での討論の結末としてはエリンにもう一つ型の落ちたダガーナイフを買ってもらった。

　型落ちだからといっても値段は俺の手に届くようなものじゃない。

　本当にありがたい限りだ。

　だから、夕食は俺が奢おごるって言ったのに、「貧乏人が見み栄えを張っているのを見るのは見苦しいわ。今回は私が奢ってあげるわよ」って罵倒された。

　思い出したら腹が立ってきた

　結局、間を取って割り勘になったけど。

　それにしてもムカつくな、あいつ……。

　まあ、俺もエリンの優しさは感じていたわけで、それを素直に表現するのが難しい性格なだけだろう。

　嫌いというより好ましい人間の部類に入ると、この買い物で評価を改めた。

　だから、いくら喧嘩をしても、不快感は少なかったんだけど――。

　素晴らしく純粋な気持ちを心の中で吐露しているっていうのに、エリンは敵対するような視線をバチバチ向けてくる。

　引き下がるのは癪しやくなので、俺も負けじと睨にらみ返した。

　状況を全く理解していないネメは「あわあわ……」と慌てふためいていた。










　しかし、悲劇っていうのは油断したときに起こるもので。予測できないようなところから現れてくるのだ。

　でも、全くの不意打ちってわけじゃなくて。

　ああ、そういえば。と思うような布石がいくつもあって。

　でも、気づいた頃にはもうどうしようもなくて。

　ふざけんなって大声で叫びたくなるのが悲劇なのだ。




　バンッと大きな音が鳴り響く。リビングのドアが乱暴に開いた音だ。

　入ってきたのはフォースである。

　そして彼は開口一番、とんでもないことを口にした。




「オレ、『到達する者アライバーズ』辞めることにしたわ」
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　リビングにいた俺、ジン、エリン、ネメ、全員の視線がフォースに集まる。

　言っている意味がわからない。

　手がかりを摑つかもうと他の三人に目を移すも、誰も状況を理解できていないようだった。誰もが顔にはてなマークを浮かべている。

「い、一体どうしてだい？」

　ジンが深呼吸混じりに問う。

　冷静に努めようとしているのはわかったが、声は震えていた。

　ジンが動揺している。こんな姿を見るのは初めてだ。

　フォースも決して冗談で言っているのではないようだ。目つきは真剣そのものだった。

「好きな人ができたんだわ。自分で言うのも恥ずかしいっちゃ恥ずかしいんだが、多分、運命の相手っていうの？　そういう女性に出会えたんだ。すげえ今、幸せだし、今後もずっとこの幸せが続けばいいと思っている。だから、ダンジョン探索なんて危険なことはやめて、これからは相手の幸せを叶かなえるために尽くしていきたいって決めたんだ」

「結婚するってことかしら？」

　エリンが尋ねる。

「結婚とかは当分先になるし、まだ付き合ってすらいないけど……お互い相思相愛なのは間違いないと思う」

「それって……運命の相手と決めつけるのは気が早すぎないですか？」

「うるせえ。彼女ができたことないお前にはわかんねえことだろうよ。大人しく黙っていろ」

　俺にだけ口調が酷ひどい……。

　まあ、フォースの言う通り、彼女はできたことないんですけど……。

　何も言い返せねえよ、おい。

「相手はどこの誰です……？」

　ネメが首を傾かしげながら訊きいた。

「ロズリアっていうかわいい神官の女の子だ。何度も言うと惚のろ気けのように聞こえちゃうかもしれないが、とにかくかわいい女の子なんだ」

　二度目のかわいいと言う場所で強調するように語勢を強めるフォース。

　自慢するように俺に視線を向けてくるのをやめろ。

　それにしても、ロズリアか……。その名前、どこかで聞いた覚えがあるんだよな……。どこで聞いたんだっけ……？

　横を向くと、エリンの驚きよう愕がくに満ちた顔があった。ジンもネメも同じような表情をしている。

　俺はおそるおそる尋ねてみた。

「ロズリアって一体誰なの？　みんな知っているみたいだけど……」

　隣のエリンに小声で問いかける。

　彼女は何度も口を開けたり閉めたりを繰り返し、ようやく声を絞り出した。

「ロズリア・ミンクゴット、周りにいる男に手当たり次第にアプローチをかけて惚ほれさせ、同時に複数の男と関係を持って男女関係のトラブルを引き起こしまくる、ピュリフの街で有名な厄介者よ……。痴情のもつれによって崩壊させたパーティーは両手の指じゃ数えられない。そのことから、『傾国クラツシヤー』という二つ名がついたほどだわ」

　クラッシャー……。確かその二つ名は聞いたことがある。

　ネメだ。ネメから聞いたんだ。

　クラッシャーって呼ばれている神官がピュリフの街にいるって。

　てっきりその時は、攻撃的な神官の二つ名かなんかだと勘違いしていたが、どうやらパーティーをクラッシュする方だったとは……。

　しかし、ここまで言われてはフォースも黙ってはいない。

「おい、ロズリアちゃんのことを悪く言うなって！　そういう噂うわさがあるのは事実だ！　だけどな、噂で人を判断するっていうのはどうなんだよ！　それって正しいのか？　ロズリアちゃん本人と話したことがあるのか？」

　フォースは勢いづいて、熱弁を振るう。

「オレはある！　何度も二人で話した。そして、確信した！　ロズリアちゃんは周りの人が噂するような悪い人じゃねえって！　かわいくて、誰にでも優しく接することができる善人だからこそ誤解されちゃうんだ。もしかしたら、ロズリアちゃんに嫉妬している心無い女が腹いせに噂を流しただけかもしれない。そうだ。そうに決まってる。オレは噂に惑わされねえ！　ロズリアちゃんを信じる！　あいつだって、酷い噂に心を痛めているんだよ！　オレの前で涙さえ流していたんだ。だから、ロズリアちゃんを悪く言うやつは許さねえからな！」

　息をはあはあ上げ、フォースは言い切った。やり切ったという満足感が顔には浮かんでいた。

　ちょっとかっこいいと思ってしまった。

　ジンは申し訳なそうに目を伏せながら、口を開く。

「ボクなら彼女と直接話したことがあるよ。知り合いが彼女の起こした男女トラブルに巻き込まれた際にちょっとね。ボクから言わせてみれば彼女はクロっていう印象だったよ。あの目は確実に噓うそつきのものだったね。悪いことは言わないから、ロズリアだけはやめといた方がいいよ」

「マジか……話したことあんのかよ……。くそっ、お前は人を見る目はあるんだよな……。で、でも、万が一ってこともあるんじゃねえのか……？」

「逆に質問させてくれないかな？　フォースから見て、彼女に疑うような点は本当になかったの？」

「悔しいが、ないとは言い切れねえ……最初に会ったとき、ロズリアちゃんは酒場の喧けん嘩かに巻き込まれていたわ……。喧嘩っていうのも男二人のロズリアちゃんの取り合いが理由みたいだったし……。でも、オレがあいつを助けて、事情を聞いたら納得できるものだったから大丈夫だ。何を言われてもオレはロズリアちゃんを信じるぜ！」

　完全に思い出した。ロズリアという名前をどこで耳にしたのか。

　牢ろう屋やの中だ。女児誘拐容疑で捕まった際、正面と隣の牢屋にいた男がロズリアという女性を取り合って口論していた。

　もしかして、フォースが酒場で立ち会った喧嘩ってあの二人の喧嘩なんじゃないだろうか？

　二人が喧嘩で捕まったのは俺が捕まった前日と言っていた。

　その俺が捕まった理由というものも、ネメを抱えて街中を走ったからであった。

　それもそもそもと言えば、フォースが前日の夜に遅くまで酒を飲んでいて、走り込みをサボったのが原因だった。

　あの時、フォースはやたらと女と二人きりで飲んでいたことを強調していた。

　その女っていうのがロズリアを指していたのではないだろうか。

　最近フォースが忙しそうにして、走り込みをサボっていたのもロズリアの影響かもしれない。

　全部が繫つながった気がした。

　牢屋にいた二人の口論を思い出すに、あの男達たちはどちらも自分こそがロズリアと両想おもいだと言い張っていた。現在のフォースと非常に近い状態だ。

　もしかして……。もしかしなくても、フォースは騙だまされている。そんな気がした。

「ロズリアっていう女、よく男に貢がせるっていうし、あなたも貢がされていないでしょうね……」

　エリンは呆あきれ果てた様子で目を細めた。

　対して、フォースは自信満々に胸を張る。

「貢がされてなんかないわ！　まあ、プレゼントならたくさんしたけどな。最近だと、店で一番高かった杖つえを――」

「それ、貢がされていますから！」

　我慢できずにツッコミを入れてしまった。

　大声をあげた俺を横目に、フォースは人を小馬鹿にするように鼻で笑う。

「はあ。これだから、彼女いない＝年齢の人間は……。なんにもわかってねえな。お前なんてどうせ女の子との初めてデートしたところで、奢おごられるような情けないタイプの人間だろ。一目でわかるわ。甲か斐い性しようなしっぽいやつには言われたくないわ」

　フォースの的確な分析が俺に刺さる。

　今日まさに心当たりのエピソードがあった俺は大ダメージを食らった。

　俺、すごくフォースに下に見られている気がする。

　絶対、こいつ両想いっぽい女の子が現れて調子に乗っているでしょ。




　決めた。これ以上、傷つきたくないので黙っておくことにしよう……。




　それから数十分。ジンとエリンとネメの必死の説得も空むなしく、「オレはロズリアちゃんを信じる！」と言って、フォースはパーティーハウスから勢い良く飛び出したのであった。





＊






　リビングに残された四人は肩を落としていた。

　困りと呆れが半分ずつといった表情のジンとエリンとネメ。

　そこに更なる別の精神的ダメージが加わっている俺である。

　このまま黙っていても仕方ないので、状況整理をしようと口を開く。

「よくあるんですか？　こういうことって……」

「初めてよ！　フォースの馬鹿がパーティーを抜けるって言いだすなんて……」

「それだけロズリアって子が男を誑たぶらかすプロってことなんだろうね……」

　イラついている様子のエリンにジンがフォローを入れる。

「噂だとそのロズリアって人、すごく胸が大きいらしいです！」

「ネメ姉さん。人が真剣な話をしているときにふざけないでください」

「すみませんです……。ふざけたつもりはなかったです……」

　俺とエリンの責めるような視線にネメは肩をしゅんとすぼめてしまった。

　ネメの的外れな発言のせいで変な空気が流れる。

　ため息を吐きながらエリンはソファーの上に寝そべる。

「とにかく、どうやってフォースの目を覚まさせるかよね……」

「あの様子じゃ、いくら言ったところでボク達の話には耳を傾けなさそうだしね」

「ロズリアって人が本気でフォースを好きな可能性はないです……？」

　ネメが尋ねた。カーペットに膝を抱えて座っているため、いつもより数倍も増してちっこく見える。

　ネメの問いにジンは首を横に振った。

「おそらく、それはないんじゃないかな？」

「どうしてです……？」

「噂だから確証は持てないけど、ロズリアって子は特定の誰かを選ぶってことは今までにしたことがないらしいよ。色んな男の人に見境なく接近して、たくさんの人にちやほやされ、自分を取り合っている姿を見るのが好きらしいね。俗に言う、パーティーの姫ってやつになるのが上う手まいらしいから、この街の冒険者の仲間内でも随分警戒されているんだ。まあ、警戒されててもフォースみたいに引っかかっちゃう人もいるんだけどね……」

「よく考えなさいよ！　あのフォースよ！　男慣れしている悪女に本気で好かれるなんてあるはずがないじゃない！」

　なんと説得力がある言葉か。この場にいる全員が満場一致で頷うなずいてしまった。

　同じ『彼女ができたことない同盟』だった仲間としては少しかわいそうに思える展開だったが、散々馬鹿にされたことを思い出して擁護するのはやめた。

「そうすると、フォースさん自身に自分が騙されていると気づかせるしかないですよね……」

「そうね。問題はどうやってフォースに気づかせるかよ……」

　エリンの呟つぶやきに反応して声をあげたのはネメだ。

　名案を思いついたのか、自信満々に手を叩たたく。

「フォースを誑かすのをやめるように、ロズリアって人に直接言うのはどうです！」

　ネメの案に否定を入れたのはジンだった。彼は苦笑いをしていた。

「無理なんじゃないかな、それは……。又聞きの話だけど、とある冒険者が自分のパーティーの男に言い寄ったロズリアを注意したんだって。だけど、彼女は素直に聞き入れず、取り巻きの男達にあることないこと言いふらして注意してきた冒険者をボコボコにしたらしいよ」

　ロズリアの無茶苦茶な行動に一同は啞あ然ぜんとして、黙り込んでしまう。

　俺の想像してた以上にロズリアは危ない人らしい。

　数多あまたの男を誑かし、逆らう者が現れたら取り巻きの男を使って駆逐する。相当危険な女だ。

　皆、フォースに目を覚まさせる作戦が思いつかないみたいだ。

　八方塞がりという感じ。全員の顔が沈んでいる。

「無理かもね……」

　呟いたのはエリンだ。

　彼女の言葉を否定したいのは山々だが、誰も否定できる根拠がなかった。

　口を閉ざすしかない。それが無性に悔しかった。

　この数カ月間。ダンジョンに潜ることを目標に頑張った。

　日常生活の全てで《索敵》を発動し続けた。常にアーツを発動しているので、気を抜ける時間なんてものはなかった。

　エリンにだって嫌われた。それでも、一度決めたことは守り続けた。

　自分で言うのもなんだけど、昔の俺じゃ考えられないくらい努力した。

　泣きたくて、辛つらいこともたくさんあった。

　練習が上手くいかない日なんかは、自分が許せなくて、本当に辛かった。

　嬉うれしいことの方が圧倒的に少なくて。苦しい毎日だった。

　それなのに。何かが変わればと、これだけ足あ搔がいて前に進んだのに。

　こんなことで終わるなんてありかよ……。

　心の中から湧き出る不平、不満、文句。

　その全部をあの大馬鹿にぶつけてやりたい。フォースをぶん殴ってやりたい。いっそ悲惨な目に遭わせてやりたい。

　しかし、俺の言葉なんて有頂天な気分のフォースには届かなくて。

　俺の力無い拳は、全ての攻撃を見切れるスキルを持つ、フォースには届かない。

　だから、俺がフォースに与えられる復ふく讐しゆうなんてどこにもなく――。

「……あっ」

　不意に脳裏に過よぎる一手。頭の中に散らばってしまわないように再構築を繰り返し、形作る。

　いける。いけるかもしれない。

「フォースさんに目を覚まさせる手を思いついたかもしれません……」

「本当に!?」

　エリンが身を乗り出す。

　ああ。フォースに目を覚まさせるついでに、復讐を遂げる方法が。

　性格の悪い俺だからこそ、思いついた逆転の一手。

　好きな人がいる？　そんな人が一番嫌がる行動ってなんだ？

　決まっているだろ。相手を奪うことにほかならない。三角関係を作ればいい。

　普通の場合ならこの作戦は選べない。好きな相手を自分に振り向かすなんて芸当、そう易やす々やす行えない。

　ただ、この場合。相手がロズリアなら行えるのだ。

　俺は逸はやる気持ちを抑えながら、早口にならないように話しだす。

「ロズリアさんって男の人なら誰でも見境なく手を出すんだよね。なら、それを利用しない？」

「利用するってどうやってよ……」

「俺がロズリアに近づいて誑かされればいいんだよ。正確には誑かされたふりだけど。いくらフォースさんでも、俺とロズリアがいちゃいちゃしている光景を見れば、自分が騙されていることに気づかないかな？」

　自分の運命の相手だと思っていた女の子が他の男に愛あい嬌きようを振りまいていたらどう思うだろうか。

　ましてや、散々見下していた俺という存在。

　さすがのフォースでも我に返るだろう。

　多少、希望的観測は入っているけれど。

　そして、この作戦のいいところはロズリアに敵対しない点だ。

　彼女が思い描くシナリオ通りに事を運び、自分を取り合う男二人という承認欲求が満たされる光景を見せ、満足させたところで、こちらはこちらで目的を果たす。

　成功すればフォース以外誰も損をしない作戦だ。

「成功しそうな気がするです！　いい案だと思うです！」

　ネメは目を輝かせ、手を握ってきた。

　対するエリンは不安そうな表情を浮かべている。

「惚ほれている演技をしている最中、ノートが本気で惚れちゃうって可能性はどうなのよ？　ミイラ取りがミイラになったら笑えないわよ……。だったら、女性に免疫がありそうなジンの方が適任じゃ……」

「ジンさん、誑かされたふりいけますか？」

「うーん……誑かされたふりか……自信はないね……」

「だってよ、エリン。ふりの上手さだけでいったら、ジンさんより俺の方が得意なんじゃない？　俺って女慣れしてなそうだし、ちょろそうじゃん」

「それ……自信満々に言うことじゃないわよ……」

「ノート君、その作戦をどうしても自分で決行したいみたいだね？」

　ジンは俺の思惑を見抜いたようだ。

　ばれてしまってはしょうがない。素直に白状することにしよう。

「当たり前じゃないですか。散々フォースに馬鹿にされたんですもん。自分の手で痛い目見せてやりたいじゃないですか」
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　視界の左側に位置する窓に目を向ける。

　空は一面を雲に覆われており、薄白い光が店内に差し込んでいた。

　奥の柱に立てかけられた時計を見る。短針は右側方向、水平に横たわっている。

　昼過ぎということもあって客はまばらだ。

　明かりを灯ともすのにも躊躇ためらわれる時間帯のせいで辺りが微妙に暗い。どんよりとした空気がこの酒場に漂っていた。

「もう約束の時間よね……」

　丸形のテーブルを挟んで正面に座っているエリンがぼやく。

　目を細め、店の中を一周見回していた。

「そろそろ来るんじゃない？」

　何の根拠もない発言を口にする。

　俺とエリンがこうして酒場で顔を合わせているのは別に親交を深めるためとか、そんなんじゃない。

　作戦を決行するためだ。

　俺がロズリアに誑たぶらかされたふりをし、フォースを呼び戻す作戦。

　その一番初めの段階であるロズリアとの接触――というか待ち合わせをここでしていた。

　入り口のドアにかけられた鐘の音が鳴る。

　開かれた扉の中央にいたのは、白い法衣姿の女性。いや、俺より少し年齢が上なだけの女の子と表現した方が正しいかもしれない。

　きょろきょろと周囲を見ている。目が合った。

「すみません、遅れてしまいました」

　小走りで駆け、こちらに着いて早々、深く頭を下げる。

　そして、彼女は頭を上げた。藍色のふんわりとした髪が持ち上がる。

　またしても彼女と目が合って、俺は息を呑のんだ。

　艶やかで潤んだ瞳。欲情を誘うような湿った唇。首元から見える肌は法衣と遜色ないんじゃないかってくらい綺き麗れいな白だ。

　さらに下に目を向けると、服の上からでも一目でわかるほど大きい胸。ぴちっとした法衣を着ているため余計に目立つ。

　予想外のあどけなさ、予想通りの美貌、予想以上の胸の大きさに思わず目を奪われていた。

　俺の感覚が告げる。こいつは強敵だ――と。

　慌てて頭を振る。落ち着け。冷静になれ。目的を忘れるな。

　エリンに目め配くばせをする。彼女は俺の伝えたいことを察したようだ。軽く頷うなずいた。

　今回の会合にエリンを連れてきたのには理由があった。

　単純に考えると、俺だけでロズリアと会った方がお互いの距離を縮め易やすそうに思える。

　だが、今回はあえてその方法を取らなかった。

　というのは、ロズリアを酒場に呼び出した口実にある。

「ちょっとあなた！　うちのパーティーのフォースを、なに色目使って誑かそうとしているのよ！」

　エリンが机を叩いて立ち上がる。大きな音が響いた。

　数少ない客も音に反応し、こちらに目を向ける。

　ロズリアは肩を縮こませていた。

　そう、俺達たちはフォースの件を問いただすことを口実にロズリアを呼び出したのだ。

　誰もが悪手だと判断するような、最悪の初手。俺の案だ。

　これは仕方がなかった。まず、ロズリアに手早く会える口実が思いつかなかった。

　いつも男を周りに侍はべらせ一人になることが少ないロズリアに正攻法で近づくのは難しい。

　俺がロズリアに好意を抱いていることを装って、彼女に話しかけるのは不自然だ。

　ロズリアも自分がこの街でいいように言われてないと自覚しているのは、フォースの発言から確認済みだ。

　そんな彼女にやたらと不用心に俺が近づいていったら警戒される。

　また、俺がフォースと同じパーティーに所属していることも、すぐにばれてしまうだろう。

　不覚にも、俺は『幼女攫さらい』という二つ名でこの街で有名になってしまった。素性を隠すのは難易度が高い。

　俺がロズリアとフォースの仲を知らない前提で近づくのも、フォースから話を聞いていたら一発でばれるタイプの噓うそなのでやめておいた。

　偽ることが難しいならば、俺達は真実を使うことにした。

　俺はフォースとロズリアの関係を知っている。

　それ前提で彼女に俺を落とさせる。そして、俺は落とされたふりをする。

　この作戦なら、問題ないはずだ。

「落ち着いてエリン。俺達は話し合いに来たんだから……」

　そのための手て筈はずとして、俺はヒートアップしているエリンを宥なだめる。

「そうだけど！　でもっ……」

　エリンは俺を睨にらむ。客や店員の目が集まっていることを悟って着席する。

　悔しそうに拳を握っていた。

　迫真の演技だ。エリンがここまで演じることが上う手まいとは思わなかった。

　というか、本当に怒っているみたいだった。

　もしかしたら、ただ単純に怒りをロズリアにぶつけているだけなのかもしれない。シナリオを忘れていないことを祈るのみだ。

　この場において、俺とエリンにはそれぞれ役割を割り振っていた。

　エリンはロズリアをきつく問い詰める役。

　俺は熱くなったエリンを宥めて、仲裁する役だ。

　敵意をあからさまに向けてくるエリンを隣に置くことで、相対的に俺を自分の味方サイドだとロズリアの意識に刷り込む。エリンを連れてきた真意だ。

「わたくしはそのようなつもりじゃ……」

「うるさい。猫被かぶってないで、さっさと本性現しなさいよ！」

　弱々しく首を振るロズリアに、エリンはぴしゃっと言い放つ。

「あなたが尻軽女ってのはもうわかっているのよ！」

「おい、言いすぎだって！」

　エリンの口を焦って止める。

　ジンの忠告を忘れるな、エリン。

　ロズリアに露骨な敵対行動を取ると、取り巻きの男を呼ばれ、ボコボコにされるぞ。頼むから節度のある非難にしてくれ。

　視界では確認できないが、《索敵》ではこちらの様子を陰から監視している二人組の存在を確認している。

　しかも、かなりの腕利きだと《索敵》が告げていた。

　幸いにも、今の時点では俺に敵意を向けていない。

　即座に危険が迫っているわけじゃないので、頭の片隅にとどめておく程度でいいだろう。

　彼らから敵意を感じるようになったら作戦を中止して一目散に逃げるつもりだ。







　言い合いが始まり、しばらくの時間が経たつ。

「もう話にならないわね！」

　エリンが話をぶった切り、立ち上がった。

　彼女は怒りに顔を染めていた。

「ノート、あなたもなんなのよ！　このビッチの味方しちゃって！　こんな女のどこがいいのよ！」

「俺はロズリアさんの味方をしているわけじゃないよ。ただ、エリンが熱くなりすぎてるから……」
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　もう、こいつ完全に作戦のこと忘れてるだろ……。

　これ以上、この場に留とどまらせるのは危険だ。帰らせよう。

「エリンがいると話し合いが進まないし、もう帰ってくれ！　頼むから！　後は俺が事情を訊きくから」

　エリンの両肩を押して店から出るように促すも、彼女はまだ言い足りないようだ。

「そんなにあの女と二人っきりになりたいの？　下心丸見えで、露骨よ！」

　そうだよ！　二人きりになりたいんだよ！　作戦のためにな！

　だから、黙って出て行ってくれ。余計なことは言うな。今すぐに口を閉じろ。

「いいから、落ち着け。目的を忘れるなよ」

　無理やりにもエリンを店の外に押し出す。

　もう力技だ。なりふり構っていられない。

「ノート！　覚えてなさいよ！　こんな態度を取って！　ただじゃ置かないんだから！」

　覚えていなくちゃいけないのはエリンの方だ。パーティーハウスに戻ったら、絶対説教してやる。

　店のドアまでエリンを追いやり、外へ追い出した。

　急いで、ロズリアのいる席まで戻る。

　やっとだ。やっと、ロズリアと二人きりになれた。

　彼女と出会ってから十分以上は経った。

　途中、何度エリンの発言にひやひやさせられたことやら。

　散々、策を張り巡らし、エリンの妨害に耐えて、ようやくロズリアとの戦いの舞台が整った。

　労力に全く見合っていない成果。

　エリン達にこの作戦の詳細を説明した際には反対された。そこまで、面倒な仕込みをする必要はないのでは、と。

　しかし、それは間違っている。

　相手は男に対しては百戦錬磨の猛者。対男性における最強の存在。

　そんなロズリアに対して、女性経験が無に等しい最弱の格下が戦いを挑むのだ。

　実力差の開き切った相手にはこれくらいやらないと同じ土俵に立てない。

　これは挑まれる立場である『到達する者アライバーズ』の皆にはできない、弱者だけの戦い方。

　卑屈でなんの取り柄もない俺ができる唯一の戦い方だ。

　冒険者という職にしがみつくために荷物持ちにさえ勤いそしんだ野良パーティー時代から始まり、エリンに嫌われることも厭いとわずアーツ向上だけに突き進んだように。

　失意の底で学び、『到達する者アライバーズ』に救われてからも続けているやり方。

　目的のためにプライドを捨てて、なりふり構わず、使えるものは全部使う。

　さあ、勝負だ。ロズリア。

　多分、彼女は勝負を挑まれていることにも気がついていないのだろう。それでいい。俺も気づかせるつもりはない。

　戦いを気づかせずして、勝敗を決させるワンサイドゲーム。

　格上相手にはそれくらいのハンデがなくちゃ戦えない。
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「よしよし。ノートくんは何も悪くないですよー」

　頭にロズリアの手が添えられる。

　つむじを滑らかに撫なでる温かい感触に思わず目を閉じてしまう。

「だから、そのように悩む必要も苦しむ必要もないですよ。辛つらさから解放されるのなら、わたくしは喜んで話し相手になります」

　そのままロズリアは俺の頭を抱きながら優しく手を引いた。

　俺は心地よい誘いに身を任せることにした。

　このままロズリアの手の赴くままに従えば、彼女の豊満な胸に顔をうずめることになるだろう。それでもいいや。

　ロズリアの腕が頭の後ろに回される。あと少しで楽になれる。

　椅子から腰を浮かし、倒れ込むようにロズリアに重心を預け――。

　待て待て待て。

　その場で踏みとどまる。俺の顔とロズリアの胸まではあと３ｃｍあるかないかといったところ。

　とても不格好な中腰状態で立っていた。

「どうかされましたか？」

　頭の上で優しい響きを持った声が紡がれた。

「いや、会ったばかりのロズリアにそこまでしてもらうのは悪いかなって……」

　唇を嚙かみしめ、何とか正気を取り戻す。

　彼女の腕を優しく振りほどき、席に着いた。

　ロズリアは少し残念そうな顔をしていた。

「遠慮する必要なんてないですよ。でも、そういった紳士的なところも素敵だと思います」

　言い切ると、表情を一変させ、微笑ほほえんできた。

　頭上に灯ともる照明なんかとは比べ物にならないくらい眩まぶしい笑顔。

　向けられたその表情に、俺はただ苦笑いを浮かべることしかできなかった。

　――想像以上だ。想像以上に目の前の女は危ない。

　危うく落とされるところだった。完全に負けかけた。

　あのまま彼女の胸に顔をうずめ、慰められていたら、確実に俺はロズリアの虜とりこになっていた。

　おそらく、あそこから逃れられる術すべはない。

　我ながら、寸前で止まることのできた自分に感心してしまう。

　そして、そんな自画自賛を満足に受け止めることができないほど、俺はロズリアという女に戦慄していた。







　心を落ち着けがてら、ここまでの経緯を思い返すことにしよう。

　制御の利かなくなったエリンを酒場から追い出したのち、俺とロズリアはようやく二人きりになることができた。

　さて、ここからどう話を持っていこうかと悩んでいると、

「少しお腹なかが空すいてしまいました。よろしかったら何か頼んでもいいでしょうか？」

　とロズリアからの提案を受けた。

「そうですね。せっかく料理が美お味いしそうな酒場に来たんですもんね。料理頼みますか」

　ロズリアは俺を標的に定め、この店に長居することにしたようだった。

　俺としてもこの展開は都合がいい。

　フォースの件をダシにロズリアを呼び出したものの、二人きりになったからにはその話題から逸それて、早くプライベートな話をして距離を詰めたかった。

　ロズリアも同じ気持ちだったのだろう。

「この店のおすすめ料理を知っていたりしますか？」

　話題を器用に変えるロズリア。

　俺もその流れに乗ることにした。

「この店来たのは初めてなんですが……メニュー見た感じ、肉料理がおすすめみたいですよ」

「そうみたいですね。じゃあ、肉料理にしようと思います。ノートくんはどうします？」

「俺も同じようなやつにしようかな……」

「これなんて美味しそうですよ。ああ、あとこれも」

「じゃあ、これにしようかな？」

「いいですね。わたくしもそれ美味しそうだと思います」

「そうかな？」

「はい、絶対美味しいですよ。わたくしのと少しずつ分けっこしません？」

「まあ、ロズリアさんがいいなら……」

「ロズリアでいいですよ。呼ぶの。あと敬語も外しちゃって構いませんよ」

「でも、失礼じゃないですか？　ロズリアさん、一応年上だし……」

「女の子に年上って言うの失礼ですよー」

　頰を膨らませるロズリア。

「すみません……」

「悪いと思っているなら、ロズリアって呼んでくれませんか？」

　彼女はいたずらな笑みを浮かべていた。

「……ロズリア」

「えへへ、なんか恥ずかしいですね……」

「こっちだって恥ずかしいんだけど……」

「なら、お酒でも頼んじゃいますか！　恥ずかしさを紛らわすために！」

　メニューのアルコールのページを開くロズリア。

「どれにします？　わたくしはこれにしようかな……？　ノートくんは？」

「ええと、これかな……」

　あれ？　お酒まで頼むつもりなかったんだけどな……？

　いつの間にかペース握られてない？

　そんな疑問が一瞬脳内に浮かんだが、ロズリアが店員を呼ぶ声にかき消されていったのであった。







「あの……大丈夫でしょうか……？」

　二人きりになった直後のことを思い返して、上の空になっていたようだ。

　視界のすぐ先でロズリアが手を上下に振っている。

「ごめん。考え事してた……」

「なに考えていたのですか？」

「いや……なんでも……」

　顔を近づけてくるロズリアに思わず腰が引いてしまう。

　近いって。っていうか、手、軽く握られているし。

「そう言われてしまいますと、さらに気になっちゃいますね」

「ほんと大したことじゃないから。それで、何の話していたんだっけ？」

「忘れてしまったのですか？　ノートくんの幼おさな馴な染じみさんの話ですよ」

　そうだった。俺は会話の種にと野良冒険者時代にお世話になった鉄板話、ミーヤに見限られたエピソードを話していたのだった。

　その結果、ロズリアに慰められ、頭を撫でられる状況に陥ったのだ。

　どうしてこうなったかはよく覚えていない。

　ふと気がついたら、こうなっていた。自分でも全く意味がわからない。

　多分、選択肢を間違えていたら負けていた。

　ミーヤとの話ではなく、『到達する者アライバーズ』での苦労話をして慰められていたら、俺は彼女の抱擁に抵抗することができずに落とされていただろう。

　ミーヤの話をしようと口を開いたとき、俺は自分の中に生じた違和感を発見した。

　ミーヤ。その名前を、存在を。ここ数日、いや数カ月、全くと言っていいほど思い返していなかったという事実に。

　半年前の俺では想像できなかった。ミーヤのことを忘れていられるなんて。脳内に浮かばない日がくるなんて。

　何をするにも彼女の姿がちらついて、心臓と喉の間がぎゅっとするような苦しみを味わっていた自分はもういなかった。

　おそらくそれは、俺の中でミーヤとの別れに一つの区切りがついたってことだと思う。

　要するに、俺は変われたのだ。

　過去を引きずって怠惰な毎日を送っていた自分から、ダンジョン攻略という目標に向かって前に進む自分に。

　だからだろう。過去の過ちを全て肯定して受け入れてくれる、そんなロズリアによる悪魔の甘言は心に響かなかった。

　当たり前だ。

　ロズリアが認めてくれた俺は過去の自分なのだ。

　現在の自分じゃない。いわば別人なのだ。

　そんな別人を褒められてもなんら嬉うれしくない。

　昔の情けない自分のまま、立ち止まって変われないでいたらロズリアの誘惑に負けていた。

　だから、彼女の誘惑に負けなかったのは俺自身が変わった証拠でもあり、それが耳元で投げかけられる甘い言葉なんかよりもずっと嬉しかった。

　変わりたいと思っていた自分から、少しだけ、ほんの少しだけかもしれないけど前進している。俺の努力は無駄じゃなかった。







　それからの俺は、なるべく『到達する者アライバーズ』に加入後の話を避けながらロズリアとの会話を続けた。

　自分が変わったといっても、変わったあとの自分をロズリアに肯定されちゃ意味がない。

　手も足も出ないまま、彼女の胸に沈む羽目になるだろう。

「それでは、またたくさんお話しましょうね」

　ロズリアが元気よく手を振っている。

　場所は酒場を出た先すぐの道路だ。いつの間にか辺りは暗かった。

　随分、はっきりと星が見える。

「こちらこそだよ。今日はとても楽しかった。ありがとう！」

　耐えきったのだ。俺は。最後まで。ロズリアの誘惑に。

　手を振り返して、その場を去る。

　ロズリアの視線が背中に刺さっているような気がしたが無視する。

　これ以上はもたないかもしれないからだ。

　今日の作戦は終了だ。成功といっても過言じゃない出来だろう。

　ロズリアとの接触は果たした。距離も縮めた。

　あとは、フォースに二人で仲睦むつまじくしているところを見せつけるだけだ。

　これは次の機会にしよう。

「次の機会か……」

　ため息が出る。

　もう一度、耐えきらなくちゃいけないのかよ……。

　軽い絶望に苛さいなまれながら、俺はパーティーハウスへの帰路につくのであった。
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　憂鬱のあとには憂鬱がやってくるというか、すっかり忘れていたというか、なんというか。

　うん。どうするか。

　とりあえず、気持ちを落ち着かせるために開きかけた扉を閉めた。

　この扉というのはパーティーハウスに入るドアのことである。

　潜くぐらなければ、部屋で心を落ち着かせることもできないが、その前には大きな試練が立ちふさがっている。精神的にも。物理的にもだ。

「ちょっと！　何も見なかったかのように閉じてんじゃないわよ！」

　勢いよく開かれた扉とともに怒鳴り声が飛び込んでくる。

　声の主は、ずかずかとこちらに迫ってきていた。

「閉じるのも当たり前だわ！　ドア開けたら、仁王立ちで待っているなんて怖すぎるから！」

　俺は腕を組んで玄関で睨にらみを利かせていたツインテールの少女、エリンに向かって物申す。

　その声は少し、自分でもわかるくらい震えていた。

　何時間待っていたの……？

「怖い？　それは負い目があるからじゃないの？　私を見捨てて、あのクソビッチをひいきしたことへの！」

「そうだ！　思い出した！　怒りたいのはこっちの方だった！　エリン、よくも作戦をぶち壊しにしようと――」

「なに、逆ギレしているのよ！　ところで作戦って……？」

「あれ？　覚えていない感じ？」

「覚えていないもなにも――」

「俺がロズリアに誑たぶらかされるふりをするために、彼女の肩を持つっていう……」

「……ああ、なんかあったわね……そんなの……」

　あからさまに目を逸らし始めるエリン。

　気まずそうに銀色のツインテールを指でいじり始めていた。

「あったわねじゃねえよ！　色々考えたのが無駄になりかけたわ！」

「しょうがないじゃない！　私、カーッとなっちゃうと周りが見えなくなる性格なのよ！」

「自信満々に言われても困るっ！」
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「それに……同じパーティーの仲間に見捨てられちゃったかと思ったっていうか……」

「エリンっ……」

　俯うつむく彼女はどこか弱々しくて。その肩はいつもよりも小さく見えて。

　夜の闇で表情が窺うかがえないのが、惜しく思えてしまった。

　だってその言葉は、エリンが俺を同じパーティーメンバーだって認めてくれたってことだから。

　どんな顔で発言したのか気になったが、あからさまに覗のぞくのも癪しやくに思え、隠すように言葉を継いでいった。

「まあ、エリンが本気で怒ってくれた分、ロズリアも嵌はめられていることに気づいてなさそうだったし？　結果的には良かったのかも」

「それだわ！　私的にそれも計算のうちだったり……」

「前言撤回。調子に乗るな」

「いいじゃない！　ちょっとくらい！」

　どこがちょっとなのかツッコミたかったが、面倒なやり取りになること必至なのでやめにした。

　一瞬、見直せるかな？　と思えば、即座に好感度がだだ下がりするところがエリンっぽいな、と思いつつ話を続ける。

「危なかったんだからな……。あのままエリンが怒っていたら取り巻きにボコボコにされていたかも……」

　あの場では、俺達たちの動向を監視していた取り巻きの敵意が増していたようには見えなかったけど、一応釘くぎを刺しておく。

「そんな情報もあったわね……。あの女の話を聞いていたら、また腹が立ってきた。やっぱ、取り巻きごと魔法でドカンとやっつけちゃえばよかったのよ！」

「脳筋すぎるから！　今までの俺の努力はなんだったんだよ!?」

「はっきり言うと無駄ね！　さあ、今から寝込みを襲うわよ、ノート！」

「それやっちゃったら、完全にこっちが悪者だからね……」

「大丈夫！　ちゃんと目撃者まで消すわよ！」

「全然大丈夫じゃないし……。っていうか、多分、その作戦は無理だと思うよ……。取り巻きの人達強そうだったし……」

「へえ～、私より？」

「そうじゃないけど、エリンは魔導士でしょ？　近接戦闘とか苦手じゃなかったっけ？」

「そうだけど……」

「それに――」




「お二人とも、仲睦まじくいちゃいちゃするのはいいけど、家の中でしてほしいかな。近所迷惑だしね」

　言いかけたところで、二階の窓から顔を出してきたのはジンだった。

　思い返すと、確かにところどころ大声で喋しやべっていたかも……。

　だけど、一つだけ言わせてほしい。

「いちゃいちゃしてないです！」

「いちゃいちゃなんかしていないから！」




「だから、静かにね！」





＊






　世の中には男女二人がお出かけをするだけでデートだと宣のたまうチャラ男がいるらしい。

　この定義に当てはめるならば、これから俺の取る行動はデートなのかもしれないが、実際問題そんな響きの良いものではない。

　そう。これから行われるのは、俺と彼女の戦いなのだから。




　ロズリアとの初対面から数日後。

　俺は彼女と二人で出かける約束を取り付けた。

　そして、今日がその約束の日。

　ただいま待ち合わせ場所に向かっている最中である。

　先日の接触で、ロズリアの男を落とす実力は嫌というほど思い知らされた。彼女と何度も関わりあうのは非常に危ない。

　最小限の接触で済ませたかった俺は今日の機会に全てを終わらせることを決意した。

　つまり、俺とロズリアがデートしている光景をフォースに見せつけ、修羅場を発生させて、彼の目を覚まさせるという最終段階をこれから実行するのだ。

　ジン達にはフォースをとある場所に呼び出してもらっている。

　俺のすべきことはデートを装いながらフォースを呼び出した場所へ行くだけである。

　こうして整理すると、随分簡単なミッションに聞こえるが、女性経験の乏しい俺にとってこのミッションは難易度が恐ろしいほど高かったりする。

　まあ、自分で立てた作戦なんだけど……。

　そうこう考えているうちに、待ち合わせ場所である街外れの噴水に到着していたようだ。

　人気のない広場には一人の女性が佇たたずんでいた。

　人気のない場所だからこそ、彼女の異質な麗しさが際立って見える。

「あっ！　ノートくんっ！」

　手を振りながら駆けてくるロズリア。

　この前の法衣姿とは違って、目の前の白いワンピースを身にまとった彼女はなんというか、一言で言うとすごい輝かしかった。

　いや、そう言うと前の服装が駄目だったみたいに聞こえるけど、決してそういうわけじゃない。

　法衣姿もよかったんだけど、これはこれでズルいっていうか。

　前の服装とのギャップのせいか、『えっ……ロズリアってこんな私服なんだ……』とか『純情そう……』とか『む、胸が……揺れてる……』のような感想が頭の中で溢あふれ暴れていた。

「お、おう……」

　思わぬ動揺から、情けない返事しか出てこなかった。中途半端に上げられた右手の行き先が定まらない。

　いかにも女性慣れしていないダサい反応だ。自分で言うのも癪だけど。

　たじろいでいる俺にロズリアはそのまま距離を詰める。

「待ちましたよ」

　頰を膨らませるロズリア。

「えっ……待ち合わせの時間にはまだ……」

「ふふっ。知っていますよ。楽しみすぎて早くきちゃいました！　だから待ったんです」

　そう微笑ほほえみながら、腕に手を回してくる。

「今日のエスコート、期待していますよ」

　――無理無理無理。無理だって。これは耐えられないって。

　かわいすぎでしょ！　なにこれ！　天使なの!?

　上目遣いも、俺の腕に頭を寄せる仕草も、当たっている胸の感触も、全てが最高級だった。

　これぞ、この世の男の理想。楽園がここに顕現した。

『付き合っていない女の子と二人で遊ぶって、果たしてこれはデートなのか？』と戸惑っていた男子にこの距離感は必殺的だ。

　こんなの誰だって、『このあと俺はこの娘こと付き合うんだな……』って確信しちゃうだろ！

　胸のドギマギに抗あらがい、四苦八苦していた俺に、ロズリアは更なる追撃をかけた。

「どうしたのですか？　早くどこか行きましょうよ！　せっかくのデートなんですから！」

　どうやらこれはデートだったみたいだ。良かったな、俺。







「すごく綺き麗れいですね」

　隣に並ぶロズリアが感嘆の声をあげる。

「うん、綺麗だ」

　ありきたりな感想だが、彼女の美しさに目を奪われている俺にとっては同じようなありきたりな言葉しか出てこない。

　俺達はピュリフの有名観光スポットである林浴の泉という場所に来ていた。

　街の北西に位置するそこは有名なデートスポットでもあった。

　ネメの持っていた雑誌のおすすめデートスポットランキング四位に入っていたほどだ。

　そのような定番の場所であるため、泉の周りにはたくさんの人がいる。

　カップルや家族連れ、カップルに、カップル。カップル率、異様に多いな……。

　このような場違いな場所にいてもよいのかと一瞬躊ちゆう躇ちよする気持ちが芽生えたが、隣で腕を組んでいるロズリアが目に入り、考えるのをやめた。

　今の俺達は誰がどう見ても恋人同士に見える。

　大丈夫、今のところ作戦も順調だ。

　ただ、一つだけ。気がかりなのはこの胸の高鳴りだけ。
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　ロズリアの表情の移り変わりを眺めていると、しめやかな声を聴くと、しっとりとした肌が触れ合うと、切ない多幸感がこみ上げてくる。

　さっきの『うん、綺麗だ』っていう言葉だって目の前の泉に向けたものか、彼女の横顔に向けたものなのか、自分でもよくわからなくなっていた。

「あそこらへんに行こうか。人少ないし……」

「いいですね。行きましょう！」

　ロズリアに優しく腕を引っ張られる。

　俺達は泉の周りで比較的空いている場所に着いた。

「じゃじゃーん！」

　そう言ってロズリアは大きめのバッグから折りたたまれた大きなシートを取り出した。

「下に敷いちゃいますよ」

　周りを見ると、カップル達はこぞってシートの上に座り、戯れあっている。

　そうか。このデートスポットってこういう楽しみ方をするもんなんだな。

　俺、てっきり泉を見るだけなのかと思っていた。

　泉を見るだけの何が楽しいんだ？っていう行く前の疑問が解消された。

　恋愛経験値がちょっとだけあがった気がした。

　敷いたシートに二人して腰を下ろす。そんなにシートは広くないので密着した感じで肩を寄せ合う。

「綺麗ですね」

「それさっきも言っていなかった？」

「だって綺麗なんですもん」

「確かにね……」

　沈黙が流れる。

　普段では気になる静けさも、何な故ぜか心地よかった。

　風の音だけが俺達の間を流れる。

「ノートくんは、今もまだ幼おさな馴な染じみさんのことが好きなのですか？」

　最初に沈黙を破ったのはロズリアだった。

「どうして？」

「訊ききたいから訊いたのですよ」

「それ、答えになっていないような……」

「ノートくんがわたくしの質問に答えたら、答えます」

「なにそれ……話はぐらかそうとしないでよ……」

「ノートくんの方こそ話はぐらかそうとしているでしょ？」

　バレてしまってはしょうがない。

　素直に白状する。

「もう、好きじゃないんじゃないかな……？　いや、でも。別に嫌いってわけじゃないよ。なんというか、なんなんだろうね……」

「なんなのですか？」

「もう恋愛感情はないって言う表現が正しいのかな……？」

　ロズリアはズルいよ。俺の心の底にあった本心を語らせ、自覚させようとしてくる。

　これ以上喋ったらよくないってのがわかっているはずなのに口が止まらない。

「今となっては、ミーヤに向けていた感情が恋愛感情だったのかもわからなくなっているっているのが本音かも……」

「どうしてです？」

「あれは憧れとか、感謝とか、そういう尊いものに近かったんじゃないかって思い始めてきた……」

「それじゃあ、ノートくんが思い描く本当の恋愛感情ってどんなのなのですか？」

　この会話の流れ。おそらく、ロズリアは俺に告白の言葉を言わせようとしているのだろう。

　女の子との会話に慣れていない俺でも感じ取れる。

　いや、わざと感じ取れるようにしているのかもしれない。

　ロズリアのあざとい罠わなだ。彼女は告白を待っている恋する乙女を演じているのだ。

　言うのは簡単だ。この状況なら、告白経験のない俺でも告白できる。多分……。

　でも、言ってしまったらおしまいだ。口にしてしまったら最後、この胸の高鳴りが恋だと認めてしまうことになる。

　そんなの認めるわけにはいかない。

　認めたら負けだ。作戦が失敗してしまう

「これ以上答えたくないかも。次は俺の質問に答えてほしいな」

　無理やりにも、話を終わらせる。

　しかし、ロズリアは全く嫌な顔をせず答えた。

「どうしてこのようなことを訊いたのですかでしたっけ？　決まっているじゃないですか、ノートくんが未いまだに幼馴染さんのことが好きだったら嫌だったからです」

「い、嫌!?　ど、どうして？」

「それは秘密ですぅー。ノートくんが先に言わないと言いませんー！」

　ロズリアは不機嫌そうに口をすぼめた。

　これってあれか？　俺が好きって言ったらロズリアも好きって言い返してくれるってことか？

　落ち着け、俺。そうとは限らないじゃないか。

　逸はやる気持ちを必死に抑える。

「この話は終わりにしましょう！　恥ずかしいですから！」

　手を叩たたくロズリア。心なしか顔が赤らんでいるような気がした。

「そうです！　お弁当作ってきたんです！　よかったら食べてくれませんか？」

　こ、この上目遣い。最高すぎる……。

　認めよう。俺はロズリアの術中に嵌はまっている。既に惚ほれかけている。

　でも、仕方ないじゃん。こんな顔で見つめられたら食べるしかないじゃないか。

　というか、食べたかった。ロズリアの手作り弁当を。

「もちろん！」

　どうなっても知らないぞ……俺……。
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「それじゃあ、街に戻りましょうか！」

　シートを畳みながら、ロズリアが言う。

「……うん」

　その光景を眺めながら、俺は弱々しい返事で応える。

　ロズリアは小さくなったシートをバッグにしまうと横に寄ってきた。

　右手の指先がふと触れ合うと、そのまま握られる。

　数歩ずつ進むたびに重なる面積は大きくなり、いつしか指と指が絡まりあっていた。これが噂うわさに聞く恋人繫つなぎってやつなんだろう。

　朝までは違和感を拭えなかったロズリアからの接近も今ではしっくりときていた。

　このお互いの体温が感じられる距離に安心するっていうか、そこにロズリアがいないと寂しいっていうか。

　泉での数時間は、俺にそんな心境の変化をもたらしていた。

　良くないって思っている。

　けど、仕方ないじゃん。楽しかったんだもん。

　さっきまでの時間が本当に楽しかった。幸せだった。ずっと続けばいいのにって思ってしまった。

　手作り弁当が美お味いしかった。彼女のころころ変わる表情が眩まぶしかった。聞かされる何の山もオチもない話に笑えた。

　だから、俺はロズリアの左手を強く握り返す。

「ねえ、さっきはこれから街に戻ってショッピングをしようって言っていたけど……駄目かな？　そうしなきゃ？」

「えっ？」

　ロズリアは不思議そうに首を傾かしげる。

「別にノートくんが決めた予定ですから……いくら変更されても構わないですけど……」

　俺が言いたいのはそういうことじゃない。

　こう言っているのだ。




　――フォースを呼んでいる待ち合わせの場所に行かなくちゃ駄目かな？




　事情を知らないロズリアにとっては伝わらないだろう。

　俺が立てた作戦の最終段階。ショッピングと銘打ってフォースが待っている店に行き、このデートの光景を見せつけるという手て筈はずを知らなければ。

　決して伝ってはいけない。この躊躇ためらいは。

　彼女に気づかれたら、警戒されたらもう終わりだ。作戦が失敗してしまう。

　でも、もういいや。失敗しても。

『到達する者アライバーズ』の皆を裏切ってロズリアとの恋に走っちゃっても。

　別にパーティーが元に戻ったって、また自分の弱さや情けなさに打ちのめされる日々は続くのだ。喜びはあるかもしれないけど、その分辛つらくて苦しい日々が。

　だったら、このままロズリアと二人でいちゃいちゃする、何の達成感もないけど幸せな日常を選ぶのもありなんじゃないのか。

　それが戦う力を持たない冒険者の末路に相応ふさわしいんじゃないのか。

　一度浮かんできた疑問はもう留とどまることを知らず、思考の波が溢あふれかえる。

　溢れた思いは、疑問となって口から出た。

「ロズリアはさ。俺のこと、どう思ってる？　フォースや他の男の人と比べてさ」

　彼女の気持ちを確かめるための質問。

　この問いの答えをはぐらかすようなら、ロズリアに騙だまされていることを認めてすぐさま待ち合わせ地点に向かう。

　けれど、もし、望む答えが返ってくるようなら。俺はロズリアを選ぶ。

　最後の決断をする。今、ここで。

「まだ、フォースくんとの関係を疑っているんですか？　わたくしの方は彼に恋心などはないと――」

「疑ってはいないよ。ただ確認したかっただけ。俺もフォースと同じなんじゃないかって心配になって……」

「そんなことないです！　今日のデートは本当に楽しくて、ノートくんといる時間がずっと続けばいいのにって思いました」

　そして、ロズリアは。俺の内心を知ってか知らずか、こう答えた。

「わたくしはノートくんと過ごした時間が、他の誰と過ごした時間よりも楽しかったです！　一番でした！」

　ああ、完璧だ。完璧な回答だ。

　俺が求めていた答え通りだ。模範解答といっても差し支えがない。

　だから、俺は――、




「前言撤回。やっぱり街に戻ろう。一緒にショッピングをしよう」




　――『到達する者アライバーズ』でのこれからを選んだ。

　その答えは完璧過ぎなんだ……ロズリア……。

　それじゃ、まるでロズリアが男を誑たぶらかすことに慣れた女の子みたいじゃないか……。

　計算高く、男が欲しがっている言葉を投げかける悪女みたいじゃん。

　彼女が都合よく俺に惚れているだけかもしれない？　そんな夢物語あるわけない。

　だって、俺は彼女に会ってから、かっこいいところも頼れる姿も一度も見せていないのだから。

　弱音を吐くだけで、大したリードもできずにあたふたしていただけだ。

　特別に顔がいいわけでもない。

　そのような自分が、たくさんの男と関わってきたロズリアに選ばれるはずがないのだ。

「おすすめの店があるんだ。よかったら行かない？」

　目が覚めた。夢からも醒さめた。

　もう大丈夫だ。俺は間違わない。最後まで作戦を完遂してみせる。

　俺は彼女の手を引いて、街に向かう道を歩いていった。







　人気のない道を進んで十数分。

　俺は違和感を抱いていた。自分が致命的なミスをしているのではと。

　明らかにおかしい。

　それはロズリアに対する感想ではない。日常生活においても、常時発動するようにしている《索敵》で感知していたものに対してだ。

　今、俺は五人の男に見張られている。

　この気配はデートの最初の時点で感じていた。当初は二人だった。

　しかし、泉に行ってからは数も増え、今の数に収まっていた。

　向けてくる敵意も明確に増大している。まさにこちらに襲い掛かろうっていうところまで来ているのではないだろうか。

　頭を全力で回転させ理由を考える。

　以前酒場で察した男二人の気配と同じものが二つある。おそらく、この男達たちはロズリアの取り巻きだ。

　なら、どうして襲い掛かる？

　まず考えられるのは、俺の企たくらみが全部バレたって可能性。でも、自分がバレるようなミスをしたとも考えられないし、この可能性は低いだろう。

　次に考えられるのは、嫉妬だ。

　取り巻きの男が、俺とロズリアのデートの様子を見せつけられ、嫉妬に狂い襲ってくるという可能性が考えられる。

　納得はいくけど、合理的ではない気がする。

　もし、俺が取り巻きの立場なら、陰でロズリアとデートしている男を懲らしめる。

　ロズリアの目の前でそのような野蛮な行為をするのは、彼女からの好感度を下げてしまうからだ。

　人間、感情で動く生き物なので合理的な行動だけを取るとは限らない。先ほどまでの俺のように。

　だから、腑ふには落ちないのだけど、この可能性が一番妥当な気がする。

　他に理由も思いつかないし……。

　そうこう警戒しているうちに、男の一人が動き出した。

　続くように他の男達も動き出す。素早い動き。相当な手て練だれだ。

　もちろん戦う力のない俺はどうすることもできない。

　立ち竦すくんでいると、瞬く間に取り囲まれた。

「ぇっ!?」

　そして、ようやく目の前に現れた人物を見て、俺は間抜けな声をあげてしまった。

　直前までの俺はなんと馬鹿らしい勘違いをしていたのだろう。

「ロズリア、ちょっと来てもらおうか……」

　だって、目の前に現れた男――いや、その人物は男でなかったのだ。女だ。五人全員が女性だった。

　俺の勘違いとは、ジンからの噂から酒場で見つけた気配をてっきり俺の動向を見張っているロズリアの取り巻きだと思い込み、男だと信じ込んでしまったことだ。

　目の前の女性らはロズリアの取り巻きなんかじゃなく、むしろ逆の立場。

　ロズリアを倒そうとしている人物だったのだ。現に女性らはロズリアに武器を向けていた。

《索敵》では、敵意の強さや実力は感じ取れるが、性別までは判別できない。当たり前のことだった。

「観念しろ、ロズリア。人気のないところにお前が来るのをずっと待っていたんだ」

　正面の女は武器を構えながらにじり寄る。囲っていた他の四人も同様に迫ってきていた。

「怖いです……ノートくん……助けてください……」

　こんな窮地でもロズリアはあざとさを忘れていなかった。庇ひ護ご欲を搔かき立てるように震えながら、俺の背中に隠れる。

　怯おびえた彼女の言葉に応えるように俺は――。

「悪いけど、無理。俺、戦う力ないし……。この人ら、俺より強いからどうしようもないと思う。ごめん、ロズリア。あとは自分でなんとかして」

《索敵》でこの場にいる全員の実力を理解している俺は、正々堂々降伏宣言を口にした。

　そして、ロズリアを前へ押し返す。

「えっ!?　普通、この状況でわたくしみたいなか弱い女の子を見捨てます!?」

「本当にか弱い女の子は自分でか弱いって言わないから！　それに、この人達に襲われそうになっているのって、どうせロズリアの方に原因があるんでしょ？　男を引っ掛け回した結果、恨まれていたとか」

「手のひら返し早すぎませんか！　こんな最低な男の人初めて見ましたよ！」

　おい、ロズリア……。素に戻っているぞ……。

　やっぱ、今までのは演技だったのかよ……。

　わかっていたつもりだけど、ここまで大っぴらに豹ひよう変へんされるとショックを受ける。

　まあ、ロズリアを見捨てる判断をした俺も悪いんだけど。

「最低な男だな……」

　俺達を囲んでいた女達も、俺の手のひら返しを見て、ドン引きしていた。

　なんでだよ！　俺、一応あんたらの味方しているつもりなんだけど！　大人しくロズリアを引き渡そうとしているんだけど！

「お前の言う通り、うちらはその女を恨んでいる。根城にしていた山賊団はそいつが男どもを誑かしまくったせいで、内部から崩壊させられた」

「それはご愁傷様です。やっぱ、ロズリアのせいじゃん」

　ロズリアに向き直る。

　だけど、彼女はまだ不満なご様子で。

「そこはじゃあ、認めますよ。わたくしが悪かったです。で、でも、普通見捨てます？」

「いや、逆になんで助けなくちゃいけないんだよ……」

「だって、自分で言うのもなんなのですが、わたくしかわいい方ですよ？　かっこいいところ見せたいとか思っちゃったりしません？」

「見せたくても見せられないんだよ……俺、弱いし……」

「でも、ご褒美を期待して無茶をしようとは――」

「思ったりしないかな……」

「わたくし、今、びっくりするくらい引いています……ノートくんに……」

　奇遇だな、ロズリア。俺も同じ考えだ。

　もう、全部が面倒になってきた。

　実際、ロズリアさえいなくなればフォースは戻ってくるわけだし、全部が全部丸く収まる気がしてきた。

　取り囲んでいる女性らに引き渡すことに決めた。

　まあ、自分の身の安全を重視したかったっていうのもあるけど……。

「お前らで勝手に盛り上がるなよ！　いいからうちらの身の上話の続きを聞けよ！」

　元山賊団の女は大声を張り上げる。

　あっ……まだ続いていたんだ……その話……。

　武器を向けられているため、不用意な態度は取れない。

　俺とロズリアは指示に従うことにした。

「それから、うちらは女どもだけで山賊団を再結成した。人数は少なくなったけど、クソみたいな男どもを入れなくなったせいで団結感は前よりも増した」

「男の人がいない集団で過ごすとか正気ですか？」

「このタイミングで余計な一言を入れるロズリアの方に俺は正気を疑うからね……」

「いいから黙っていろ、お前ら……」

「ほら、ロズリアのせいで怒られちゃったじゃん……」

「ここで人のせいにします!?　そのクズっぷり、逆に尊敬しちゃいますよ……」

「そうだ、その通りだよ！」

　正面の女はロズリアの意見に同意の色を示した。

「お前だ、ノートとかいうやつ！」

「は、はい！　何でしょうか……？」

「うちらはロズリアをクソ女だと思っている。だがな！　自分の身の安全欲しさに女を見捨てる男もクソだ。女の敵だ。その女に誑かされたクソ男と同罪だ。無抵抗なら見逃してやろうかと思ったが、気分が変わった。一緒に捕らえてやる！」

　マジですか……答えの選択肢間違えたわ……。

　どうすればよかったんだよ！　立ち向かっても駄目、見捨てても駄目って正解なくないか!?

「ざまあみろですね！」

　今日一の笑顔で拳を握るロズリア。許さねえぞ……おい……。

　彼女に目を奪われているうちに正面の女は動き出した。

　一瞬で距離を詰め、足を払われる。

　咄とつ嗟さの出来事に、受け身を取る暇もないまま地面に転がされた。

　俺の左手を捻ひねり上げ、手錠をかけようとする女。

　これは非常にまずい。一秒、いやその半分さえあれば――。

「あっ、ジンさん！」

　前方の木陰に向かい大声をあげた。

　ここにいる全員の視界が釘くぎ付づけになる。

　しかし、何秒経たってもその光景には変化が訪れず――。

「ハッタリかよ！」

　組み伏せてきた女はそのまま剣の柄つかで俺の頭を殴りつける。

　バレたか……、という負け惜しみが届かないまま、自分の意識はおぼろげに沈んでいった。
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　わたくし、ロズリア・ミンクゴットの生まれはこのピュリフの街がある王国の隣のまた隣の小さな国でした。

　自分で言うのも憚はばかられるのですが、大変裕福な家庭で生まれ、恵まれた環境で育ったと思います。

　というのも当たり前。

　わたくしはその国の王家に生み落とされた第二王女という存在でした。




　自分のことをご存知な皆さんはこれも意外に思うのかもしれないのでしょうけれど、わたくしはわたくし自身の性格の歪ゆがみについてちゃんと認め、理解しているつもりです。

　その歪み――つまり男の人を誑たぶらかさずにはいられないという性格についてです。

　この性格、いいえ性癖といった方が正しいのかもしれませんが、自分がこのようになってしまった理由にはいくつか心当たりがあります。

　もしかしたら、贈与の儀で得た【魅了】というスキルが関係しているのかもしれません。

　だけれども、それが一番というわけではないのでしょう。

　だって、15歳になってスキルを得る前から男遊びの趣味があったのは事実ですから。

　だから、一番の原因というものは両親にあったのでしょう。

　別にお父様とお母様が悪い人であったというわけではないです。

　子の贔ひい屓き目に見ても、両親は素晴らしい人間でした。

　民から慕われている国王と王女でしたし、自身の利権を重視する貴族方に真っ向から立ち向かう優秀な指導者であり、国教であるセシナ教の敬けい虔けんな信徒でもありました。

　両親がセシナ教を信仰しているのですから、わたくしも幼い頃から教義もたくさん教わりました。

　セシナ教も国教であるので、歪んだ教えが存在していたわけでもないです。

　どちらかというと、人間の理想を説いていました。

　――汝なんじ、生涯唯一の相手のみと男女として愛し合うべき。

　などというように。文の細部はうろ覚えなので、もう少し違った言い回しだったかもしれません。でも、大部分はこのような教えでした。

　わたくしのお父様とお母様もそのように愛し合って結婚したそうです。羨ましい限りです。

　だから、自分も幼い子ながらそのようにしようと夢見ましたし、そのようになるとばかり信じ切っていました。

　ただ、わたくしがお父様とお母様と違ったのは恋多き少女だったという点でした。

　言い変えるなら、男の人に目移りしやすい性格だったのです。

　それは悲しいことに、教義と憧れの両親と自分の抱いた理想に反したものでした。

　自分でもこの性格がすごく苦痛でした。

　何度も何度も、いけないことだと自分を戒めさせました。

　でも、無理でした。だって、誰かを想おもうことは抑えられないものなのですから。

　良くないことだと知りながらも、誰かを好きになって、すぐに冷めてしまう自分がそこにはいました。

　だって、仕方ないじゃないですか。

　恋は落ちるもので、冷めるものなのですから。

　落とすものでも、冷ますものでもないのですから。




　けれども、幼いわたくしは自分の理想と両親の期待を裏切れませんでした。

　当時好いていた男の子に愛の告白をされたにもかかわらず、どうせ冷めるならと振ってしまったのです。

　それからです。わたくしの中の何かの歯車が狂い出したのは。

　自分は男の人と付き合ってはいけないという苦しみを欲望で塗り隠すように、男の人を誑かして惚ほれさせ、そのまま捨てていきました。

　そのようなことをしても、何の解決にもならないのは重々承知でした。

　無意味な逃避をする自分に呆あきれ果て、またストレスを溜ためていく。そのストレスを発散しようと男の人に愛あい嬌きようを振りまき、愛情を得る。その繰り返しでした。

　傍はたから見たら、さぞ滑稽な姿だったでしょう。

　だって、既にわたくしは守ろうとしていた教義や両親の期待を裏切っていたのですから。

　気づいた時にはもう遅く、この負のループを止めることはできませんでした。

　周囲からの蔑むような視線、両親の心配する声に心を痛めるのはもちろんのこと、自分の心に湧く罪悪感に押しつぶされそうでした。

　だからといって何かが良くなるわけではなく、ただ罪悪感を紛らわすように男の人に声をかけ続けただけなのが自分でも笑えてきます。

　そのようなことを繰り返していたせいか、男の人に好かれる技術は嫌というほど研みがかれていきました。

　この頃からでしょうか。心の中で男の人に見切りをつけ始めたのは。

　男の人からいくら愛を囁ささやかれても、媚こびを売って取り繕った自分しか認められていない気がしました。媚という仮面の下の、醜く、罪に塗まみれた本当の自分は誰からも必要とされていないという思いがありました。

　あんなにもわたくしが追い求めて、男の人から投げかけられた『好き』という言葉が、わたくしの外そと面づらと男の人を落とす技術だけを褒めたたえる空虚で無価値なものに思えてきました。

　だから、わたくしは男の人に恋をするのをやめました。

　ようやく悲願が達成したのです。

　けれども、一度承認欲求を満たすことを知ってしまったのが運の尽きでした。

　止められなかったのです。恋することはやめられても、男の人を誑かす癖は直りませんでした。

　たとえ、外面だけを愛されようとも、愛されないよりはマシです。

　たくさんの男の人が不用意に投げかける愛の言葉に、自分の価値を求めようとしました。

　それしか、自分の価値を認める方法を知らなかったのです。

　そのようなことをしても、自分が一番に求めるものは手に入らないと気づいていたのに。




　それから15歳になったわたくしは、贈与の儀で誰もが羨む強力なスキルを得て、嫉妬や、貴族間の権力闘争、周辺国家間の謀略の餌食となって、自身の男あさりの性分もあってか、いつの間にか自国を壊滅に近い状態にさせてしまいました。

　これが『傾国クラツシヤー』と呼ばれるようになった所以ゆえんです。

　その後、国にいられなくなったわたくしは、両親に死んだことにしてもらって密ひそやかに出国しました。

　そして今いる国にたどり着いたわたくしは、途中で出会った山賊団を痴情のもつれで崩壊させたりなどしたのち、ピュリフの街へたどり着いたわけです。

　そこでも好き勝手やっていくうちに悪評が広まって、周辺国家で有名な傾国の王女になぞられて『傾国クラツシヤー』という二つ名がついたのは滑稽な話です。

　人間どこへ行っても変われないものなのですね。







　そして、全てのつけが回ってきたのか、わたくしは滅ぼした山賊団のメンバーに恨まれ、囚とらわれている最中だったりします。

　鉄臭くて、土臭い、地下の牢ろう屋やの中です。

　腕にはしっかりとスキルやアーツ、スペルの発動阻害の術式が組み込まれている手錠が拵こしらえられています。

　これは予想外でした。この手の複雑な術式が編まれた手錠は市場では流通していないはずです。

　そのようなものを彼女らが持っていたとは。

　結構ピンチな状況かもしれません。

　手錠をかけられる前に抵抗でもしておけば良かったです。

　さらに不幸な点をあげるなら、一緒に牢屋に閉じ込められているのがノートくんという少年だということです。

　これがまた頼りがいがなく、最低クラスの男でした。

　なよなよしていて、自信がなく、口から出るのは弱音ばかり。人の胸ばっか見て、イケメンというわけでもない。自分に身の危険が及べば、即座にわたくしを売り、山賊の女に一撃で伸のされる弱さ。

　こうやって挙げてみると、何一つ良い点がありませんね。

　どうして、わたくしはこのような少年とデートしていたのでしょうか？　自分でも謎に思えます。

　そして、何よりもむかついたのは、ノートくんの『俺のこと、どう思ってる？　フォースや他の男と比べてさ』という質問に対して、完全に落とせると確信した、自慢の返答をしたのに、何な故ぜか平然としていたことです。

　ちょろそうと高を括くくっていたのに、その言葉を聞いてノートくんはわたくしに惚れ落ちるどころか、逆に何かを悟ったような、全てを見透かしているような目で返してきました。

　さっきまで、あんなにデレデレしていたのに、豹ひよう変へんして。

　一瞬だけ、まるでわたくしが目の前の女性に免疫のなさそうな童貞男に負けているような錯覚を覚えました。

　そのようなことがあるわけありません。

　何度も何度も否定しました。

　しかし、心にこびりついた敗北感は僅かに忘れることができませんでした。

　それが異様に悔しかったのです。




　思い返すと腹が立ってきました。

　未いまだに気を失っているノートくんをえいっと蹴ってしまうことにしました。

　もちろん起きられるとまずいのでつま先で弱めに抑えました。

「おい、いきなり蹴ってくるなよ……ロズリア……」

「へっ……？」

　予期せぬ反応が返ってきたことに思わず変な声が出てきました。

　起きていたのですか……？　ノートくん……？

「蹴ってなど――」

「いや、『えいっ』って言ってただろ。『えいっ』って」

　なんか、全部バレていたみたいです。

　起きていたなら早く言ってください。そうしたら、蹴り上げなかったですのに……。

　不覚にも素がバレてしまったので、彼にはこのままの調子でいこうと思います。

「いつから起きていたのですか？」

「だいぶ前じゃない？　この牢屋に時計とかないから正確なところはわからないけど……」

「起きていたなら知らせてくださいよ。さっきまで暇だったんですから」

　退屈過ぎて、先ほどまで負の思い出に塗れた過去を思い返すことくらいしかできなかったのです。

　力で役に立たない分、話し相手くらいにはなって欲しいものです。

「ごめんって。ちょっと集中するのに手間取って……」

「集中って何をですか？」

「この施設中の気配を探ることをだけど……」

　これはあれですね。頭を叩たたかれた拍子に頭がおかしくなってしまったのですね。

　だから、このような意味不明な返答をしているに違いありません。

　かわいそうなノートくん……。さすがのわたくしでも同情してしまいます。

「何か失礼なこと考えてない？」

「そ、そんなことありませんよー」

「ちょっと棒読みだし……考えていたんだ……」

　ノートくんは一つだけ勘違いをしています。

　わたくしが彼に対して、失礼な評価をしているのは最初からです。

「まあ、いいや。それで、ロズリア。一つ取引をしない？」

「取引ですか……どんな取引ですか？」

　取引。なにやら嫌な予感がします。スケベなノートくんのことです。どうせ、いやらしい内容の取引に決まっています。

「俺がロズリアをこの牢屋から逃がす代わりに、フォースから手を引いて欲しいんだけど、駄目かな……？」

「ノートくんが本当に牢屋から出してくれるなら構いませんけど……」

　残念ですね。取引とはお互いに達成できる条件を持ち出してこそ取引なのです。

　わたくしの方は、フォースくんなど失っても全く痛くないので問題ないのですが、ノートくんの条件の方は満たせないでしょう。

　それにしても、どうしてここでフォースくんの名前が出てくるのでしょうか？

「その返事は大丈夫ってことでいいね。あとで約束を破るとかはなしだからね」

　ノートくんはそう言いながら両手をあげました。

　ガランと手錠が地面に落ちていきます。

「その手錠――」

　わたくしが戸惑っている間に、彼はわたくしの手錠まで外してしまいました。

「もしかして、《開錠》アーツですか？」

　だとしたら、おかしい話です。

　だってこの手錠には、かけられた者がアーツを発動するのを阻害されるような術式が組み込まれているのです。

「惜しいかも。《罠わな解除》っていうアーツなんだよね」

「でも、おかしいですよ。この手錠を嵌はめられたらアーツやスキルは使えないと、あの山賊の女性が言っていました」

「やっぱそうだったんだ……嵌められる前に術式を解除して正解だったな……」

　嵌められる前……もしかしてあの時ですか。

　ジンという確か『到達する者アライバーズ』のメンバーの名前をノートくんが呼んだ瞬間。皆の視線が逸それたあの瞬間なら、手錠の術式が解除できる隙もあったかもしれません。あの時点であったらまだ、手錠はかかっていなかったはずです。

　彼が山賊に手錠をかけられたのは、はったりがバレて伸された後だったと記憶しています。

　でも、あの短時間にそのようなことが可能なのでしょうか……。

　現にこうしてわたくしの手錠も外されたのです。ここは可能だと割り切るほかありません。

「ぼーっとしていないで。早く出るよ、ロズリア」

　いつの間にかノートくんは牢屋の鍵まで外していました。

　牢屋の前に見張りがいなかったのが幸いです。

　しかし、隠れたところに見張りがいたらまずかったかもしれません。

　不注意な彼に一言物申す必要がありそうです。

「もう少し、慎重に行動したらどうです？　角に見張りがいるかも――」

「その辺は大丈夫、問題ないよ。一応、この施設内の人物はどこにいるか《索敵》で全部把握しているから。【地図化マツピング】で出口までの見つからないルートも見つけたし、順調にいけば上う手まくいくんじゃないかな？　遅くまで待った甲か斐いもあって、みんな寝始めたようだし……」

「どうしてみんなが寝ていると……？」

　ここの牢屋は地下にあるため窓なんてものはありません。時間の感覚もあやふやになっていきます。そのような中、どうして山賊の方々が寝始めたとわかるのでしょう？

「《索敵》で感じられる気配の強弱から、寝ている人がわかったってだけだよ」

「《索敵》ってそんなことまでできるのですか？　初耳というか……」

　正直、もう意味がわかりませんでした。

　だって、《索敵》とはモンスターの気配を察知するためのアーツであり、上級者でやっと人間の気配を察せるようになるアーツなのですから。気配の強弱で人物の寝起きを判断するなんて常人の域を脱しているでしょう。

　わたくしが戦闘職バトルスタイルが盗賊の男性と何人関わってきたと思っているのですか。それはもう数えるのをやめたほどです。そのような数の人と関わってきたら、嫌でも盗賊アーツに詳しくなってしまうものです。

　ちなみにわたくしが詳しいのは盗賊アーツだけでなく、どの戦闘職アーツについてもです。理由は察してください。

　ノートくんはわたくしの驚きに気づいていないのか、どんどん進んでいってしまいます。

　もう驚くことに疲れました。少し考えることをやめて、彼についていくことに決めました。




　この山賊達たちが拠点としている施設は入り組んだ洞窟をベースに造られているようでした。

　街の外に出てから三十分ほど運ばれたのでしょうか。洞窟は山の中にありました。

　人気のない場所に建てられた広いアジトでしたから、監視の目を抜けるのは案外簡単でした。

　山賊達のメンバーが少なかったことも理由かもしれません。

　ノートくん曰いわく、二十人ちょっとということです。

　アジトの大きさと比べると、この少なさは不釣り合いでしょう。

　こうしていく間にノートくんは《索敵》と【地図化マツピング】を使い、黙々と進んでいきます。

　わたくしのやることといったら、その後ろ姿を眺めるのみです。

　こうしてみると、彼も最強パーティーと名高い『到達する者アライバーズ』の一員なのだと実感させられます。数時間前の頼りなくて情けない姿はどこにもありませんでした。

　安心してか、先ほどからずっと気にかかっていた質問が口から出ます。

「そういえば取引の条件である、フォースくんから手を引いて欲しいってどういうことなのですか？」

「そのままの意味だけど……」

「そうじゃなくて、どうしてそのようなことを頼むのかということです」

「そうでもしないとうちのパーティーにフォースが戻ってこなそうだからね」

「フォースくんに戻ってきて欲しいからと。でも、ノートくん。今までそんな素振り一度も見せていなかったですよね？」

「あー、そうだったかも。それは最初、ロズリアに惚ほれたふりをしてデート姿にこぎつけ、フォースに見せつけて帰ってきてもらおうって作戦だったからね。もう完全に駄目になった作戦だから言っちゃうけど」

「え、えっ!?　今、衝撃の事実を言いませんでしたか!?」

「なんだ。やっぱ途中まで上手くいっていたのかよ。山賊あいつらさえ現れなければなー」

「ちょっと待ってください。その作戦とやらの詳しい説明お願いしますよ！」

「やめた方がいいと思うよ。ロズリアが聞いても気持ちのいいものじゃないと思うし」

「途中まで聞かされて止める方が気持ち悪いですよ！　お願いします！　このままじゃ一生気になって眠れません！」

「日頃の行いの反省として一生不眠で悩めばいいと思う……」

「薄情者じゃないですか！　日頃の行いを反省しますから！　いくらでも大声で頼みますから！　教えてください！」

「それ、教えてくれなかったら大声出すっていう脅迫だよね……。全然、反省してないじゃん……」

「バレちゃいましたか」

「わかったよ。教えるから大人しくしてて」







「むすーぅ」

「本当に怒っている人は、むすーぅって言わないんじゃないかな」

「むすーぅ。わたくしは今、大変怒っています」

「そうかそうか。悪かったって」

　ノートくんの説明を受けて、おおよその事情はわかりました。

　なんというかあれですね……。

　口ではふざけている風を装っていますが、内心、本気で腹を立てています。

　ノートくんに対してもですし、まんまと罠に引っかかった自分自身にもです。

　悔しくて、自分の太ももを握りしめているほどです。これ、絶対爪の痕が残りますって。

　でも、悔しさを感じている自分を彼に見せるのは負けな気がして、努めて明るく振る舞っているところです。

　ノートくんが前を向いていて良かったです。顔の表情までは多分、コントロールできていないですから。

　この目の前にいる少年は恐ろしい人物だと、評価を改めないといけないかもしれません。

　恋愛において百戦錬磨だと自負していたわたくしを初めて手玉に取った男なのですから。

　彼の言う通り、山賊達さえ現れなければ自分は騙だまされたまま、作戦通りに終わっていたでしょう。

　特にデートの中盤までのノートくんなんて、わたくしに本気で惚れているようでしたし、あれが演技だったなんて未いまだに信じられません。

　いいや、信じたくないだけなのかもしれません。

　生まれて早19年。男を誑たぶらかすことだけに勤いそしんだ人生。

　その中で築かれていった、ちっぽけで、すかすかなプライドが彼を認めることを邪魔します。

　だって、あり得ないのですから。男の人である彼が自分より優れているなんて。

　男の人なんてどうせ、演技でころっと騙されちゃうような馬鹿ばっかりなのですから、彼だけ特別だなんて都合の良いことがあるわけないのです。

　媚こびやあざとさといった仮面に惑わされずに本当の自分を見てくれるなんて、諦めきった夢物語を期待しちゃいけないんですよ。

　期待させられた分の裏切られる辛つらさは嫌というほどわかっているはずです。

　冷静になれば大丈夫。この心の逸はやりは止められます。

　だって、自分は本心を偽るのは得意だったはずです。







　ようやく出口の扉が見えてきました。

　長かった道のりでした。距離的にも時間的にもそれほど長かったとは言えないのでしょうが、精神的なものを含めるとやはり長かったといえるでしょう。

　安あん堵どの息が漏れ出ます。

　けれど、隣にいるノートくんはとても深刻な表情を浮かべていました。

「どうかしたのですか？」

「まあね。この扉の先に二人、見張りがいるんだ。出ていくには避けては通れないっぽいな……」

「それならしゅぱっと倒しちゃってください！　任せましたよ！」

　ここまでの偉業から一流の盗賊であると推測できる彼になら、見張りの二人くらい余裕でしょう。

　テンションをあげながら応援したのですが、何な故ぜか彼は気まずそうに目を逸らし始めました。

「何度も言っているけどさ、俺、戦う力がないんだって……」

「またまたー。さっきまですごい《罠解除》を見せてくれたじゃないですか。ノートくんが一流の盗賊なのは気づいていますよ」

「それがさ……俺って《索敵》と《罠探知》と《罠解除》の三つのアーツしかできないんだよね……」

「もう！　噓うそはいいですから！」

「…………」

　彼は急に真顔になりだしました。

「本当なんですね……表情でわかりました……」

「何度も言ってたからね。がっかりした表情で見ないで！」

「頼りにならないと思ったら頼りになって、頼りになると思ったら頼りにならない、がっかりな男ですね……」

「否定できないのが辛い……。《索敵》から察するにこの施設の中で一番弱いのって俺だし……」

　目の前の少年はやはり理解不能でした。

　どうして、戦闘に役立たない三つのアーツを極めているのか。

　歪いびつにもほどがあります。

　問いただしたいのはやまやまですが、今はそのことより脱出を優先すべきです。

「それで、一体どうやって脱出するつもりなんですか？」

　わたくしの何の考えなしの質問に、ノートくんはさも不思議といった様子で答えてきました。

「ロズリアが倒せばいいんじゃない？」

「なに言っているのですか！　か弱い回復職の神官ですよ！　戦えるわけないじゃないですか！」

　慌てて彼の言葉を否定します。

　だけれども、前にいる少年は意地悪い笑みを浮かべていました。

　そして、予期していなかった一言を突き付けてきたのです。




「なに言ってるの？　はこっちの方だよ。だって、ロズリア。ここにいる誰よりも強いでしょ？」




「な、なにを意味不明なことを！　一体どこにそんな根拠が!?」

「その慌てた反応……。やっぱり実力を隠していたんだ……」

「…………っ」

「根拠ならあるよ。《索敵》っていうアーツの話はしたよね。このアーツを使えば、周りにいる人の実力までわかっちゃうんだよ。それに――」

「……それに？」

「男を誑かしまくって多方面から恨みを買っているロズリアが、今まで無事に生きていることが何よりの証拠でしょ。さらに言えば、手錠を外してから一度も自分の命を心配する素振りを見せてないし……」

　なんですか……。全部バレていたんでしたか……。

　笑いがこみ上げてきます。

　先ほどまでの怒りや悔しさなんて全て吹き飛んでいってしまいました。




　この時、不覚にも思ってしまったのです。




　――わたくし、ロズリア・ミンクゴットは目の前の少年ことノート・アスロンに完敗したと。




　それは生まれて初めて男の人を認めた瞬間でもありました。

　彼は、他の有象無象の男とは違う。

　わたくしの全てを見透かしているかのような存在。

　ずっと待ち焦がれていた存在に、敗北感なんか忘れて、嬉うれしさで胸が躍っています。




　きっと、この胸の高鳴りが恋なのでしょう。

　わたくしは今の今まで、ずっと偽物の気持ちを恋だと思い込んでいたのです。

　だけど、もう思い違いはしません。

　だって、知ってしまったから。本物の恋ってものを。




　彼なら、わたくしの全てを受け入れてくれるかもしれません。

　もしそうでなくとも、彼ならば、わたくしの全てを、自分で大っ嫌いなところも含めて、その瞳に映してくれることでしょう。仮面を被かぶった、媚を売るしか能のない偽りの自分じゃなく。汚いわたくしの本心を。




　たとえ彼が全てを受け入れてくれなくても構わないです。

　ただ、わたくしの醜さを認め、目を背けないでくれるのでしたら。




　わたくしは君を。ノート・アスロンを。心の底から好きでいられる。




　そう、心が震えたから――。




「仕方ないですね……そこまで言うのなら見せてあげましょう……」




　ずっと嫌いだったあのスキルを発動すると決意しました。

　その破格な性能から、誰もが羨み、国中の貴族が利権を争うように取り入って、『傾国クラツシヤー』の所以ゆえんとなった一つの国を傾けるほどのスキル。国起こしの英雄が手にしたとされている伝説上のスキル。

　わたくしが【魅了】の他に持つ、ただ一つのスキル。




　――【聖剣の導き手】を。




　そして、その地上最強の剣の名を、己の気持ちの高ぶりもろとも声に乗せて。喉も張り裂けよとばかりに叫ぶ。




「来なさいッ！　聖剣フラクタス！」
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「来なさいッ！　聖剣フラクタス！」




　ロズリアが叫ぶ。

　力の限り、全身全霊を振り絞った魂の叫び。

　その声に呼応するかのように、眩まばゆい光の束が現れる。

　束は収束し、そして顕現した。

　彼女が名を口にした聖剣が。




　大気が震えている。魔力の奔流が周囲を渦巻いている。聖光が刃から溢あふれ、一面の世界を切り離していた。

　まるでロズリアが、今までのロズリアじゃなくなったような。

　あざとくて、男好きな彼女なんてもうどこにもいなくて。

　ただ一振りの剣のために存在しているかのような乙女がそこにはいた。

「久しぶりの戦いです。派手に行きますよ！」
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　声とともに大地が揺れる。

　一拍おいて、それがロズリアの踏み込みによるものだと気がついた。

　滑る音。いつしか出口への扉は斜めに一筋、切り捨てられていた。

　先には二人の見張りの女が啞あ然ぜんとしている。状況が理解できていないのだ。

　それも仕方ないことだ。

　だって、一部始終見ている俺だって、理解が追いついていないのだ。目の前の光景に遊ばれていた。

　この二人をすぐさま制圧すれば、応援を呼ばれずに脱出できるかもしれない。

　そう思った矢先、ロズリアは驚きの発言をした。

「これからわたくし達たちはあなた方を倒して脱出しようと思います。ねえ、そこのお二人さん。早く仲間を呼んだらどうです？」

　二人は指摘されてやっと事態を把握したのか、鐘を鳴らした。

《索敵》によってアジト中の山賊達が起きてこちらに向かっていることが嫌でもわかってしまう。

「なにしているんだよ、ロズリア！　静かにしていればいいものを！　全員集まってきているじゃん！」

「それに何の問題が？　逆に好都合じゃないですか。喧けん嘩かを売ってきた山賊どもを一網打尽にするチャンスですね」

　ああ。ロズリアは負ける気など毛頭ないのだ。

　勝つ確信があるのだ。ここにいる山賊全員を相手取って。

　そして、俺も確信している。彼女なら本当に実行すると。

　彼女の纏まとう凄すごみから、感じ取れる気配、そして表情から知ってしまった。

　それでも、不安なことはあって。

「俺のこともちゃんと計算に入れているよね……。見捨てたりしないよね……」

「……本当に情けないですね」

　俺の言葉にロズリアは呆あきれ果てていた。

「人を見捨てといて、なに都合のいいこと言っているんですか……」

「そうですよね……」

「でも、仕方ないですから。戦えないノートくんに代わって、わたくしが剣となり盾となりましょう。だから、安心して下がっていてください」

　ロズリアがそう言ったのなら、もう大丈夫だ。

　安心して下がれる。今の彼女は誰よりも頼れる存在だ。

　女の子の後ろに隠れて、戦いを任せるのって男としてどうなの？　という疑問はこの際考えないでおくことにした。







　しばらくすると山賊達に周囲を取り囲まれた。

　しかし、数の利がある彼女らもロズリアの圧倒的なオーラに気け圧おされ、動けないようだった。

　先に膠こう着ちやく状態を崩したのは山賊のリーダーだった。

「おいビビることないぞ、お前ら。相手はロズリアなんだ。大したことないはずだ。取り囲めば必ず勝てる！」

　その発言だけでも、彼女がビビっていることは明白なのだが、誰も突っ込むことができない。

　今のロズリアを前にして、平然としている方が非常識な反応だからだ。

「無理ですよ。絶対に、あなた方じゃ勝てません」

　自信満々にロズリアは宣言する。

「そんなことないだろっ！　何のスキルかは知らないが、ピカピカの見た目だけの剣を持っているだけじゃないか！　戦闘経験のない人間にいくら業物の剣を持たせたところで――」

　焦りのせいで、矛盾交じりの言い分をする山賊のリーダー。

　しかし、ロズリアの返答は無慈悲だった。

「わたくしに戦闘経験がない？　ありますよ、幼い頃から。騎士団長さんによく稽古をしてもらったものです」

「き、騎士団長……。なに噓うそ言ってるんだ。たとえそれが本当だったとしても、最近はろくに戦闘もしてないはずだ！　ずっと監視していたから断言できる！」

「確かにその通りです。けれど――」




「この世界ではスキルが全てですよ。圧倒的なスキルの前には、歴戦の兵士だって無力なんです」




「――ッ」

　その息を呑のむ声は、自分のものだったのか、山賊のものだったのか。

　だけど、誰も否定することができなかった。

　だって、それはこの世界の紛まがう方なき真実だから。

「わたくしはただの聖剣の導き手です。こうしたいと願えば、あとは勝手に聖剣フラクタスが切り開いてくれる。聖剣が選び取った最善手をなぞるわたくしに、それでもあなた方は勝てると言いますか？」

　勝負は戦う前からはっきりと決していた。

　山賊達の今にも崩れそうな表情を見れば明確であった。







　――激烈。

　眼前に広がる光景はその一言に尽きた。

　崩れ去る櫓やぐら。切り伏せられた山賊達。一振りの剣とともにある彼女。

　俺は今しがた繰り広げられた、『傾国クラツシヤー』ロズリア・ミンクゴットの剣舞に目を奪われていた。

　時間は一瞬だった。瞬く間に彼女の蹂じゆう躙りんは終わっていた。

　だけど、この記憶は生涯ずっと忘れられないのだろう。

　自分の足が震えているのがわかる。

　もはや、立っているのが不思議なくらいだ。

　止めようと思っても震えは止まらなかった。震えずにはいられなかった。

　だって、俺は猛烈に興奮しているのだから。身体からだが熱に浮かされている。

　ここまでの高揚は、初めてダンジョンに潜って『到達する者アライバーズ』の戦闘に出会ったとき以来だった。

　誰もが抱く、強者への憧れ。

　そんなものを俺はロズリアに向けていたのだと思う。

　山賊達が全員、戦えない状態になっているのを確認すると、ロズリアは聖剣を手放した。

　聖剣は地面に落ちる直前、光の粒となって消えていってしまった。

　あたかも剣がこの世のものではないかのような儚はかない光景だった。

「わたくしの戦いぶりはどうでした？　期待に添えましたか？」

　質問をするロズリアの笑顔は何な故ぜか悲しそうで、どこか泣きそうだった。

　だから、俺は素直で純粋で飾り気のない感想で返す。

「良かったよ。今まで見たロズリアの中で一番素敵な姿だった」

「そうですか……。その答え方はその答え方で、普段のわたくしの魅力がないみたいに聞こえてどうかと思うんですけどね……」

　背を向け歩き出すロズリア。

　答え方を間違ったかと一瞬焦ったが、彼女の満足げな足取りを見て、その考えが思い過ごしだったと理解した。





＊






「大変申し訳ありませんでした！　オレをパーティーに戻してください！」

　フォースが土下座をしているのはパーティーハウスのリビングでのことだ。

　話があると言われて、招き入れて早々の出来事である。

　俺やジン、エリンやネメは互いに視線を合わせ、どうしたものかと逡しゆん巡じゆんしている。

　この中で最初に口を開いたのはエリンであった。

「一体どういうつもりなのよ……。ロズリアって女に尽くすんじゃなかったの？」

「それがですね……お恥ずかしい話……振られてしまいました……ロズリアちゃんに……」

「ふ、振られたって……」

「フォースっ……」

「あなたってば……」

「最高に笑えるです！」

　全ての事情を知っている俺達にとって、フォースのこの落ち込みようは笑えるほかなかった。

　誰しもが我慢できず、噴き出してしまう。

「う、うるせえ！　俺だって落ち込んでいるんだぞ！　絶賛失恋中の人間を笑うなよ！」

「……無理ですね」

「少し難しいかな……」

「うん……無理」

「ふ、ふっ……笑いが止まらないです！」

「オレがいない間に息ぴったりになってるし！　この一体感腹立つな！」

　他人の不幸は蜜の味っていうか、知り合いの失恋話って笑えるんだから仕方ないじゃん。

　過去に自身の失恋話を鉄板ネタにしていた男が言うんだから間違いない。

　あと、純粋にフォースが戻ってきてくれたことが嬉うれしかった。

「い、いやー振られてしまいましたかー。いい感じだったのにどうして振られてしまったんでしょうねー」

「ちょっと棒読みなのが気になるんだけど……裏で何か企たくらんでいたとかないよな!?」

「あるわけないじゃないですかー」

「そ、そうだよな……。普通に振られたんだよ……好きな人ができたとかで……」

「そうなんですか」

　どうやらロズリアは約束通りフォースから手を引いてくれたようだった。

　ロズリアの善意に頼った取引だったので、約束を守ってもらって本当に助かった。

　彼女がこのまま強引にフォースを誑たぶらかし続けるようであったら、打つ手がなかった。

　ありがとうロズリア。元々はあんたが蒔まいた種だけどな。

「それで……パーティーに戻してくれるのか……？」

　フォースがおそるおそる顔をあげた。

「どうしますジンさん？」

「ボクに訊きかれてもね。エリンはどう？」

「私？　うーん、ネメに任せるわ！」

「ね、ネメが決めるのです!?　無理です！　ノートにパスです！」

「ネメ姉さん。一度、回答権を譲った人にパスするのはルール違反ですよ」

「そのルール初耳です！　え、えーと……フォースにパスするです！」

「オレが決めていいの!?　じゃあ、戻るわ」

「ネメ、何やっているのよ……」

「どうして怒られなくちゃいけないのです!?　理不尽です!?」

「まあまあ。戻ってくれるならありがたい限りだしね」

　ジンがフォローを入れる。確かに彼の言う通りだ。

　俺達たちがフォースをパーティーに引き戻すためにどれだけ頑張ったと思っているんだ。

　ロズリアとエリンの喧けん嘩かを宥なだめ、ロズリアとデートして、山賊に捕まって。

　俺達というよりほとんど俺一人が苦労してる気がしたが、そこは大目に見ようじゃないか。

「でも、良かったです。これでやっとダンジョンに潜れますね」

　俺の一言に、ジンは忘れていた事実を突き付けてきた。

「それはまだ難しいかな……？　タンク職のメンバーがまだ見つかっていないし……」

「そういえばそうだったですね……」

　俺が途方に暮れていると、チャリンチャリンと来客者を告げる鐘が鳴った。

「ネメが出るです」

　玄関に一番近いポジションにいたネメが駆けていく。

「目星とかはついているんですか？」

「困ったことにそれがついてないんだよね。ある程度強い戦士職の人ならいくらでも見つかるけど、ダンジョン制覇を目指せるくらい強い人ってなると……」

「エリンはないの？　そういうの？」

「自慢じゃないけど、私って冒険者内では顔が狭いから期待しないでほしいわね」

「本当に自慢じゃなかった！　それじゃあ、フォースさんは？」

「オレの希望としてはかわいい女の子に入ってきて欲しい！」

「希望を訊いているわけじゃないですから……。かわいい女の子でも誰でもいいから連れてきてくださいよ……」

「ノート、逆に訊くぞ。オレにそんな力があったら、今頃彼女できてると思わねえか……」

「なんかすみません……」

「それにしても、ネメ遅いわね……何かあったのかしら？」

　エリンの疑問ももっともだ。ネメが来客者のところへ向かったきり帰ってこない。

　玄関に続く廊下への扉へ一同の注目が集まる。

　すると、バンッと扉が開き、ネメが飛び込んできた。

「た、助けてくださいです……あ、あの人が……」

「怯おびえるように震えて一体どうしたんです――」

　言いかけて、固まった。

　視界に彼女の姿が映ったからだ。

　ここにいてはいけない存在。予想外の人物。

　藍色の艶やかでふんわりとした長髪。ぱっちりと大きくて澄んだ瞳。数多あまたの男を釘くぎ付づけにする抜群のスタイル。

「ロズリアちゃん！　もしかして、オレに会いに――」

　フォースは抱き着かんとする勢いで駆けていく。

　ロズリアはそれを何事もないかのように躱かわし――。

「ノートくん！　会いに来ちゃいました！」

　俺に抱き着いてきた。

　なんで!?

「…………」

　リビングに冷たい風が吹き荒れる。いや、実際吹いてはいないんだけど。体感的な問題で。

　急いでロズリアの身体を引きはがす。離れた胸の感触は惜しかったが、この空気をどうにかする方が優先だ。

　息を整え、疑問を口にする。

「……会いに来たってどうして？」

「乙女が男性に会いにいく理由なんて大体一つでしょう？　ノートくんが好きだからです」

『他にも理由なんてあると思うけど……』というツッコミは入れられる余裕がなかった。

　だって！　ノートくんが好きだからって！　すごくない!?　俺、こんな直接的な好意を向けられるの初めてだよ！　すごい！　嬉しい！

　まあ、ロズリアの本性を知っているからもう騙だまされないんだけど……。

「会いに来ちゃ駄目でしょ……一応約束したんだからさ……俺達の邪魔をしないって……」

「はて……そのような約束しましたっけ……？」

「とぼけるつもりなのかよ……」

「とぼけるつもりなんてないですよ。確かにわたくしはフォースくんから手を引くとは約束しましたよ」

「なら――」

「でも、ノートくんから手を引くとは一度も言っていませんよ」

「……ありなの？　それ？」

「それに邪魔をするつもりなんてありません。手を差し伸べに来たのです。わたくしの調べではこのパーティ五人しかいませんよね？　足りないのじゃないのですか、メンバーが？」

「だから、なんなのよ……」

　声をあげたのはエリンだ。

　ロズリアを睨にらんで牽けん制せいしている。

「だから、加入してあげると言っているのです。わたくし、ロズリア・ミンクゴットが」

「な、なに言ってるの、あなた……正気？」

「正気ですよ。わたくしこそがこのパーティーの空いた一枠に相応ふさわしい人材だと思いますよ」

「神官はもう足りているです……」

「ええと、ネメさんでしたっけ？　それは知っていますよ。だから、本職である聖騎士として入らせてもらいます」

「せ、聖騎士？　あなたが？」

　エリンはロズリアの言葉に戸惑いを隠せないようだ。

「もちろんノートくんならわたくしの加入を認めてくれますよね？」

　いじらしい笑みを向けてくるロズリア。

　脳裏に浮かぶのは、あの光景。

　彼女の激烈な戦いぶり。

　あんなに熱いのを見せられたらさ――。

「断れるわけないじゃん。最強の聖騎士が加入してくれるって言ってるんだから」

「認めるの!?　ノート!?」

「認めるのです!?」

「エリンとネメ姉さんの否定したいって気持ちはわかるけど……俺が保証するよ。人格はともかく、実力はちゃんとあるから！」

「ちょっと！　人格はともかくって酷ひどくないですか？」

「……ノート……ロズリアちゃんとはいつ知り合って……」

「ノート君が大丈夫っていうならボクも信用しようと思うけど……」

「それじゃあ、皆さんの総意で加入決定ってことでいいですね！」

「どこが総意なのよ！　ロズリア！」

　あれ？　なんか収拾つかない展開になってきたような……。

　どうしよう……。

　とりあえず、フォースには弁解して、エリンとネメを説得して、それから――。

　やることが多い！　なんか考えるのが面倒になってきた。

　少しだけ頭痛がするような気がする……。

　初しよっ端ぱなからこんな滅め茶ちや苦く茶ちやな雰囲気のパーティーって大丈夫なのか？

　これから先のことが不安になってきた……。




　まあ、でも、同時に実感してる部分もあった。

　この賑にぎやかさがフォースの戻ってきた『到達する者アライバーズ』であり、この無秩序さが新しくロズリアの加わったこれからの『到達する者アライバーズ』なんだなって。

　そして、そこに俺の居場所があって、期待できる未来があった。

　ここならば、きっと上う手まくやれるんじゃないか？

　一度は挫折して、失敗した俺だけど。大切な人を傷つけもしたけれど。
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　彼らとなら上手くやれる。時にはぶつかることもあるかもしれないけど、それでも前に進むことができる。




　当初の夢とは違う。

　ミーヤと一流冒険者になって活躍するという夢はもう叶かなわなくなってしまった。

　だけど、俺には新しい目標がある。

　自分を変えるということ。

　そして、『到達する者アライバーズ』のみんなとダンジョンを制覇するということだ。

　だから、今度こそ俺は絶対に間違えたりしない。
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あとがき




　皆さん初めまして。鴨かも野のうどんです。

　この度、オーバーラップ文庫さんでライトノベルを出版させてもらうことになりました。関わってくださった皆様方、本当にありがとうございます。

　僕がライトノベルを初めて手に取ったのは三年前の出来事になります。

　それから次々とライトノベルを購入し、段々とライトノベルの魅惑に取りつかれて、気がついたらライトノベル作家になっていました。

　人生何があるかわからないですね。

　いや、本当に。

　そんな僕ですが、ライトノベル作家になりたい理由がいくつかありました。

　そして、その理由の一つが『あとがきが書きたい』でした。

　ライトノベル作家になりたい理由の二割くらい占めていたと思います。

　だって、あとがき書きたくないですか？

　僕は比較的物語の中に自分の主義主張を詰め込む方だと思うのですが、あとがきというものは作家が物語のストーリーという枠組みにとらわれず、好き勝手主義主張できる唯一の場所だと思うんですよね。

　最近はＳＮＳなどがあるせいで、唯一とまではいかないかもしれませんが……（ちなみに僕は炎上が怖いのでＳＮＳはやらないつもりです）。

　そこまであとがきに熱意をかけていた僕ですから、二巻のあとがきのプロットまで立てていたりします（あとがきのプロットって何？）。

　とりあえず半年くらい前から立てていた『あとがきを書きたい話をする』という一巻のあとがきのプロット通りに話を進められたので、満足してここら辺であとがきを終えようと思います。

　最後に謝辞を。

　イラストの雫しず綺き一ひと生みさん。素晴らしいイラストありがとうございます。編集さんから最初に話を聞いた時から、なんてすごいイラストレーターさんが自分の作品についてしまったんだと焦りました。「このラノベ、絵は完璧なんだけど、それに比べて話は微妙だよな……」って読者に言われないよう頑張ろうと思います。

　編集の曽そ山やまさん。出版の勝手がわからない自分に手取り足取り教えてくださり、ありがとうございます。

　そして、最後に読者の皆さん。この本を手に取ってくださり本当に感謝しています。

　もしよろしければ、また次巻でもお会いしましょう。


鴨野うどん
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